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男装したら数日でバレて、国王陛下に溺愛されています
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第一章　家族のための男装













　朝の日差しが、娘の背中の中頃までの、少し癖のあるプラチナブロンドの髪に降り注いでいる。

　その見事な髪の持ち主は、ミシェル・ブロンダン。整った顔立ちの、十八歳の美少女だ。彼女が着ているのは、深緑色のハイネックのドレス。足首まで長さがあり、シンプルな綿モスリンの生地で、細いウエストは同じ素材のリボンで後ろに結ばれている。この国の若い娘はこういった格好が主流である。

「今、ご飯をあげるからね」

　彼女が声をかけたのは、柵の中にいる四方八方に散らばる五羽の鶏。

　ベルナディス国の王城がある町から、徒歩で一時間ほどのところにある村に、ブロンダン家は昔から住んでいた。ブロンダン家の男たちは、代々この国のベルナディス国王の身の回りの世話をする侍従をしている。

　ごく普通の村人だったミシェルの先祖が、従者とはぐれて道に迷っていた国王を家に招き入れ、手厚く世話をしたところからたいそう気に入られ、侍従になったと言われている。本来ならば侍従になるには貴族でなくてはならなかったところを、国王は『お前のような者が、そばで世話をしてほしい』と、側近たちの反対を押しきったと伝えられていた。

　現在の国王はクロード・ヴィクトル・ベルナディス。年齢は二十五。去年、前国王が病気で崩御して、跡を継いだ。

　亡くなった国王にはもうひとり、身分の低い妃を母に持つ王子、パスカル・ベルナディスがいる。パスカルはクロードより一年早く生まれており、クロードにとっては異母兄だ。けれど、正妃の子供であるクロードが王位継承第一位、パスカルは王位継承第二位。生まれたときから同じ教育を受けてきたが、賢くて神童と言われていたのはクロードだった。

　国王クロードの侍従頭として身の回りの世話をしているのは、ミシェルの祖父ロドルフ。すでに引退の時期が近づいている。

　ミシェルの父親は五年前に病気で亡くなり、彼女は母マリアンヌと兄フランツの三人で住んでいる。

　ミシェルとフランツは双子だ。現在、フランツはベルナディス国の外れにある叔母エレナの家を訪ねており、あと二十日ほどで戻ってくる。そして侍従になるべく、見習いから始める予定である。

　フランツが王城で働けることが、ミシェルには羨ましい。活発な彼女は、できることなら自分が侍従見習いとして働きたいと思っていた。しかし侍従は男であることが大前提。女であるミシェルには絶対にできないことだ。

　ロドルフのおかげで、貴族のように贅ぜい沢たくとまではいかなかったが、ミシェルはドレスも食事も一般の村人よりは、不自由のない暮らしをしていた。

　近所に友達もいるが、母とふたりで暮らすのは少々寂しい。なんでも話せるフランツがいれば楽しいのだが、今は叔母のところ。そして、戻りしだい王城へ行ってしまう。祖父のロドルフは滅多に帰ってこなかった。しかし戻ってくるときは、食べきれないほどのお菓子やドレスなどの土産みやげで、ミシェルを喜ばせてくれていた。

　ミシェルは弾むような足取りで柵の中へ入り、穀物を細かく砕いたエサを鶏にやる。鶏がエサを食べているうちに、手作りの鶏小屋の中で産まれた卵を取らせてもらう。今日の収穫は五個だ。

　卵が入っている籠を大事に抱えて、家の中へ入った。部屋にはマリアンヌが焼いたパンの香ばしいにおいが漂い、ミシェルは香りを楽しむように鼻をひくつかせる。

　マリアンヌは台所で野菜を洗っていた。

　ミシェルは母に近づく。

「お母さん、卵、五個あったわ。どうやって食べる？　いつものがいい？」

「そうね。そうしてくれる？」

　マリアンヌはヤギのバターをたっぷり入れて焼く、卵焼きが好きなのだ。

　ミシェルは「はい」と返事をしてにっこり笑い、空色の瞳を深めた。ここでは空色の瞳は珍しくないが、プラチナブロンドの髪はブロンダン家以外で見たことがない。祖先はずっと北のほうの出身で、いつしかこの国に移り住んだのである。

　ベルナディス国の人は大抵、茶色の髪や黒髪だ。婿養子で、亡くなった父も茶色の髪だった。

　ブロンダンの血を濃く受け継いでいるマリアンヌは、プラチナブロンドの髪。双子のフランツや祖父も、もちろんそうだ。

　ミシェルは卵を深い器の中で割って、フォークでかき混ぜる。よく混ざった卵液を、熱したフライパンにヤギのバターをたっぷり落としてから入れた。

　ふんわりとでき上がった卵焼きに満足し、フライパンから皿に移動させる。

　そのとき、台所の窓から見える庭の向こうがにわかに騒がしくなったことに気づく。

「馬車だわ。お父さんかしら」

　父から、あらかじめ戻ると連絡を受けていないマリアンヌは首を傾かしげ、エプロンで濡ぬれた手を拭ふきながら急ぎ足で玄関に向かう。

　ミシェルも気になって、マリアンヌのあとを追う。

　馬車から降りてきたのはやはり、ミシェルの祖父であるロドルフだった。右足が包帯でグルグルと巻かれており、松まつ葉ば杖づえでこちらへ歩いてくる。その足取りはゆっくりで痛々しい。

　だが、いでたちは白髪の頭にハットをかぶり、グレーのコートとズボン姿で、国王陛下の侍従頭らしいパリッとした格好だ。

「おじいちゃん！　怪我をしたのっ!?　なにがあったの!?」

　ミシェルは松葉杖でやってくるロドルフに駆け寄り、身体を支える。

「おおっ、ミシェル。久しぶりだな。怪我のことは中で話そう。それよりも、フランツはどこにいる？」

　ロドルフは愛いとおしい孫娘に笑みを向けるものの、どうやら憂事を抱えているようにミシェルには感じられた。

「お父さん、フランツは十日前からエレナ叔母さんのところへ行っているわ。喘ぜん息そくがひどくなったみたいで、お薬を届けるために」

「なんてことだ！」

　マリアンヌの言葉にロドルフは悲痛な顔になり、頭を抱える勢いだ。

「おじいちゃん、どうしたの……？　足が痛い？」

　様子のおかしいロドルフに、ミシェルは心配そうな表情になる。

「まあまあ、お父さん。いったいどうしてそんなことに？　中に入って話を聞くわ」

　マリアンヌはロドルフが家の中へ入りやすいように、扉を手で押さえた。

　ミシェルとロドルフが入り、扉を閉める前に、まだ停まっている馬車にマリアンヌが目を留める。

（あら……？　馬車はどうしてお城へ戻らないの？）

　いつもならばロドルフを降ろすと去っていくはずの馬車に、首を傾げる。馬車は家の出入口に停められたままだ。

　居間のソファに彼を座らせたミシェルは台所へ行き、温かいお茶を淹いれて戻った。

「おじいちゃん、疲れているみたい。お茶を飲んで」

　トレイを抱えながら祖父の対面のソファに腰を下ろした。隣にはマリアンヌがいる。

「マリー、フランツはいつ戻ってくる？」

「あと二十日は戻ってこないわ」

「それでは遅い！」

　ロドルフはいても立ってもいられない様子で、足の怪我もかまわず立ち上がる。

「お父さん、落ち着いて。いきなりどうしたの？」

　唐突に聞かれ、マリアンヌが困惑気味に答えた。

「どうすれば……」

　マリアンヌの問いかけが耳に入っていないようなロドルフ。彼が顎に手をやると、ミシェルとマリアンヌは当惑しながら顔を見合わせた。

「よし！　こうすればいい！」

　ロドルフは乱暴にソファに腰を下ろす。

「お父さん、足の怪我に注意してくださいな。こうすればいいって、いったいどうしたのですか？」

　マリアンヌの気遣いもよそに、ロドルフは意を決したように孫娘ミシェルを見る。

「ミシェル、フランツの代わりに今日からお前が王城へ行き、侍従見習いとして働きなさい」

「ええっ!?」

　ミシェルは唖あ然ぜんとして、ピンク色の唇をポカンと開けた。

「お父さん、侍従見習いって？　男であることが条件でしょう？　ミシェルは女の子よ？」

　突然わけのわからないことを言うロドルフに、マリアンヌも驚きの表情を隠せない。

「そうだ。ミシェルとフランツは半一卵性だけあって、よく似ている。フランツのフリをして一ヵ月間働くんだ」

「フランツのフリって……男装してってことっ？　おじいちゃん、そんなっ！　無理よ！」

　男装するところを思い浮かべ、ミシェルはブルッと身体を震わせる。王城へは行ってみたいのだが。

「お父さん、どうしてそんな無茶をしなくてはならないの？」

　あと一ヵ月で、ロドルフは侍従頭を辞めることになっていた。代々、ベルナディス国王の侍従は、ブロンダン家の男子に引き継がれている。国王の侍従を務めるのは、ブロンダン家の誇りでもあった。

「私のこの怪我は、自分の不注意で階段を踏み外したからだ。それで仕事ができないとなれば、給金はもらえず、この土地も離れなくてはならない。ここは王室の領地だからな。それは仕方ないとして、エレナの薬も困ることになる」

　ロドルフは至極悔しそうな顔になる。

「でも、私が男装してバレたりでもしたら……？　大変なことになるわ。フランツが一ヵ月後に務めるのではいけないの？」

「それはわかっておる。しかし、侍従になりたい者は限りなくいる。一ヵ月後にフランツが戻っても、もう侍従にはなれないだろう」

「一ヵ月後には必ず孫が務めますと、国王陛下に理由を正直に話して……」

　マリアンヌの言葉に、ミシェルは必死に頷うなずく。

「こんなことで国王陛下を煩わせることなどできん！　クロードさまはお忙しいのだ。一ヵ月も待っていられない！」

「おじいちゃん……」

「一ヵ月間、ミシェルが侍従見習いをすればいいのだ。フランツが戻ってきたら代わればいい。そうすれば生活に困ることはない。今なら私の孫、ブロンダン家の一員として、優先的に侍従見習いに就けるんだ」

　ロドルフは素晴らしい提案だとばかりに頷き、ミシェルが淹れたお茶を飲んで、渇いた喉を潤す。

「国王さまの身の回りの世話をするのに、私が女だって気づかれない……？」

「ああ。心配はいらない。絶対に大丈夫だ。お忙しい陛下は気にもしないだろう」

　そんな風に自信を持って言われたら、自分にできるように思えてくるミシェルだ。

（私がお城で働ける……）

　そう考えると、ワクワクしてくるのは否めない。

「お父さん、ミシェルには――」

「私、やるわ！」

　マリアンヌが、やはり無謀な計画だと口を開こうとしたところで、ミシェルが立ち上がる。

　ここでの暮らしは単調で、なにかしたいと思っており、王城に強い興味もあった。ロドルフの口添えで、王城での仕事を頼もうとしていたところだ。

　男装をして約一ヵ月の間、侍従見習いをすることなど、わけない。ほとぼりが冷めたところで元のミシェルの姿に戻って、王城での別の仕事に就けたらいいと思った。

「ミシェル！」

　マリアンヌは目を大きくして驚くが、ロドルフは満足そうに頷く。

「やはりミシェルは思いきりがいい。フランツより活発な性格だからな。なに、きっとうまくいく」

「お父さん、国王陛下を騙だますことになるのよ？　重罪だわ」

　生き真ま面じ目めな性格のマリアンヌは、恐ろしいとばかりに身を震わせる。

「それも考えたが……この土地を出るとなると、エレナにも金を渡してやれなくなるぞ？　私たちの生活は、なんとかなるだろうが……」

「お父さん……」

　フランツが訪ねている叔母のエレナは、マリアンヌの妹で身体が弱く、療養中である。結婚したが、十年前に戦争で旦那を亡くし、働くこともできない妹に、マリアンヌはお金を工面していた。

「お母さん、大丈夫よ。私、やるわ！　そうしなければエレナ叔母さんが困るのよ？　一ヵ月くらいなら大丈夫」

　事の重大さに青ざめているマリアンヌの肩に、ミシェルは手を置いて強く言いきる。

「ミシェル……」

　諦めた表情を浮かべるマリアンヌは、ミシェルの頭を胸に引き寄せて抱きしめた。

「そうと決まったら、すぐに支度をしなさい。フランツのよそ行きの服を着て、髪は後ろでひとつに結ぶんだ」

　馬車をいつまでも待たせておくわけにはいかないと、ロドルフは不自由な足で立ち、ミシェルを急せかす。

　ミシェルはフランツの部屋へ行き、王城へ行っても恥ずかしくない服を選んだ。

　フランツは男性にしては小柄で、ミシェルと握り拳ほどしか身長差がない。まだ十八歳、これからも伸びるであろう。

「これと、これ……あ、靴も」

　ミシェルは必要なものを腕いっぱいに抱え込んで、隣の自室へ入る。

「胸を平らに見せないとダメだから……」

　自分の部屋になにかあっただろうかと、引き出しの中を探す。手に触れたのは、ウエストを締める水色のリボンだ。幅のあるサテン生地で長さも厚みもある。

　着ていた綿モスリンのドレスを脱いで、たった今見つけたサテン生地を、胸の膨らみが目立たないようにきつく身体に巻きつけていく。

　清潔な白いシャツ、黒いズボン、襟に刺し繍しゅうがされているグレーの上着を羽織る。上着はウエストから切り替えがあり、丈はお尻が隠れる長さだ。身につけたものすべてが少し緩いが、問題はないだろう。

　着替えが終わり、鏡の前に立って、上着より少し濃い色のリボンで髪を後ろでひとつに結ぶ。思ったより男に見える自分に、ミシェルは満足する。

「あとは……荷物ね」

　トランクに、フランツの部屋から取ってきたシャツとズボン、胸に巻く替えのリボン、下着などを入れた。

　それから、町へ行く場合に、プラチナブロンドの髪が目立たないようにつける茶髪のかつらと、女性用の服も一式、荷物の中へ放り込む。一ヵ月あれば町へ出かけられるのではないかと思ったのだ。

「そんなに長くないんだから」

　王城へ行き、国王陛下に会うことを思うと、心配でドキドキする。きっと近くに行くだけで足が震えるだろう。でもみんなのためにやり遂げなくてはならない。

　支度を終えたミシェルはトランクを持って、ロドルフとマリアンヌの待つ居間へ行く。マリアンヌは落ち着かない様子で立っており、ミシェルの姿にホッと胸を撫なで下ろした。

「やっぱり双子だな。フランツに見えるぞ。これだったら大丈夫だ！　マリー、案ずることはない」

　ロドルフは満足げに頷き、ソファに置いたハットを手にし、頭にのせて立ち上がる。

「マリー、私は夕方に帰ってくる。美お味いしい夕食を頼むぞ」

　夕食と言われて、まだ朝食も食べていないことに気づいたミシェルだが、松葉杖をつきながら玄関に向かっていくロドルフのあとに続いた。




　二頭立ての豪華な馬車に初めて乗るミシェルは、窓から入る風に頬を撫でられながら、変わる景色を楽しんでいた。

「ミシェル、お前は活発な子だが、思慮深いし頭もいい。うまくやると信じている」

「侍従はおじいちゃんひとりじゃないんでしょう？　何人いるの？」

　窓から顔を引っ込めて、対面に座るロドルフに尋ねる。

「国王陛下は、周りに人が多いのがあまりお好きではない。私の他は、アベルというお前の父親くらいの年齢の男だけだ。お前に仕事を教えてくれる」

　ミシェルは、アベルという名前を頭に入れる。

「侍従という仕事は、常に陛下がなにを必要としているのかを考えて動くんだ」

「はい。おじいちゃん、休みはある？」

「五日働き、一日休みをもらえるだろう。アベルは、お前が慣れるまでは休みを取れないがな」

　ミシェルは休みがあると聞いて、安あん堵どした。ずっと男装しているのは、いささかつらいと感じていたのだ。

　馬車は町を通り抜け、森へ進む。森の先に美しい王城がある。

　ミシェルは王城を遠目に見たことしかない。町からは、王城の立派な主塔と城郭に囲まれた五つの塔を目にすることができる。

「おじいちゃん、国王さまってどんな人？」

　町で噂うわさを聞くだけで、実際にお世話をしている祖父には尋ねてみたことがなかった。王城で働きたいと思っていたが、国王陛下は雲の上の人だからだ。

「勇敢で、公平で、とても頭のいいお方だ。小さい頃から神の子と呼ばれていた」

「確か、お年は二十五だと聞いたことがあるわ。お妃さまは？」

　国王に即位したのは去年のこと。妃が十人いると聞いたことがある。しかし町ではそれも噂話でしかない。

「その通り。二十五歳だ。残念ながら、まだお妃さまは娶めとられていないのだ」

「町で、十人いるって耳にしたわ」

　ミシェルは得意げに話す。そんな孫娘にロドルフは目尻を下げる。

「それは多いな。しかし容姿端麗な国王陛下の妃になりたいという貴族の娘たちは、数えきれないくらいいるぞ。お！　もうそろそろ着く」

　馬車は水のある堀の石橋を渡り始めていた。

　ミシェルは急に、今まで感じたことのない緊張に襲われ、背筋をピンと張った。

　石橋の先に大きな城門があり、両端に衛兵が立っている。その隣には衛兵小屋のような建物も見える。

　馬車は一度停まり、ロドルフが窓から手を伸ばして通行証を見せてから、再び動きだす。

「ミシェル、大丈夫だ。うまくいく」

　ミシェルの緊張を和らげようとするロドルフだ。

「……うん。おじいちゃんも身体を大事にしてね。足の怪我なんだから動き過ぎないで。お母さんをよろしく」

　祖父がここを離れたら心細くなるのは、目に見えてわかっている。




　ミシェルを侍従のアベルに頼んでロドルフが去るとき、ミシェルは危うく泣きそうになるのを必死に堪こらえた。

　侍従のアベルは、やや神経質そうなやせ型の男だが、ロドルフとの会話では怪我の状態を窺うかがい、心から心配している様子。ミシェルは、気遣うその姿に、彼とならうまくやっていけそうだと思った。

「さ、行きましょう。まずはロドルフさまが使われている部屋へ案内いたします。そこへ荷物を置いたら侍従服に着替えてください。仕事を教えます」

「はい！　よろしくお願いします」

　ミシェルは声を低くすることを意識しつつ、頭を下げた。これからフランツとしてやっていかなくてはならない。気を引きしめて、アベルのあとについていく。

　ロドルフの部屋は、主塔のある二階にあった。隣はアベルの部屋で、城の主となる部分に住む使用人はふたりだけ。国王の私室は三階にあり、どんなときも世話ができるよう近くに部屋がある。国王の私室の隣にも、昼間待機する侍従部屋があった。

　廊下を歩きながら、目にするタペストリーや豪華な調度品に、ポカンと口を開けてしまうミシェルだ。

（すごい……こんな調度品を見るのは初めて……）

　拭き掃除をしている侍女も数多くいる。

　廊下には真紅の絨じゅう毯たんが敷かれており、足音が消され、靴の裏の慣れない感触にミシェルはつまずきそうになる。

「こちらです」

　廊下の数多くある扉のひとつをアベルが開けた。そこはきちんと整頓されたロドルフの部屋だった。ベッドとチェスト、小さな机があるだけの質素な部屋だったが、居心地はよさそうだ。

　ミシェルは中へ進み、トランクを端に置く。ベッドの上に、パリッとした真新しい侍従服がきちんと畳まれて置いてある。

「侍従服に着替えを。私の部屋は隣です。待っていますから、ノックをしてください」

　アベルは机が置かれた右側の壁を示してから出ていった。彼が行って、ミシェルはホッとする。男同士だからと、着替え中に部屋にいられたらどうしようと思っていたところだった。

　侍従服は今着ている服とあまり変わりなく、色は深い闇のような青色だ。

　ロドルフは本をたくさん読んでいるようで、それを手に取ってみたい気持ちに駆られたが、アベルを待たせるわけにはいかず、急いで着ていた服を脱ぎ、侍従服に着替えた。

　身なりをきちんと整えるための等身大の鏡も部屋の隅にあり、そこでおかしくないか確認する。やはり侍従服は大きく、ダボついた感は否めない。

「でも、これを着た私はちゃんと男に見える」

　ミシェルは自分を勇気づけるように言葉にした。男に見えるというのも、女としてそれはそれで悲しいが。

　両頬を軽く叩たたいて気持ちをしゃんとさせてから、アベルの部屋へ向かった。




　ミシェルは国王の私室の隣にある、侍従部屋へ連れていかれた。

　もうすぐ昼食の時間だが、今日の国王は大臣たちと、一階にある大広間で食事をする。普段は私室で食事をするため、侍従はそばで控えている。

　今日はその必要がなく、アベルはミシェルに、ざっと侍従の仕事を説明する時間にした。

「まず一日の流れを。朝は六時に陛下に起床していただきます。お目覚めになっていることもあります。陛下のお衣装は、あらかじめ前日に用意しておりますので、お着替えをお手伝いいたします。次に居間でお茶を用意します」

　ミシェルは表情に出さなかったが、大の大人がひとりで着替えられないのかと、心の中で思った。

「お、お着替えはどこまで手伝いを……？」

「お衣装を渡していくお手伝いです。それからご朝食を私室の居間でとられます。そのときにも控え、なにか不自由がないか見守ります。そのあと、陛下は四階にある執務室で仕事をされます。その間に、私室の掃除を」

　アベルの言葉を聞き漏らさないようにして、頭に入れていく。

「掃除は侍女ではないのですか？」

「侍女は女ですから。私室に入らせたりでもしたら、なにをするかわかりません」

　どうやらアベルは侍女を信用していないようだ。

「ちゃんと審査をして、お城に務めている侍女でも……？」

「ええ。陛下に取り入ろうとする女を、これまでにも数えきれないくらい見てきています。陛下の私室に一歩たりとも入れないのが、これまでの習わしです」

　国王に取り入ろうとした方法を聞いてみたい気もしたが、アベルの顔が険しくなっている。そんな女性ばかりではない、と反論しそうになったが、正体がバレてしまったら大変なことになるので、ミシェルは先を促した。

「そして昼食ですね？」

「そうです。陛下は休息を取らずに午後の執務をされますので、その間に明日の着替えの支度や、湯殿の用意をします」

　それからアベルは夕食後、陛下が寝るまでそばに控えることをミシェルに教えた。

「私たちの食事は侍女が運んできますので、侍従部屋でいただきます」

　そういえば、突然のことで朝食を抜いていたと思い出す。食事のことを考えるとお腹が鳴りそうになって、急いで手をやって押さえた。そんなミシェルに、アベルの硬かった表情が和らぐ。

「さてはお腹が空いているんですね？」

「す、すみません。朝食を食べる前に、祖父に急き立てられて……」

「そうでしたか。ここではお腹いっぱい食べられますから、そのひょろひょろの身体もすぐにがっしりしますよ。フランツは細過ぎます」

　アベルは楽しそうに、ミシェルの肩をポンポンと叩いた。




　城の食事はアベルの言った通り、肉の煮込みや焼き魚、新鮮な野菜などが盛られた皿を侍女が運んできた。それだけでもミシェルにとっては多過ぎるが、さらに焼きたてのパンと焼き菓子までついている。

「すごく豪華な料理ですね」

「そうでしょう？　私たち、この城で働く者は幸せですよ。さあ、早く食べましょう。陛下が戻ってこられるかもしれない」

　アベルはミシェルに早く食べるよう急かした。




　食事も終わりかけたとき、部屋に鈴の音が小さく響く。まず階段で見張っている衛兵が、国王が通ると知らせる。そのあと、国王の私室の前に立つ衛兵が、侍従部屋へ鈴の音で連絡をする、二段階の仕組みになっている。

「陛下が戻ってこられた」

　アベルは即座に立ち上がり、ミシェルも飛び跳ねるようにして椅子から離れる。

　もうすぐ国王と会うと思うと、彼女の心臓はドクンドクンと痛いくらい暴れだしてきた。

　男装して国王を騙しているのだ。それを平気に思うのなら、悪党になれるだろう。

「フランツ、大丈夫ですか？　顔色が青いですよ？」

「だ、大丈夫ですが……心臓が口から出そうです」

　呼吸を整え、喉元に手をやる。

「無理もないですね。陛下にご挨拶をしたら、私の後ろに下がっていてください」

「はい……」

　国王の前で声がちゃんと出せるのか心配で仕方がないが、ここまで来てしまっているのだ。やるしかない。

　ミシェルは国王の私室へ向かうアベルのあとについていく。

「陛下」

　国王クロードは、肩に房飾りがついたジュストコールを脱ぎながら部屋に入ってきた。アベルがすかさず手を伸ばし、それを受け取る。

　ミシェルはアベルの仕事ぶりよりも、少し離れたところに立つクロードを食い入るように見つめてしまっていた。

　ひょろっとした長身のアベルよりもクロードはさらに背が高く、そして上着を脱いだシャツの下は細身ながらも、腕を動かすたびに盛り上がる筋肉が想像できる。

　クロードは、ミシェルが今まで見たことがないほど美麗な顔立ちの美丈夫だ。髪は漆黒で襟にかかるくらいの長さである。

　ふと、クロードの瞳が、アベルの後ろに立つミシェルを捉えた。

「その者は？」

　泣く子も黙るようなビシッとした口調に、ミシェルは身を縮こませそうになる。

　そしてミシェルが近づくより先に、クロードに機敏な動きで距離を縮められた。彼女は逃げたくなる気持ちを堪えながら、ピンッと背筋を伸ばす。

「ロドルフ・ブロンダンの孫の、フランツと申します。侍従見習いを本日からさせていただいています」

　これ以上ないほどの低い声を出して、深く頭を下げる。

「ああ……ロドルフと同じ髪の色だな」

　クロードは急に興味がなくなったかのように、ミシェルから離れてソファに座った。

「陛下、ただ今お茶をお持ちいたします」

　アベルは部屋の隅にあるセットでお茶を淹れ始める。クロードの存在をひしひしと感じながら、ミシェルはアベルの所作を頭に入れる。

　美しいふたつのカップにお茶を淹れ終えたアベルは、まだ熱いお茶を口にする。

　アベルはお茶を淹れるときも、カップを念入りに目視して清潔な布で拭いていた。

「こうして毒味をします」

　ミシェルに小声で教える。

（国王は日々、狙われているの？　そして毒味をする自分にも身の危険がある。なにかあった場合には、首をはねられるかもしれない）

　そんな大変な侍従という仕事を祖父がしていたのだと、ミシェルは今気づかされた。

　アベルが静かに国王の元へお茶を運ぶのを、じっと観察する。

　クロードはソファにもたれるようにして目を閉じている。疲れているのだろうかと考えたが、そんなことがわかるほどミシェルはクロードについて知らない。

　アベルは音をさせないように、見事な大理石のテーブルの上にお茶を置くと戻ってくる。

　それからミシェルは、呼吸をするのもためらわれるほどの緊張感でクロードを見ていた。咳せきでも出して休息を妨げてしまうのが怖い。

　少ししてクロードは上体を起こした。それから優雅な所作でお茶を口に運ぶ。

「ロドルフの怪我は？」

　突然のクロードの問いかけに、アベルはサッと数歩前に出る。

「松葉杖をついて、なんとか歩けるようでございます」

「そうか……ゆっくり養生するよう手紙を送っておけ」

「ありがたきお言葉。そのように手配いたします」

　国王というだけで怖いイメージを持っていたミシェルだが、祖父を気遣うクロードに嬉うれしくなった。

「そこのお前、額が曲がっている。直せ」

　顔を緩ませていたミシェルは、突如クロードに声をかけられ、ビクッと肩を跳ねさせた。

「は、はい！」

　思いがけない指示に、返事は低い声にできなかった。視線をアベルへ向けると、早く行けと顔を動かされる。

　ソファに座るクロードから正面の位置の壁にかけられた絵の額へ、急いで向かう。繊細に描かれた花の絵の額へと、つま先立ちして手を伸ばした。そうしなければ届かない場所だった。

（ちょ、ちょっと、届か……）

　一生懸命、額縁の下のほうに触れて、まっすぐに直そうとする。いや、そもそも額は曲がっていない気もする。曲がっていたとしてもほんの少し。それに、背の高いアベルのほうが適任だろう。

「まだ曲がっている」

　これで大丈夫だろうと思ったミシェルが一歩下がると、クロードの声だ。

「か、かしこまりました」

　ミシェルは再びつま先立ちして額を直す。足を組んでお茶を飲んでいるクロードは、彼女を観察するように見ていた。

（男にしてはずいぶん華きゃ奢しゃなやつだな）

　侍従服を着ているが、着られている、と言ったほうが相応ふさわしい。

（久しぶりに、見事なプラチナブロンドの髪を見たな）

　今のロドルフは年を取り、白髪だ。クロードが生まれる前から父王の侍従であったロドルフの、若い頃のプラチナブロンドの髪が気に入っていた。

「違う。まっすぐにしろ」

　元々、額は曲がってなどいない。新入りの侍従見習いを観察したかったのだ。少し離れたところに立つ侍従見習いは、懸命に直そうとしている。

（腕を上げているのも、そろそろ疲れただろう）

「もういい。下がれ」

　実際、額が曲がっていようがなかろうが、クロードにとってはどうでもいいことだった。

　クロードの厳しい声に、ミシェルは飛ぶようにアベルの背後へ戻る。そしてクロードの視線から逃れられ、ホッと安堵していた。

（うーっ、腕が疲れた……）

　しんどかった素振りなど、微み塵じんも出せないミシェルだった。




　その夜、クロードは私室で夕食をとり、そのあと、隣にある談話室の机で書き物をしていた。その部屋の隅でアベルとミシェルは静かに立っている。ミシェルが仕事に慣れれば交代で見守ることになると、アベルから教えられていた。

（思ったより、きつい仕事だわ……）

　足が棒になったように痛くて、揉もみほぐしたいところを我慢する。




　ミシェルとアベルが侍従部屋で食事ができたのは、日付が変わる頃だった。夕食も昼食とメニューはあまり変わらない。

「陛下の起床は、毎朝六時です」

　ということは、ミシェルの起きる時間はもっと早い。今も、いつもより就寝には遅い時間。ちゃんと目が覚めるか心配だ。

「不安そうですね」

　アベルはミシェルの気持ちを察した。

「……はい」

「フランツが慣れるまで、私が起こしてあげましょう」

　ミシェルの疲れていた顔が明るくなる。

「本当ですか！　ありがとうございます！」

　優しいアベルに、無邪気に喜ぶミシェルだ。結婚をしていないアベルには子供がいない。自分に子供がいたらこんな感じなのかと、ふとアベルは思った。




　アベルと別れ、ロドルフの部屋に戻ったミシェルは、一目散に侍従服を脱いで、胸に巻いたリボンを一気にほどいていく。胸が押しつぶされていたせいで違和感がずっとあり、ちょっとつらい。この仕事が終わるのが待ち遠しく感じられる。それでも、王城で働いてみたかったので、大変ながらも初日の仕事を楽しんでいた。

　下働きでは近くで見ることができない、見目麗うるわしい国王陛下のすぐ近くで働ける。そんなことは一生ないと思っていた。

　胸のリボンをほどいたものの、朝アベルに起こされたときに女だとバレてしまっては大変だ。束の間の解放感を得てから、寝る前に再びリボンを胸に巻いてベッドに横になった。

「んー、気持ちいい……」

　城へ来てから慌ただしく過ぎ去った一日を振り返ることなく、心地いい眠りに落ちていった。




　翌日は緊張感もあって、アベルが扉を叩いたときには、ミシェルは支度を終えていた。まだ外は太陽が出る時間ではなく、暗い。

「おはようございます、フランツ。ちゃんと起きられましたね。感心、感心」

　黒髪をきちんと整え、ビシッとしたいでたちのアベルは、ミシェルがすぐに部屋から出てきたのに気をよくして表情を崩す。

「おはようございます。今日もよろしくお願いします」

　頭を下げるミシェルの、青いリボンでひとつに結んだ髪が揺れる。

「では行きましょう。陛下のお部屋へ行く前にやることがあります」

　アベルはざっとミシェルの姿を見てから歩き始めた。

　同じ階にある国王専用の台所へ行き、お湯を沸かす。お茶の用意が終わると、一式を持って国王の私室へ向かう。

　城の使用人たちもすでに仕事をしていた。廊下の重厚なカーテンを開ける者や、リネン類を洗濯場へ持っていこうと抱えている者などがいて、一階にある台所からは、微かすかにパンが焼ける香りもしてくる。

　三階へ到着する頃には、お腹が鳴りそうになる原因のにおいもなくなった。クロードの私室がある三階は、ミシェルが今まで嗅いだことのない高貴な香りが漂う場所だった。

　クロードの私室の前に、衛兵がふたり立っている。国王を夜通し守る者だ。アベルとミシェルが部屋の前で立ち止まるのを見て、彼らは静かに扉を開けた。

　居間へ入室し、隣の談話室の扉からクロードの寝室へ向かうアベルに、ミシェルはついていく。アベルは静かに扉を叩き、開けて中へ入った。

　クロードは起きており、そばに用意してあった今日の衣装に着替え終わっている。

「おはようございます。陛下、お手伝いができずに申し訳ありません」

　入室するのが遅かったわけではない。いつも通りの時間だが、クロードは着替えを済ませていた。

「今日は早くに目が覚めたのだ。お茶をくれ」

「ただ今お持ちいたします」

　クロードはミシェルに目を留めることもなく、寝室を出た。

（あの艶やかな漆黒の髪は、触れたらどんな触り心地かしら……）

　絶対にあり得ないことだが、ミシェルは触れてみたいと思ってしまった。

　居間のソファに座ったクロードに、アベルがお茶を運ぶ。

「今日の昼食は、庭でブラッサンス公爵の娘のイヴォンヌ嬢ととる。なにか用があるかもしれない。フランツだけ控えていろ」

　ブラッサンス公爵家は、王室の遠縁にあたる一族だ。二十七歳の子息は騎士団に入り、職務に就いている。妹のイヴォンヌは現在二十二歳で、十六歳のときに社交界デビューをしていた。陶磁器のような白い肌、艶やかな黒髪と琥こ珀はく色いろの瞳、という美しい容姿の持ち主で、貴族の子息たちから頻繁に求婚されているが、すべて断っている。

　彼女が恋をしているのはこの国の王、クロードだった。

「フランツはまだ、ここでの習わしを知りません。私がおそばに……」

　アベルはフランツだけそばにいさせて、なにか粗相でもあったらと思い、物申す。だが、クロードは相手にせずに命令する。

「いや、お前は休んでいろ。彼だけでいい」

「わかりました」

　アベルは敬愛の意を込めて、深く頭を下げた。ふたりの会話を聞いていたミシェルは驚くばかりだ。

（アベル侍従がいないのに……ちゃんとできるのか、心配……）

「陛下、イヴォンヌさまにお会いになられるのなら、衣装をご用意しておきましょう」

　アベルは執務中の衣装でなく、もう少し華やかなものにしたほうがいいと口を開く。

　今、クロードが着ているのは、グレーのジュストコールにスリムなズボンと、黒いブーツ。すべてが上質なものだがシンプルである。

　ごちゃごちゃと飾りのついた服はあまり好みでないと、ミシェルはアベルから聞いている。夜会や貴族たちとの食事会では致し方なく、華やかな服を身につけるのだが。

「パーティーではない。このままでいい」

　運ばれてきた朝食を、クロードは興味がなさそうに食べ始めた。




　クロードが執務室へ行くと、ミシェルとアベルの朝食の時間になる。侍従部屋で食べながら、アベルは浮かない顔をしていた。

「アベル侍従……どうかしましたか？」

　自宅にいるミシェルなら、パンをちぎって口に運ぶところだが、今はフランツのようにそのままかぶりついている。

「いや、あなたひとりでは心配で、考え事をしてしまいました」

　問いかけたミシェルに、アベルは薄く笑う。

「ブラッサンス公爵のご令嬢と陛下は、ご結婚なさるのですか？」

「まだそれは決まっていません。まあ、第一のお妃候補と言えますが。もう陛下も二十五歳ですから、そろそろ世継ぎをもうけなければなりませんし」

　自分とは世界の違う話だ、とミシェルは頷く。

「ひとりでも失敗しないように頑張ります」

「はい。これも経験です」

　アベルは励ますように言い、笑みを浮かべた。




　ミシェルはいつクロードが出てきても大丈夫なように、執務室の横で待機していた。すぐ近くには国王を守る衛兵ふたりもいる。

　彼らは侍従服を着ているミシェルを気にも留めないが、ちょっとした瞬間に気が緩んで女性的な部分が出ないよう、ミシェルは静かにクロードを待っている。

　そこへクロードが、執務室から茶色い短髪の青年を従えて出てきた。

「陛下、この者は……？」

　その青年は鋭い目つきでミシェルを見て、片方の眉を上げる。

「ロドルフの孫だ。昨日から侍従見習いになった。フランツ、彼は第一騎士団の団長のヴァーノン・ブノアだ」

　年は三十。騎士団は第四まであり、第一騎士団は王城内の警備を任されるエリートの集まりだ。この国の健康な男ならば、誰もが憧れる職業である。

　ミシェルがヴァーノンに頭を下げると、彼は小さく頷いた。




　王城内の庭園に東あずま屋やがある。周囲の木々に映える真っ白な八角形のそれは広さも充分で、生前の王妃が貴族の婦人たちを招き、茶会や食事をしていた場所であった。

　そこにクロードとイヴォンヌ嬢の昼食が用意されていた。そばでは王城料理人自らが使用人たちに指示を出して、不手際がないか確認をしている。

　クロードが姿を見せると、一同が深くお辞儀をして静かに離れていく。

　ミシェルは、歩くのが速いクロードとヴァーノンに後れを取らないようについていくのが精いっぱいで、無我夢中で東屋までやってきた。

　そこで目にしたのは美しい建造物だ。太陽が当たり、眩まぶしく、貴婦人のような凛りんとした佇たたずまいの東屋だった。

　思わずため息が出るような風ふう光こう明めい媚びな建物を、ミシェルは初めて見た。今はため息よりも荒い息しか出ないのだが。

　東屋の出入口で、乱れる呼吸を整える。

「お前！　なにをしている！　陛下の椅子を引かないか！」

　ヴァーノンの叱責に、ミシェルの肩がビクッと跳ねる。

「た、ただ今！」

　ミシェルは慌てて、椅子の横に立つクロードの元へ。

「申し訳ありません！」

　これ以上ないほど深く頭を下げて、若干重みのある椅子を引いた。クロードが表情を動かさないまま腰を下ろすと、ヴァーノンが少し離れた後ろに立つ。

　どこに立っていればいいのだろうとミシェルが頭を悩ませたとき、ふたりの女性がやってくるのが見えた。

　ミシェルはそっとクロードの斜め後ろに立つ。ヴァーノンより少し下がった位置だ。

　ミモザ色で華やかな、胸元が深く開いたドレスを着たイヴォンヌは、クロードの近くで優雅にお辞儀をして顔を上げる。

「クロードさま、ご機嫌麗しゅう。今日は光栄でございます」

「イヴォンヌ、かけたまえ」

　シミひとつない肌の持ち主は、花々しい笑顔をクロードに向けて、一緒に来た侍女が引いた椅子に座った。

　イヴォンヌの侍女は東屋の外に出て、少し離れたところに立つ。

　数人の使用人が、料理がのった大きなトレイを運び入れ、クロードとイヴォンヌの前に置いていく。そして王城料理人が自ら給仕を務める。

　ミシェルは麗しいイヴォンヌの顔に見とれ、アベルの話を思い出していた。

（なんて綺き麗れいな人なの……。あの方が一番有力な陛下のお妃候補……）

　イヴォンヌの動作はとても優雅なもので、貴族の令嬢はすべてこのように洗練されているのだろうかと考えてしまう。クロードに語りかける声から言葉遣いまで美しい。

（この女性を愛さない殿方なんて、いるはずがないわ）

　自分とはるかに違う貴族の令嬢だ。見とれてしまうが、羨ましいとは思わない。ここまで洗練されるために必要なのは、並大抵の苦労ではなさそうだ。

　たまの休みに帰宅したロドルフから、貴族の子息や令嬢はたくさんの優秀な教師をつけられ、毎日自由がないほどだと聞いていた。

（私はずっと縛られない生活をしてきた。お城で働きたいけれど、窮屈な暮らしをしなければならない貴族の令嬢になりたいとまでは思わないわ）

　クロードはイヴォンヌに対して、静かに優しく語りかけるような口調だった。彫刻みたいに整った横顔に笑みが浮かぶ。

　ミシェルはクロードが笑ったところを初めて見た。その美麗な笑顔に、胸がドクンと高鳴った。

（私の心臓が変……）

　胸をきつく締めつけているせいだろうか、と思い、侍従服の平らな胸の辺りに、静かに手をやった。

「クロードさま、即位一周年の晩ばん餐さん会かいはもうすぐですわね」

　イヴォンヌはクロードの求婚を心待ちにしている。即位一周年を節目に、そろそろではないかと考えていた。

　口元を拭ったシルクのハンカチが、イヴォンヌの手からふわりと床に落ちる。

「あ！」

　ミシェルは拾っていいものか考えてしまい、動けなかった。

「なにをしている？　フランツ、新しいものを持ってこい」

　クロードのきびきびとした声が飛んでくる。

「あ、新しいものですか……？」

（そんなの、どこにあるの……？）

　ミシェルは困ってしまった。

「アベルに聞け」

　短く冷たい声色でクロードから言い放たれ、恐れながら「は、はいっ！」と返事をして東屋を出た。




　走って王城へ戻ったミシェルだが、慣れない城の構造にすっかり迷子になっていた。

「あれ……？　もしかしたら、この棟じゃない……？」

　どこも廊下は似たようなもので、青ざめながらキョロキョロする。そこへふたりの衛兵が通りかかり、彼らに駆け寄ってクロードの部屋を尋ねる。

「あの、国王陛下の私室がある棟へは、どちらへ行けばいいでしょうか？」

　衛兵らはミシェルの言葉に、一瞬で表情を硬くした。

「お前、怪しいやつだな。侍従服を着ているくせに、なぜ知らないんだ!?」

「僕は昨日やってきたばかりなんです」

　ミシェルは疑いをかける衛兵に、声を低めに堂々と言い放つ。

「おい、捕まえろ！」

「ええっ!?」

　衛兵ふたりの手が伸びて、ミシェルの腕を強く掴つかんだ。

「放してくださいっ！　僕は東屋にいらっしゃる陛下に頼まれたんです！」

　振りほどこうにも、屈強な体格の衛兵に、華奢なミシェルが力で勝てるはずがなく、暴れるほどに体力がなくなっていく。

「東屋？　お前、陛下の居場所も確認していたんだな！　間者か!?」

　あらぬ疑いをかけられて困り果てた。

「それほど疑うのなら、国王陛下の元へ連れていってください」

「な、なにを！　我々のような者が、直接お言葉などかけられるか！」

　衛兵の言い分に『じゃあどうすればいいの？』と苛いら立だちをぶつけそうになった。

（落ち着くのよ、私……あ！）

「東屋には騎士団の……ブノアさまもおいででした！　あの方にお聞きください！」

　彼らが国王陛下にお目通りできないのなら、騎士団の団長に尋ねてもらうしかない。

（どうしよう……今頃、まだ戻ってこないのかと、陛下はお怒りになっているかもしれない）

　迷っていた時間もあり、そしてこの不運……。

「お願いです！　国王陛下の命令なんです！　早くしなければ、僕を捕まえているあなた方も大変なことになりますよ」

　これはハッタリではあるが、そうしないと、この衛兵たちは騎士団長の元へ連れていってくれないだろうと、ミシェルは強く言いきった。

「う、うむ……仕方がない。行くか」

　衛兵ふたりは顔を見合わせて頷くと、ミシェルの腕を掴んだまま歩き始めた。




　ミシェルの両脇でたくましい衛兵が腕を掴み、歩きづらいといったらない。もう少しで宙に浮いてしまいそうなくらいだ。

　いい加減に手を放してほしい……そう思ったとき――。

「お前、なにをしていた!?」

　怒鳴る男の声がした。

　背が高い衛兵のせいで、声の主がどこにいるのか見えないミシェルは、顔をあちこち動かした。そこへ、憤ふん怒ぬしているヴァーノンが三人の前に立つ。

「どこでサボっていた!?　陛下がご立腹だぞ！」

「ブノアさま！　彼らが私のことを間者だと言って、放してくれないのです！」

　ふたりの衛兵は、第一騎士団の団長を前にして驚き、ミシェルの腕を掴む手の力が緩んだ。

　ヴァーノンから『陛下がご立腹だぞ！』と聞いて、ミシェルの顔からみるみるうちに血の気が引いていく。

（どうしよう……おじいちゃん、来て早々こんなことに……）

「お前たちは行っていい」

　ヴァーノンに命令され、衛兵たちはそそくさと去っていく。

「申し訳ありません。迷ってしまい、彼らに聞いたらこんなことに……」

「早く来い！」

　意見を言うことも叶かなわず、ヴァーノンのあとをついていくしかなかった。ミシェルは肩をガックリと落としながら、歩みを進めた。




　東屋にはアベルがいた。ヴァーノンの後ろにいるミシェルの姿に、ホッと安堵した様子だ。

　クロードとイヴォンヌの前には、食事の最後に出されるお茶とケーキが置かれている。それを見て、やはりずいぶん時間が過ぎてしまっていたことがわかり、ミシェルはうな垂れた。

「陛下、この者は間者だと間違われて、衛兵に捕まっておりました」

「国王陛下、申し訳ございません！」

　ミシェルはその場に膝をつき、床に頭もつけてひれ伏す。

　なんとしてでも辞めさせられるわけにはいかない。一ヵ月はしっかり務めなければ、なんのために男装をしたのかわからない。しかも女だとバレるわけにいかないのだ。

「間者か……」

　クロードは口元を歪ゆがめ、小馬鹿にしたような笑みを浮かべた。

「ヴァーノン。衛兵は、弱々しいこの者が私を殺せると本当に思っていたのか？　だとしたら、そいつらは辞めさせろ」

「御意」

　クロードの命令にヴァーノンは膝をつき、頷く。

　床に額をつけているミシェルの後頭部を、クロードは見つめていた。

「お前、頭を上げろ」

　ミシェルはおそるおそる顔を上げてクロードへ視線を向けるが、冷たい漆黒の瞳を見て、急いで伏せる。

「主棟からこの東屋まで十往復して、造りを覚えるがいい」

「わかりました」

　たいした罰ではなく安堵したが、クロードの次の言葉にギョッとする。

「ただの十往復ではない。全速力で走るんだ」

（ってことは、止まらずに思いっきり走るの……？）

　生まれてから今まで、そんなに長い距離を走ったことがない。町と村の中間にある学校へ通っていたが、女子を走らせる活動はなかったので、自信がない。

「ヴァーノン、一往復だけ付き合え。フランツはヴァーノンのあとに続け」

　ミシェルが困惑しているうちに、クロードのビシッとした命令が下された。

「は、はいっ！」

　ミシェルは立ち上がり、走りだしたヴァーノンを追いかける。立ったときに、アベルの心配そうな顔が目に入ったが、ヴァーノンに置いていかれないように力いっぱい走るしかない。

（は、速いっ！）

　鍛えられた第一騎士団の団長は、ものすごい速さでミシェルを置いていく。ミシェルは一生懸命走るが、すでに息が切れて呼吸が苦しい。胸をリボンで締めつけているせいもあり、乱れる呼吸をなんとか堪え、城の中へ入った。

　階段を三階まで走ると、クロードの私室の前に立っているヴァーノンが見えてきた。

「っ……はぁ……はぁ……はぁ」

　壁に腕を組んで寄りかかっているヴァーノンは、息を切らすミシェルに呆あきれているような顔つきだ。

「まだ一周目だ。お前、体力がなさ過ぎじゃないか？」

「……ゴ、ゴホッ」

　話そうとすると咳が出て、さらに苦しくなるミシェル。

「まあいい。さっさと行け。もうルートはわかっただろう？」

　ミシェルは必死に呼吸を整えながら、コクコクと頷き、元来た道を駆けだした。

　ひとりで走るようになってからはペースがゆっくりになり、苦しさも先ほどのようではなくなった。今のミシェルは、早く十往復が終わるのを目標に走るしかなかった。

（陛下の命令は絶対……）

　ミシェルの呼吸はこれ以上ないほど乱れ、何度立ち止まったことか。

　主棟の階段のところで、アベルが心配そうに見ている姿に励まされ、なんとか残りの距離を頑張った。




　フラフラしながらも、ミシェルはようやくクロードの私室の前まで来た。そこで扉が開き、偶然クロードが出てきた。

「は……っ……ぁ……は……、へ、陛下っ」

　ミシェルが十往復を走り終えた報告をしようと、その場で膝をついたところで、意識がフッと途切れて床に倒れる。

「フランツ！」

　クロードの後ろに控えていたアベルが駆け寄るが、その前にミシェルは国王によって抱き上げられていた。

「陛下、私が！」

　アベルはクロードがミシェルを抱き上げたことに驚き、意識のない身体を抱き取ろうと腕を差し出す。

「いい。私が運ぼう。部屋に案内しろ」

　クロードはそう言ってさっさと廊下を進む。一瞬呆あっ気けに取られたアベルは、我に返るとミシェルを抱いて歩くクロードを追い抜いて、二階の部屋へ案内を始めた。

　ミシェルは、軽い振動で意識を取り戻した。次の瞬間、身体がギクリと固まる。

　クロードに抱き上げられていることに驚き、絶句する。そのとき、漆黒の瞳がミシェルを捉えた。

「へ、へ、陛下！　も、申し訳ございませんっ！　下ろしてくださいっ！」

　目と目が合ってしまい、いても立ってもいられず、クロードの腕の中で身体を動かした。

「動くな！」

　ミシェルが動いても、クロードはふらつくことなく階段を下りている。

「で、ですがっ」

　庶民の自分が、我が国の国王に抱き上げられて運ばれるわけにはいかない。ミシェルは思わず物申したが――。

「黙れ！」

　それだけ強く言い、クロードは部屋に向かう。困惑しっぱなしなのはミシェルだけでなく、部屋への案内をしているアベルもだ。

　クロードの顔が近過ぎて、ミシェルの心臓がドキドキと暴れ始めている。こんな風に異性から抱き上げられたことはない。

（私は男、私は男……絶対にバレてはいけない）

　ロドルフの部屋の扉が開き、ミシェルはベッドに寝かされる。だが、弾かれたように起き上がり、ベッドから下りた。

「陛下、申し訳ございませんでした！」

　床に膝をついて、ミシェルは謝る。

「アベル、今日からフランツの食事を増やせ。男とは思えないほど華奢ではないか」

　ミシェルは女だとバレやしないか、激しい動どう悸きを抑えようと必死だ。

「かしこまりました！」

　頭を下げるアベル。ミシェルも顔を上げられなかった。

（バレていないよね……？）

「お前、早く横になれ」

　クロードの命令に、頭こうべを垂れていたミシェルは、ビクッと肩を跳ねさせてしまう。

「も、もう大丈夫です。仕事をします」

「命令が聞けないのか？　顔を上げろ」

　クロードは、異常にビクビクしている侍従見習いに眉根を寄せる。

　一方、『顔を上げろ』と言われたミシェルだが、まだ上げられずにいた。このおどおどした瞳を見られたら、一瞬でバレてしまうだろう。

（もうっ、この際……）

　思いきって顔を上げた瞬間、身体をふらつかせ、うずくまる。その様子にクロードは驚き、ミシェルの腕を持ち上げてベッドに座らせた。

「まだ回復していないようだ。寝ていろ。アベル、もう少し様子を見て、戻らなければ侍医に診みせろ。私は執務室へ行く」

「かしこまりました」

　クロードはアベルが低い姿勢で承るのを見て、顔を顰しかめたまま部屋を出ていった。

「フランツ、大丈夫ですか？　横になったほうがいいですよ」

　扉が閉まってすぐに、アベルがベッドの横に立つ。ミシェルは言われた通りに身体を横たえる。

「だから、ひとりで行かせるのは嫌な予感がしたんです。十往復は衛兵の訓練でもきついでしょう。大丈夫ですか？　気分は？　侍医を呼べとの仰せです」

「アベル侍従、申し訳ありませんでした。少し休めば大丈夫です」

　胸の苦しさは、リボンを外せばなくなるだろう。いや、それ以前に、侍医に診せることになれば女だとバレてしまう。それだけは避けなければならない。たとえ死にそうになっても。

　心配するアベルに罪悪感を抱きながら、ミシェルは首を横に振る。

「こんな風に走ったことがなかったので、失態を演じてしまいました……大丈夫です。少し休んだら仕事をしますから」

「今日はずっと寝ていてください。夕食時にフランツが姿を見せたら、陛下はお怒りになるでしょう。驚くことに、心配しておいででした」

（心配……？　命令した張本人なのに……？）

　わざわざ走って覚えさせるほどでもないことで、クロードの意地悪な命令に内心腹を立てていた。もちろん表に出せるわけがないが。

「私たちのような者を抱き上げることなど、陛下はいたしません。長くお仕えしているが、初めてのことですよ」

　アベルは感慨深げに腕を組む。そして――。

「フランツが女の子のように可か愛わいいので、陛下も放っておけなかったのかもしれないですね」

　そう口にして、ミシェルの心臓を大きく跳ねさせた。

「ね、寝ます」

　ミシェルは布団にくるまるようにして目を閉じた。

「少ししたら、昼食を持ってきます。たくさん食べさせろと仰せですから。今は休みなさい」

「ありがとうございます……」

　アベルが出ていき、扉が閉まると、身体をガバッと起こした。

「どうしよう……本当にバレていない……？」

　ミシェルの体重は、十八歳の男の想定にしてはかなり軽いだろう。フランツの実際の体重だって、自分より十キロは重い。

　早く胸を楽にしたかったが、もし誰かが入ってきたら……と思うと、できなかった。

「少しだけ眠ろう……」

　体力を消耗した分を早く回復しなければ、とミシェルは目を閉じた。




　執務室へ入ったクロードは、颯さっ爽そうとした足取りで執務机まで行き、椅子に腰を下ろした。

　ふと自分の手を見つめ、ぎゅっと握ってから、フッと笑みを漏らす。フランツは男なのに、なぜか惹ひかれる気持ちになる。

「バカな。あの者は男だ」

　先ほど抱き上げた侍従見習いの感触が離れない。クロードは頭を左右に振った。

　抱き上げたとき、男にしては、ずっしりした重さはなかった。そして、まじまじと見た顔は女のように綺麗だった。

　……トントン。

　そこへ静かに扉が叩かれる。

「入れ」

　クロードの合図に、ヴァーノンが姿を見せた。扉のところで一礼して、クロードに近づく。

「陛下、あの侍従見習いは大丈夫でしたか？　衛兵から、倒れたと聞きました」

「私は無理をさせたのだろうか……？」

　クロードの形のいい唇から、ため息が漏れる。国王のそんな表情は珍しい。

「女みたいな顔をしておりますが、男なのですから、あれくらいは問題ないかと思いますが？」

　ヴァーノンは侍従見習いの顔を思い出して、そう助言するが、目の前のクロードは上の空といった様子だ。

　憂いのあるクロードの横顔を見ながら、ヴァーノンは先を続ける。

「なにがあるかわからない世の中、侍従見習いでも体力をつけておく必要があるかと思います。とっさに陛下をお守りできるようでなければ、侍従としては失格です」

「侍従はそのためにいるのではない。あくまでも私の世話係だ」

（ヴァーノンの言っていることはわかるが、国王である自分のほうがはるかにフランツより強く、身を守れるだろう）

　実際、第一騎士団の団長であるヴァーノンとでさえ互角に戦える自信があるほど、鍛錬しているクロードだ。

　そこまで頭の中で考え、クロードはハッとした。

（私はなにを考えているんだ？　毒味係も兼ねている侍従だというのに。私は国王だ）

　生まれたときから、国王となる者は周りの犠牲を厭いとわずに学べと言われ続けてきた。

　国王の使命は、他国の侵略から国を守ること。民が平和に暮らせること。そのため、自分に仕える者は駒に過ぎない。目の前にいるヴァーノンでさえも。

　そう思っても、歴代の国王のように冷酷無慈悲な性格ではないクロードには、それが苦痛に感じるときがある。

　十年前には、隣国と約半年の戦争があった。そのとき、クロードは十五歳。国民を守るために兵士たちと一緒に戦いたかったが、王位継承第一位の彼は、それが叶わなかった。

「陛下、侍従でも見習いでも料理人でも、体力があるに越したことはありません。定期的に鍛えてはいかがでしょう？」

「定期的に鍛える？」

　ヴァーノンの提案に、クロードの意志の強そうな眉の片方が上がる。

「はい。侍従見習いのあの様子では、なにをやらせても持久力がなさそうですから。根性はあるようですが」

「今は身体を回復させるのが先決だろう。その件は後日だ」

「御意」

　ヴァーノンはクロードに頭を下げて、執務室を出ていった。




「……ンツ、フランツ」

　軽く身体を揺り起こされて、ミシェルはゆっくり目を開けた。彼女の空色の瞳は、心配げなアベルを映している。

　ミシェルはこの状況が一瞬わからなかったが、ハッとして勢いよく身体を起こした。

「驚かせてしまいましたか？」

「い、いいえ！　ぼ、僕、ずいぶん眠ってしまったみたいで……」

　窓の外は暗闇だ。

「いや、いいんですよ。一度昼食を持ってきて起こしましたが、目を覚まさなかったので、そのままに」

　ミシェルは喉の奥から絞るような小さな声を上げる。

「っ……、申し訳ありません！」

（どうして気づかなかったの？）

　アベルの前で無防備に眠ってしまったことが悔やまれる。そして、女だとバレやしなかったか、心臓がドクドクと大きく脈を打ち始める。

「謝らなくてもいいのです。もう陛下はお休みになられています。それよりも、お腹は？　早く食べなさい」

「はい……」

（どうやらバレていないみたい……）

　ホッと安堵してベッドから下り、テーブルに近づく。ふたりが座れる大きさのテーブルに、ひとり分の料理が用意されていた。

「アベル侍従の分は……？」

「今日はひとりでゆっくり食べてください。陛下のご命令通り、いつもよりたくさんありますよ」

　アベルは優しく言って笑う。

（なんだかお父さんみたい……）

　五年前に病気で亡くなった父親を思い出したミシェルだ。

　アベルは扉に足を進め、ミシェルは見送る。

「あ、そうでした。休みを決めておきましょう。慣れない生活は身体にこたえますね。休みを決めておいたほうがいいでしょう」

「ありがとうございます」

　ミシェルはにっこり笑った。

「そうですね……」

　アベルは少し考えたのち、口を開く。

「陛下は三日後にお出かけになります。私たちは付き添わないでいいので、やることも限られます。その日に休んでください。それから、その五日後も」

　休みをくれるアベルは、ロドルフの言った通り、働き詰めだろう。ミシェルはロドルフの言葉を思い出したが、まだ自分ひとりだけで侍従の仕事は無理だ。

　ミシェルは頷く。

「アベル侍従、ありがとうございます」

「当然のことです。ちゃんと食べて寝てください」

　アベルはそう言って部屋を出ていった。扉がきっちり閉まると、ミシェルの顔に笑みが浮かぶ。

「やったー！　三日後に町へ行ける！」

　その場でクルクルッと回った。だが、足元がふらついてしまい、やり過ぎてしまった自分を笑う。

（まだ体調が戻っていないみたい。たくさん眠ったのに……）

　そこで、ミシェルのお腹が不満の音をたてた。

　ミシェルは椅子に座り、野菜がゴロゴロ入ったまだ温かいシチューから食べ始めた。




　翌朝、アベルに起こされずとも目を覚まし、支度を済ませたミシェルは、よくできたとひとりで満足していた。

　休養が取れたようで、身体も問題なさそうだ。

「アベル侍従、おはようございます！」

「おや、元気になったようですね。顔色もいい」

　アベルは、はつらつとしているミシェルに目元を緩ませる。

「はい！　ご心配おかけしました！」

「では行きましょう」

　ミシェルはにっこり笑って、アベルのあとに続いた。




　クロードはすでに起きており、着替えも済ませていた。その姿にアベルは不満など言えるはずもないが、「お手伝いさせていただくのが、私共の役目です」とやんわり言葉にする。

「今日も早くに目を覚ましたのだ。ならばもう少し早く起こしに来るか？」

　そうなると、夜が明けきらないうちになり、アベルとミシェルはほとんど寝ないことになるだろう。

　アベルが答えられずにいると、クロードは居間のソファに腰を下ろした。

「ただ今お茶を」

　腰を低くしてお辞儀をしたアベルは、クロードに出すお茶の用意を始めた。その隣でミシェルは、早く自分ができるようになりたくてじっくり見る。

　アベルが優雅にお茶を淹れ終えた。

「ぼ、僕が持っていってもいいですか？」

　昨日アベルに迷惑をかけてしまい、少しでも彼に負担がかからないようにしようとミシェルは思っている。

「ええ、お願いします」

　進んで仕事をしたがるミシェルの気持ちを尊重し、アベルは快諾した。

「ありがとうございます」

　ミシェルは花が描かれた美しいトレイに高価なティーセットをのせて、クロードの元へ向かう。

　国王にお茶を持っていくことくらい、至極簡単だと思っていた。だが、凛り々りしいクロードに近づくと、一歩ずつ足が震えてくる。

（どうして……？　私……）

　たくましい腕に抱き上げられた昨日のことを思い出す。なぜか心臓もドキドキと高鳴ってきて、トレイを持つ手も微かに震え始めた。

（落ち着いて。落ち着くのっ）

　ふと視線を感じて見た先で、クロードの瞳とぶつかる。

　見られていたことに慌てそうになるが、なんとか彼の元までやってきた。

　うやうやしく一礼してから、カップとソーサーを持ってクロードの前のテーブルへ置こうとした、そのとき――。

　――ガシャン！

　手の震えが災いを招き、ミシェルの手からカップが滑り落ちて、テーブルの上に落ちた。

「ああっ！」

　カップとソーサーは割れなかったが、ミシェルの手に熱いお茶がかかる。だが、それどころではない。

　ミシェルは青くなって、その場に膝をついてひれ伏せる。

「申し訳ありません！　や、火傷やけどはしませんでしたか!?」

　それほど飛び散らなかったのが幸いで、お茶がクロードまで届かなかったのを一瞬で確認したミシェルだが、慎重に言葉を発した。

　アベルが急いでやってきて、青い顔でクロードに謝り、テーブルの上のお茶を拭く。

「まったく……先が思いやられる。食事は執務室へ運べ」

　クロードはソファから立ち上がり、背筋が凍りそうになる声色でアベルに命令した。怯おびえるミシェルは、まだ顔を上げられない。

　扉の開閉音がして、ようやく身体を起こした。

「アベル侍従、申し訳ありませんっ！　また僕はヘマをしてしまいました……」

　クロードの前でやってはならないことをやってしまい、落ち込む。

「仕方ないです。まだ陛下のお姿に慣れていませんから。陛下の前では最初は誰でもやらかしてしまうのです」

　威圧感に満ちた国王。仕える者はよほど神経が太いか、心臓に毛が生えていない限り、こんなこともある。しかしミシェルは泣きそうになっていた。

「フランツ、落ち着きなさい。大丈夫です」

　このまま辞めさせられたら、ロドルフの期待を裏切ってしまう。

（なんてドジをしちゃったの……？　陛下と目が合ったら、心臓がおかしくなっちゃった）

　ミシェルは自分の胸に手を当てる。今は高鳴る鼓動は治まっていたが、手に嫌な汗をかいていた。それは自分の処遇がどうなるか不安だからだろう。

「そんなに心配しなくても大丈夫ですよ。普段なら、もっと叱責を受けていました。あなたは運がいいです」

　アベルもあのとき、ミシェルを叱らなければならない立場だっただろう。しかし、ミシェルのほんわかとした雰囲気に、アベルは怒れない。それは国王陛下も同じだったのではないかと、彼は心の中で思った。

「……僕は、辞めさせられないでしょうか」

「ははは。そんな心配は無用です。さあ、陛下のお食事を執務室へお運びしなければ」

　アベルはミシェルの落ち込む肩をトントンと叩き、慰めてから、その場を綺麗に拭き上げる。ミシェルはカップとソーサーをトレイに戻しながら、もっと注意しなければと反省した。




　クロードの食事を執務室へ運び終えて、ミシェルたちもお腹を満たしたのち、再び私室へ向かう。今度はクロードの私室の掃除だ。

　寝室、談話室、居間と、それぞれかなり広い。毎日の掃除は夕方までかかってしまう。その途中に昼食や、クロードの着替えを要するときにはその時間も取られる。

　思ったより精神的にも大変だが、肉体的に重労働でもあるとミシェルは思った。

（年を取ったおじいちゃんが、こんなことをしていたなんて……）

　大変な作業にミシェルは祖父を思い、胸を痛めた。

（だからあと一ヵ月、おじいちゃんの苦労を無駄にできない。私たちに苦労をさせまいと頑張ってくれていたのだから、今度は私が頑張らないと！）

　談話室の花瓶などの調度品を、丁寧に拭き掃除しながら、ミシェルは自分に活を入れる。

「フランツ。そこはいいので、陛下の寝室の寝具類を替えてください。リネン類は廊下を出た左の部屋の棚にあります。私もここを終わらせたらすぐに行きます」

　アベルは艶やかな床を磨く手を止めて言った。

「わかりました！」

　ミシェルは廊下を出て左の部屋へ入り、リネン類を抱え、隣の寝室へ向かった。

　国王陛下の寝室のベッドは四柱式で、エメラルドグリーン色をした美しい絹の布がかけられている。ミシェルはその布を横の柱に留めた。そしてベッドのリネン類を外そうとした手が止まる。

（なんていい香りなの……）

　ふんわりとにおってくる香り。

　爽やかでいて、ずっと包まれていたい甘さのある香気に、ミシェルはうっとりする。その薫香は、昨日抱き上げられて運ばれたときに覚えのあるものだった。

　再びミシェルの心臓がドキドキと暴れだす。

（どうして……また心臓が……？）

　自分の鼓動が普段のようでない状態が、なぜだかわからない。

（胸を締めつけているせいよね。早くやってしまわないと！）

　不規則に乱れる心臓を気にしないようにして、手を動かす。

　少ししてから、アベルがやってきた。

「綺麗にできましたね。家でもやっていたのですか？」

「はい！　お母さんの手伝いを！」

　意気揚々と答えてから、フランツ本人はやっていなかったことに気づく。普通の男子は、なかなか手伝ってはいないだろう。

「あ、いつもガミガミ言われて……妹がやらなくて……」

「ははっ。いいお母さんじゃありませんか。妹がいると、ロドルフさまから聞いていましたよ。今の時代は男女問わず手伝いをしなくては」

　とっさに思いついた嘘うそを、アベルはすんなり受け入れて笑ってくれた。
















第二章　伯爵の子息と村娘













　ミシェルの待ちに待った休日がやってきた。昨晩、寝る前からウキウキしていた。楽しみ過ぎて眠れないかも、と思ったほどだったが身体は疲れており、いつものようにぐっすり眠って、爽やかな気分で目が覚めた。

　テーブルにカップを倒してしまった日から、ミスはしていない。少しだけ慣れてきたようだと思っている。

　今日は朝食をアベルと食べてから、出かけることにしていた。

「さてと、朝食の前に用意しておこう」

　今は男装をしているが、町では女性の姿で楽しみたい。押さえつけている胸の膨らみを解放させたかった。

（きっと気分がよくなって、すっきりするはず）

　家から持ってきた茶髪のかつらと、女性用の服を手作りの袋に入れて、上から見えないように大判のスカーフで隠す。

　ミシェルが町へ行くのは、かれこれ三ヵ月ぶりだ。

　町で『マーサーズ』という店をやっている、母マリアンヌと同年代のおかみ・マーサ。彼女とミシェルは仲がいい。

　おかみであるマーサから名前を取ったマーサーズは、食堂と宿を兼ねている。

　ミシェルはそこで着替えさせてもらい、服を預かってもらおうと思っていた。




　アベルと一緒に朝食を終えたミシェルは、荷物の入った手作りの袋を持つ。アベルから侍従見習いの証明書をもらってあるから、門を通行するのも簡単だ。それを大事にポケットにしまい、部屋を出た。

　ついでにアベルは、ミシェルが王城で迷子にならないように、門までの通路を紙に書いてくれていた。

　それを見ながら、ロドルフと通った馬車道を歩き、大きな門に出る。衛兵がいる建物の窓口で立ち止まり、侍従見習いの証明書を衛兵に見せた。

「お願いします」

「町へ行くのか？」

「はい！」

　建物から出てきた衛兵に尋ねられ、ミシェルは嬉しそうに返事をした。

「歩くと二時間くらいかかるぞ？」

「二時間ですね。平気です」

　そこへ、一頭立ての荷台があるだけの簡素な馬車が停まった。荷台にはさまざまな野菜カスが転がっている。新鮮な野菜を料理場まで運んだ帰りのようだ。

「これに乗っていけばいい。俺が交渉してやろう」

　親切な衛兵は、馬の手綱を持っている年配の男に、町まで乗せていってもらえないか話してくれた。この馬車であれば、一時間もかからずに町へ行けそうだ。

　人のよさそうな年配の男は快諾し、ミシェルを荷台に乗せてくれた。

　野菜を王城へ運んできた男は、町の外れで農家を営んでいるという。ミシェルが恐縮してお礼を言うと、「農園に帰るには町を通らなければならないから」と笑った。

（今日は町へ行くのに楽ができたし、幸先がいい感じ）

　ミシェルはうららかな風を頬に楽しんでいた。

「町のどこで降ろそうか？」

　馬の手綱を操りながら、年配の男が振り返る。

「あ……町の中心にある広場まで乗せていってもらえますか？」

「もちろんだとも」

　最初の目的地のマーサーズは、広場から少し行ったところにある。おかみが作る野菜スープは、ほっぺたが落ちそうなくらい美味しい。それを目当てにやってくる者も多く、繁盛している。




　しばらく荷台で揺れていると、町が見えてきた。ミシェルが乗っているような一頭立ての馬車が走っている。

　ミシェルを乗せた馬車は、町の中央広場にやってきた。人々は大きな噴水の石造りの囲いに腰を下ろし、話をしたり涼んだりしている。ここは憩いの場でもあった。

「おじさん、ありがとうございます。おかげで長時間歩かずに済みました」

　ミシェルは笑顔で、ここまで連れてきてくれた年配の男にお礼を言う。

「なに、通りがかりだ。また会えたらいつでも乗せてやるからな」

　そう言って、年配の男はミシェルを降ろして去っていった。

「んー、久しぶりっ」

　活気ある町中は、さまざまな食欲をそそるにおいが漂っている。ミシェルは弾む足取りでマーサーズへ向かった。




「マーサ！」

　ミシェルは建物の扉を開けて、おかみの名前を呼びながら店の中へ入った。呼ばれたマーサは、奥からエプロンで濡れた手を拭きながら出てきた。店を開ける前で、まだお客はいない。

「おや、フランツ……じゃなくて、ミシェルね？」

　マーサは一瞬フランツだと思ったが、笑顔を見てすぐにミシェルだとわかった。

「わかっちゃった？」

　ミシェルはにっこりと無邪気な笑顔をマーサに向ける。

「もちろんよ。自分の子供みたいなもんだからね。でも、男の格好をして、どうしたの？」

「わけがあって……」

　事情が事情であり、マーサを巻き込みかねない話でもあるので躊ちゅう躇ちょした。しかし、正直なミシェルは迷いつつも、なぜ男装をしているのか打ち明けることにした。

「あららら……そんなことを……おじいさまがあなたにやらせるなんて、よほどのことだわね」

「我が家の死活問題なので……」

「心配だわ。でも、もうやり遂げるしかないわね」

「はい。今日はのんびりと町をブラブラしてきます。この格好は窮屈だから、着替えさせてもらってもいい？」

　懸念を拭い去れないでいるマーサに頼む。

「ええ。もちろんよ。二階の奥の部屋で着替えなさい」

　ミシェルはお礼を言うと、二階へ向かった。




　黄色のドレスに着替えたミシェルは、鏡の前でクルッと回った。膝より少し長いドレスがふんわりと舞う。

　それから鏡を覗のぞき込む。茶色の長い髪に空色の瞳。いつものミシェルとは違うが、胸の膨らみを締めつけられない女の子の姿がやっぱり楽だ。

　支度を終えてマーサの元へ戻る。

「ミシェル。少し早いけど、お昼を食べていきなさい」

　マーサが豆とトマトを煮込んだスープと丸いパンを運んできて、中央の十人くらいが座れるテーブルの端の席に置く。

「マーサ、ありがとう」

　ミシェルは木の椅子を引いて腰を下ろした。

「う～ん。美味しいっ！　マーサのお料理は最高ね」

　パンをスープに浸して口の中に放り込むと、満足げに微ほほ笑えむ。

　ミシェルが食べている間に、ひとりの客が食事にやってきた。その他にも次々と客が入ってくる。マーサの店はやはり人気のようだ。

　俯うつむいて食べていたところへ、聞き覚えのある声がして、ミシェルはハッとする。

「おかみ、スープとパンをくれ」

　声がしたのは自分の前の席から。

（声が……陛下に似ている……）

　国王がこんなところにいるとは思わないが、顔を上げられなかった。

「おや、クロード。久しぶりだね」

　マーサの上機嫌な声がした。

（ク、クロードっ？）

　ミシェルは心臓を跳ねさせた。クロードは国王の名前でもある。

（ううん。クロードなんて、珍しいわけじゃない。この国ではクロードやパスカルといった、生まれた王子さまにあやかろうと同じ名前をつける人が多い）

　ミシェルが気にしないようにしてパンを口に運んでいると、再びマーサの声が。

「紹介するわ。ミシェル」

　マーサに話しかけられ、ミシェルはおそるおそる顔を上げて、目の前の男に視線を向けた。

　次の瞬間、ミシェルの空色の瞳が大きくなる。

（や、やっぱり、陛下っ!?）

　目の前の男は、ミシェルが仕える国王にそっくりだった。しかし身なりは町の裕福な男が着るような服装だ。

「おや、ミシェルったら、クロードがあまりにいい男だから声も出ないのね」

　マーサは困惑しているミシェルを笑う。

　クロードは、ちぎったパンを持ったままポカンとしているミシェルを見ている。

（本当に陛下なら……どうかバレませんように……）

　元々国王は、自分の顔をじっくり見ているわけではないだろう。

「ミシェル、クロードは伯爵家のお方だけど、とても気さくなんだよ。ときどき食べに来てくれるのさ」

（マーサは伯爵家の人だと言うけれど、目の前の男性は間違いなく陛下だと思う。双子でない限り、こんなに似ている人がいるとは思えない。でも、私の顔には気づかないみたい……）

　マーサの紹介に、ミシェルはいつものように振る舞おうと、にっこりと笑みを浮かべる。

「クロードさま、私はミシェルです」

　国王が会っているのは、あくまでもプラチナブロンドの髪のフランツだ。挙動不審にならないように、明るい表情で目の前のクロードに名乗った。

「ミシェル、よろしく」

　王城にいる国王とは思えない笑顔を向けられて、息を呑のむ。

（もしかしたら、この方は陛下ではない……？　陛下はこんなに親しげに微笑まないもの。そもそも私は陛下の顔をしっかり見たことがない……）

　判断に困った。とにかく食べ終えて、彼から離れるのが一番だ。

　マーサは一度奥へ引っ込み、湯気のたったスープとパンを持ってきて、クロードの前に置いた。ミシェルはもう少しで食べ終わる。

（そうしたら、さっさと町へ繰りだそう）

　――そう思っていたのに、マーサはふわっふわの卵色をしたケーキをミシェルの目の前に出した。

「ミシェル、これも好きだろう？　いっぱいお食べ。クロード、ミシェルは可愛いだろう？　私の娘みたいなもんなんだよ」

　食べているクロードに、マーサは同意を求める。

「マ、マーサっ、なにを言っているのっ？　可愛くなんか――」

　ミシェルが顔に血がのぼってくるのを感じながら、否定しようとしたそのとき――。

「いや、可愛い」

　クロードの言葉に、ミシェルの空色の目が真ん丸くなる。

「か、可愛くないですっ」

（陛下がこんなことを言うはずない。やっぱりよく似ている人なのかも）

　照れを隠すように大きく頭を左右に振ると、マーサが大きな声で笑う。

「ミシェルったら、恥ずかしがって。ゆっくりお食べ」

　マーサは呼んだ客のほうへ行ってしまった。

　ミシェルの視線はマーサの後ろ姿を追う。正体がわからない男性が目の前にいるせいで、落ち着かない。

「このあとはどこへ行くんだ？」

「えっ？」

　クロードに話しかけられて、ビクッと肩を跳ねさせるミシェル。

「食べたらどうするんだ？」

「え……っと……町をブラブラしようかと……三ヵ月ぶりなんです」

（そんなことを聞いて、どうするの？）

　ミシェルは当惑しながら、ふわふわの卵ケーキをちぎって口に運ぶ。動揺を隠さなければと必死だ。

「町をブラブラ……私も一緒に行動していいか？」

　クロードは魅力的な笑みを浮かべて、ミシェルを見ている。

「ご、ご用はないんですか……？」

「特にない。今日は私も町でゆっくりしようと思っていたところだ」

（陛下は……城を出ているはず。やっぱり陛下なの？　ううん、こんな感じじゃないもの。いつもは冷たい雰囲気を全身に纏まとっている。きっと別人だわ。それならご一緒しても……）

　ミシェルはいろいろ考えてしまい、すぐに返事ができなかった。

「私のことはマーサが保証してくれる。女ったらしじゃないってね」

「そ、そんなことを考えているわけじゃ……」

「じゃあいいだろう？　ミシェルと一緒だったら楽しそうだ」

　グイグイと押してくるクロードに、ミシェルは思わず頷いていた。

（やっぱり彼は陛下じゃない。こんなに屈託なく笑わないし……。でも、いくらなんでも初対面の女を誘う……？）

　初めて会った男性だ。警戒心は持たなくてはならない。人懐っこいミシェルだが、気を引きしめる。

「では行こうか」

　クロードが席を立つと、客の注文を終えたマーサがふたりの元へやってきた。

「おや、もう行くのかい？」

「ああ。町を散策するそうだ。私は用心棒ってところかな」

「クロードなら、充分に用心棒になるだろうさ。前に、店を荒らしに来たならず者を叩きだしてくれたんだよ。ミシェル、楽しんでおいで」

　マーサはふたりが一緒に出かけるのが嬉しいのか、一緒に外まで出て、笑顔で送り出した。

（マーサが信頼している人なら、それほど警戒しなくても大丈夫なのかな……）

　人を信じやすいミシェルの頭の中は、めまぐるしく考えが回っている。

「どこへ行きたい？　ブラブラといっても、行きたいところはあるだろう？」

「えっと……リボンのお店とか、髪飾りのお店とか、美味しいお菓子……」

　指を折りながら告げるミシェルを、クロードは楽しそうに笑いながら制する。

「もういい。行きたいところはたくさんあるようだ。その分だと夜までかかるかもしれない。時間短縮のため、すぐに歩こう」

「……すみません。おもしろくないと思いますから、ここで別れても……」

　望んでいる場所は、男性が行ってもつまらないところだと思い、ミシェルはそう口にした。

　クロードが去っていくかもしれないと思うと、少し寂しさはある。王城ではずっと、自分らしさを出せずに我慢していた。今日は本来のおしゃべり好きなミシェルに戻って、いろいろな話をしたりして楽しみたかった。

「なにを言っているんだ。おもしろそうじゃないか。なかなかそういうところへは行けないからな」

　女の子が好む店へ行くことは、気にしていないようだ。

「ありがとうございます。クロードさま、どこか行きたいお店はありますか？」

「いや、特にない。今日は久しぶりの休日なんだ。気晴らしがしたいと思っていたから、ミシェルに会えてちょうどよかった」

　そしてふたりは、両脇に店が並ぶ石畳を歩く。

　立ち襟の、深緑色の長い上着に細身のズボン。中に着ている白いシャツの胸元は、ヒラヒラのフリルが何重にもなっている。そんな格好のクロードは歩いていても人々の目を引くようだ。身なりのいいドレス姿の娘や、大きくておしゃれな帽子を頭にのせた貴婦人たちが、チラチラと見ている。

　なぜ貴族の男性と、平民の格好をした娘が歩いているのか、不思議に思われているかもしれない。

（注目を浴びているのは、クロードさま）

　ミシェルが気にしないようにして辺りを見たとき、甘いにおいが漂ってくる一軒の店があった。

「あ！　あそこのお菓子屋さんへ行ってもいいですかっ？」

「ああ。行こう」

「ありがとうございます」

　にっこり笑ってお礼を言うミシェルに、クロードは顔を顰める。

「お礼なんて言わなくていいんだ。私は好きでお前と一緒にいるのだから」

「クロードさま……」

　フランツ以外の男性と、こんな風に話をしたことがない。いや、大人の雰囲気たっぷりなクロードに比べたら、フランツはまだまだ男性と呼べないくらい子供だろう。

　ミシェルの胸がトクンと鳴った。左手を胸のところでぎゅっと握り、高鳴ってくる鼓動を抑えようとする。

「〝さま〟づけはしなくていい。ほら、クロードと呼んで」

「……クロード」

　ミシェルは静かにクロードの名前を呼んだ。

「いいね。君の口から聞くと、名前が特別なものになったように感じる」

　口がうまい男には気をつけなさいと、マリアンヌから言い聞かされていた。ミシェルはふと母親の言葉を思い出す。

「口がお上手なんですね。言い慣れているみたいです。私は真に受けませんから」

「そんなことはない。実際、初めて口にした」

　クロードはフッと微笑んだ。

「えっ？」

　信じそうになったミシェルだが、首を左右に振る。

（ダメダメ、絶対にいつも言っている）

　戸惑うミシェルがおもしろいのか、クロードは声を出して笑った。

「ここに入るんだろう？」

「あ、はいっ！」

　クロードは紳士的に扉を開けて、ミシェルを先に入室させた。




　ミシェルが持つ紙袋の中に、たくさんのお菓子が入っている。甘いにおいの焼き菓子や、口の中で溶けていく飴あめ玉だま、高価なチョコレートも。これらはすべてクロードが買ってくれたものだ。

　特にチョコレートは高価で、滅多に口にできない。祖父のロドルフがときどきお土産に持ってきてくれるくらいだ。

「こんなに、いいんですか……？」

　ミシェルは袋の中に視線を落として、やっぱり多過ぎだと感じ、クロードに尋ねる。

「もちろん。菓子を選ぶお前は、小さな子供のようで楽しかった」

「小さな子供ではないです。私は十八歳ですっ」

　クロードにからかわれて、ミシェルの頬が赤く染まった。

「次は……ああ、あそこがいい」

　困惑しているミシェルに、クロードは別の店を指差した。引きずりそうなほどのドレスを着た貴族の女性ふたりが、ちょうど店から出てくる。そこは宝石などがついた髪飾りが売っている店だ。

「あ、あんな高価なお店は入れません。別のお店へ行きましょう」

　綺麗なものを見るのは好きだが、宝石がついた髪飾りなど、身分不相応で触れたこともない。

「あの店が高価過ぎる？」

「はい。私は裕福な貴族じゃなくて、町の外れに住む村人ですから。必要もないですし、高くて買えません。ですから私はクロードと一緒に歩ける身分ではないのです」

　クロードの店主に対する言葉遣いや態度は、やはり下の者への命令に慣れた身分の人のものだと痛感したミシェルだ。

「身分など関係ない。では、お前の行きたい店へ行こう」

　ミシェルの言葉を軽く否定し、クロードは歩きだす。だが、ミシェルはその場に立ったまま動かない。

　来ないことに気づいたクロードが振り返る。

「どうした？」

「あ、いいえ。今行きます！」

　ミシェルは物思いから我に返り、クロードに微笑んで彼の元へ向かう。

（このお方は、私が平民だからって気にしていない）

　ミシェルの心が温かくなった。

　マーサの店で出会ったときからそうだった。彼のマーサへの対応も、友人のように気さくだった。




　それからミシェルは、以前行ったことのある髪飾りの店を見つけた。ミシェルが中へ入ると、クロードもついてくる。

　店に置いてあるのは、主にリボン細工の髪飾りだ。花や鳥、蝶ちょうなどの形になっている。

「これ、可愛いっ！」

　花の形の髪飾りを手にしてみる。太めのリボンにつけられた赤い花が、頭の側面に来るように髪にのせて、後ろで結ぶものだ。

　クロードはここに初めて入ったのだろう。ミシェルから離れ、並ぶ商品を見ている。

（どれにしようかな……）

　ミシェルはいろいろ悩んだが、最初に手にした花の髪飾りに決めた。

　店主に買い求め、満足して店を出る。

「髪につけないのか？」

「あ、はい。今はいいです」

　今、ミシェルはかつらだ。外れることはないと思うが、鏡を見なければきちんと髪飾りをつけることができない。

「そうか。では次へ行こう」




　ふたりは再び歩き、お腹が空いたと言うクロードに、パンを買って小川のそばで食べたいとミシェルは相談してみた。

　町中を流れる小川は、少し歩けば、憩いの場として人々が利用しているところがある。川原からは、流れる澄んだ水の近くまで行ける。

　今日はそこには誰もいなかった。

　クロードとミシェルは大きな石にそれぞれ腰を下ろし、食べ始めた。

　細長いパンは、噛かむとほんのり甘い。

「クロード、こんなところで食べるのは初めてですよね？　大丈夫ですか？」

　貴族の子息は、こういうところで食事などしないだろう。しかも、とても簡素な昼食だ。

「初めてだが、楽しいぞ」

　クロードの表情は柔らかく、心から楽しんでいるように見える。

「よかった……」

　ミシェルはホッと安堵した。

　店に入って食事をしようと言ったクロードに、外で食べることを提案したミシェルは、気に入ってくれるか心配だった。店で一緒に食べると、客から注目を浴びてしまうのではないかと懸念したのだ。

　クロードはパンを三個もペロリと平らげた。

　日差しが暖かい正午。お腹がいっぱいになって眠たくなってくる。ミシェルは瞼まぶたが落ちてくるのを我慢していた。

　しかし驚くことに、クロードは服が草で汚れるのもかまわず、ゴロンと横になった。それから瞼が閉じられる。

（えっ？　寝ちゃうの……）

　ミシェルは眠気を我慢しているというのに、クロードは眠ってしまったのか。顔を近づけて、本当に眠っているのか確かめたい。

　座っていた石から下りて、クロードの寝息を聞こうとした。そのとき――。

　クロードがミシェルのほうへ向き、驚いた彼女の身体が大きく跳ねた。近づいてしまい、気まずいミシェルだ。

　しかし、クロードは彼女の手首を掴む。

「ミシェルも寝る？」

「ね、寝るわけないじゃないですかっ」

　ミシェルは手首を掴んできたクロードの手を意識しながら、明るく否定する。

「そうだな。他の店にも行くんだからな。のんびりして久しぶりに眠くなった」

　クロードはミシェルを掴んでいた手を放し、すっくと立ち上がった。まだ座っているミシェルは後れを取ってしまい、慌てて立ち上がる。勢いよく立ち上がったせいで、ミシェルの身体がふらつく。

「きゃっ！」

　クロードの力強い腕が、ミシェルの腰をグイッと支える。身体が密着して、クロードの香りがミシェルの鼻をくすぐった。

（えっ……？　この香りは……）

　ミシェルは大きく心臓を跳ねさせ、クロードの腕から急いで離れようとした。しかし、彼の腕はほどかれず、顔を近づけて黒い瞳でミシェルをじっと見る。

「お前、どこかで会ったことはないか？」

「い、いいえっ！　会ったことがあれば、忘れるはずはありません！」

　ミシェルは強く言いきり、クロードの腕から思いっきり離れる。心臓がこれ以上ないほど大きく暴れていた。

（へ、陛下だわ！　ベッドの香りと同じ……）

　ぴったりと近づかなければわからないということは、クロードの身体から発せられる香りなのか。

「そうか？　どこかで見たような顔だと……」

「こ、こんな平凡な顔なんて、そこら中にいます」

　バレませんように、と心の中で祈る。そして、これ以上は一緒にいられないと、別れる理由をパニックに陥った頭で一生懸命に考える。

　クロードは、急に挙動不審になったミシェルに首を傾げた。

（どこかで見た顔だと思ったが……）

　マーサの店でスープとパンを美味しそうに食べるこの娘を見て、クロードはなぜか惹かれた。会ったことがあれば忘れないだろう。

「では、次にどこへ行く？」

　クロードがそう尋ねたところで、ミシェルは大きく首を横に振った。

「ごめんなさいっ！　家でやらなくてはならないことを思い出したんです。私、帰らなきゃ」

　そんなことを突然言いだしたミシェルに、クロードは顔を顰める。

「今すぐ帰らなくてはならないのか？」

　不思議なことに、ミシェルといると毎日の重責を忘れられ、クロードは楽しかった。まだ別れたくないとさえ思っている。

「はい。今日はありがとうございました。お菓子もこんなにたくさん……」

　ミシェルは深くお辞儀をしてから、一目散に歩きだした。

「ミシェル！　五日後に祭りがある。正午にここで待ち合わせないか!?」

　去っていくミシェルの後ろ姿に、クロードは考えもしなかったことを口にしていた。振り返った彼女は驚いた顔をしている。

「お祭り……」

　もうミシェルとして会ってはいけない。そう思っていたのに、コクッと頷いていた。

　それは心から、伯爵の子息のクロードと会いたいと思ったのだ。国王陛下のクロードではなく。

「では、待っているからな」

「はい……五日後に」

　ミシェルは笑顔をクロードに向けてから走った。




　その夜、王城のロドルフの部屋で、ミシェルはクロードのことを考えていた。目の前のテーブルの上には、彼が買ってくれたお菓子が並んでいる。

「どうして陛下が、身分を偽って出歩いているの……？」

　クロードの行動がわからず、思わず声が出た。

　ミシェルはお菓子の誘惑に勝てず、夜も更けているのだが、焼き菓子の包みを開けて口にする。

「あの香りは絶対に陛下だわ」

（あのとき、陛下は『どこかで会ったことはないか？』と聞いた。次の約束をしてしまったけれど、行かないほうが身のために違いない）

　そう考えて、ミシェルの口から深いため息が漏れる。

　ちょうどクロードが指定した五日後は、偶然にもミシェルの休日。会いに行けないことはない。

「う～ん……行きたいっ」

　しかし、バレたくなければ、行かないほうがいいに決まっている。

　町で会ったクロードは優しいし、会話も楽しく、ミシェルは惹かれた。クロードを騙しているし、身分違いにもほどがあるが、今だけは楽しみたい気持ちが大きい。

　もう一度小さなため息をついて、テーブルに広げていたお菓子を袋に戻し、棚にしまった。




　翌日、いつもと変わらない仕事が始まる。

「フランツ、陛下にお茶を持っていってください」

　前回の失敗からアベルがやってくれていたので、まさか頼まれると思わず、ミシェルは驚いた。

「フランツ？」

「あ、はい！　わかりました！」

　突然の役目に、急激にやってきた緊張を気にしないようにして、カップののったトレイをアベルから受け取る。

　そろりそろりと、こぼさないように、クロードが座っているソファへ近づく。

　静かにカップを置くことができて、ミシェルは安堵した。小さな満足のため息が聞こえたのか、クロードが不意にミシェルへ冷たい視線を向ける。

　目と目が合って、ギクリと肩が跳ねそうになる。

（平常心、平常心……万が一、なにを聞かれても、とぼけるのよ）

　身がまえたものの、クロードはなにも言わずに視線をミシェルから動かし、お茶を口にした。




「フランツ、今日も陛下の寝室を頼みます。私は陛下の夕食の注文で料理長に会ってきますから」

「わかりました！」

　頼んでアベルは出ていった。居間で窓を拭いていたミシェルはそこを終わらせ、クロードの寝室へ向かう。

　できることならば、クロードの寝室へ入りたくなかった。彼の香りはミシェルの心臓をドキドキさせる。

　昨日一緒に過ごしたせいか親近感が湧いてしまい、食事中のクロードを、侍従としての立場だけではない気持ちで、見てしまっている自分がいた。

　クロードが不審に思ってミシェルを見ることはなかったから、ホッとしている。

　重たいカーテンと窓を開けて、ベッドのリネンを替えようとしたとき、素晴らしい細工がされたテーブルの上に、本が開いたまま伏せられているのが見えて、意識がそこへ集中する。

（陛下はどんな本を読んでいるの……？）

　本の背表紙にタイトルはない。

　気になって、伏せられた本に手を伸ばした。そしてひっくり返してみる。

（本じゃ……ない。日記帳……だわ）

　綺麗な文字で流れるように、日記らしき内容が書かれており、【ミシェル】の文字が目に入った。ミシェルがギョッとして、先へと目を滑らせようとしたそのとき、出入口に気配を感じた。

「なにをしている！」

　背後からのクロードの凍りそうなほど冷たい声色に、ミシェルの肩が跳ねる。持っていた日記帳が手から離れ、バサッと床に落ちた。

「も、申し訳ありませんっ！」

　慌てて腰を屈かがめて拾おうとすると、クロードのほうが先に手にする。

　ミシェルはそのまま頭が上げられなかった。

「アベルから聞いていないのか？　本や書類などには触れるな、と」

　黒い瞳が、ミシェルの空色の瞳を冷淡に見据える。

「本当に申し訳ありません。掃除をしようとしただけなんです」

　アベルから、触れてはならないものは聞いていなかったが、そこは否定できずに、ミシェルはただ謝るだけだ。

「もう二度と触れません！」

　必死に謝罪するミシェルに、クロードは閉じた日記帳をテーブルに置き、なにも言わず踵きびすを返して寝室を出ていった。

　怖さで呼吸が止まっていたミシェルは、大きく息を吐く。

（びっくりした……あまり怒られなくてよかったけれど、あの凍りそうなくらいの冷たい瞳は、震えがくるくらい怖かった。昨日とは大違い……別人なのかと思ってしまう。けど……）

　ミシェルは閉じられた日記帳に視線を落とす。

（私の名前が書かれていた……見たい。なにを陛下は書いたの？）

　手を伸ばして、見たくなる。おそるおそる日記帳に触れたが、やっぱりそれはできない。

　気にしないことにして、ベッドのリネン類を外し始めた。




　それから毎日、侍従見習いとしての気持ちを大切にしながら、ミシェルは従事していた。しかし、憧れに似た気持ちでクロードを見ている自分にも気づき始めていた。

　今日のクロードはイヴォンヌと昼食の約束があり、前回と同じくミシェルは東屋でふたりの食事を見守っている。

　ふたりが笑って話しているのを見て、ミシェルは嫌な気持ちを覚えたのだ。前回のときは、そんなことは思わなかった。

　不意にイヴォンヌが、クロードの斜め後ろにいるミシェルに視線を向ける。

「あなた、先日迷子になった方よね？」

　突然話しかけられてミシェルは驚いたものの、表情には出さずに「はい。ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」と答えた。

「なんて美少年なんでしょう。クロードさま、そう思いませんこと？」

「軟弱なだけだ」

　クロードの言葉に、イヴォンヌは微笑む。

「軟弱な美少年ならば、パスカルさまがお好みになりそうですわね」

　彼女は、クロードの母親違いの兄の名前を持ちだした。

「異母兄あに上うえが？」

「ええ。パスカルさまは人でも物でも、美しいものを特に好まれていると聞いていますわ。目利きが素晴らしいと社交界では有名ですもの」

　クロードも異母兄の性癖は知っていたが、特に気にしていなかった。イヴォンヌに指摘され、初めて気づく。フランツは珍しいプラチナブロンドの髪で、ひと目でパスカルの興味を引いてしまうだろうことに。

　クロードが考えていると、イヴォンヌは続ける。

「本当に見事な御お髪ぐしの色ですわね」

　同意を得るように、クロードに微笑む。

　そんなふたりの会話を、ミシェルは心臓を暴れさせて聞いていた。

（私の話はしないでほしい……）

「でも私は、クロードさまの漆黒の御髪が一番素敵だと思っています」

　イヴォンヌは、恋する乙女の瞳でクロードを見つめた。その瞳は女のミシェルから見ても、ドキッとしてしまうほど魅力的だった。

（陛下とイヴォンヌさまは、お似合いだわ……）

　ミシェルは、そう思う自分に胸の痛みを感じていた。




　翌日。今日はクロードと約束した日だ。待ち合わせの時間は正午。

　昨晩まで、行かないと決めていたミシェルだが、目が覚めてみると、クロードに会いたい気持ちが強くなっている。

（クロードさまに会いたいのではなくて、町のお祭りを見たいのよ）

　ベルナディス国は花の栽培が有名で、今日は花祭りだ。いろいろな花をたくさん積んだ何台もの山だ車しが見られる。

　花の山車を見に行きたいんだと言い聞かせても、本当は、伯爵の子息のフリをしているクロードと、村娘ミシェルとして会いたい。

（クロードさまは身分を偽って、町でなにをしているの……？　ただ単に食事をしているだけではない気がする）

　しかしその疑問は絶対に聞くことができない。そうなったらミシェルとフランツが同一人物だと知られてしまう。

　今から出れば、マーサの店で着替えても、遅刻はしないはず。

　前回のように荷馬車に乗ることはできないだろう。あれは運がよく、あの日の帰りは歩きだった。急いで歩いても城から二時間はかかる。

「やっぱり行こう。もしかしたら陛下はいらっしゃらないかもしれない」

　アベルから、今日のクロードは午前の謁見後、一日中、執務室で政務だと聞いている。ミシェルは用意を済ませて王城を出た。




「マーサ！」

　フランツとしてミシェルは店の中へ入った。まだ誰もいないことを確かめたあとにだ。用心に越したことはない。

　マーサは奥の台所から顔を出した。

「ミシェル、やっぱり来たんだね」

　あの日、フランツの姿に戻ったのち、五日後に来るかもしれないし、来ないかもしれないとマーサに伝えてあった。

　そしてクロードのことは、我が国の国王陛下かもしれないとは、言わなかった。もし言ってしまったら、マーサはあんな風に気軽に話せなくなる。クロードが伯爵の子息だと思わせておきたいのなら、軽々と口にしてはいけない。

「うん。やっぱり来ちゃった。花山車を見たくて」

「そうかい、そうかい。山車は正午からだよ。着替えたら食事をしてから行きなさい。荷物はこの前の部屋にあるからね」

　マーサは目尻を下げて、ミシェルを二階へ上がるように促す。

「はいっ」

　ミシェルはにっこりと笑顔をマーサに向けて、端にある階段へ向かった。

　二階の一番奥の部屋へ入って、クローゼットの中の手作りの袋を手にする。袋の中からドレスと茶髪のかつらを出すと、深いため息が綺麗なピンク色の唇から漏れる。

「服がこの前と一緒……でも仕方ないわ。お城へはこれしか持ってこなかったもの」

　着ていたフランツの上着を脱いで、着替え始めた。

　胸の膨らみに巻いたリボンを外すと、呼吸が楽になる感覚だ。ドレスの下に下着もつけるが、リボンをきつく巻くよりも締めつけられない。

　茶髪のかつらもつけて、ようやく女の子の姿に戻れた。

（クロードさまが待っていると悪いから、断りに行くのよ。用事があるからと言ってすぐに離れればいい。そうすれば正体がバレる危険を避けられる）

　自分にそう言い聞かせて、階下に下りた。

「今日のスープはかぼちゃだよ。うまくこせたから、滑らかで舌触りがいいよ。焼きたてのパンと一緒にお食べ」

　ミシェルの前に、マーサは湯気のたっているかぼちゃのスープとパンを置いた。

「うわっ、とても美味しそう！　マーサ、ありがとう！」

　王城の食事はとても豪華だが、母親が作るようなこういった料理が恋しくなる。

（お母さんとおじいちゃん、どうしているかしら……）

　王城に着いた翌日に手紙を書いて送ったが、あれから日にちが経っている。

（うまくやっているか、心配しているだろうな）

　ふたりを思い出して、少し胸が切なくなった。その考えを振りはらい、かぼちゃのスープを口にした。




　まだクロードとの待ち合わせには一時間ほどある。マーサの店を出たミシェルは、ここからすぐの市場へ行き、新鮮な野菜や肉、お菓子などを見ていった。

　少しずつ待ち合わせの場所に近づき、到着したとき、正午を知らせる鐘の音が辺りに響く。

　そこにクロードはいなかった。

（やっぱり、お仕事があるから……）

　来られないのかもしれないと思った。そこへ、馬の蹄ひづめの音が聞こえてきた。振り返ると、クロードが黒馬に乗ってこちらへ向かってくるところだった。

　その姿にミシェルは胸を高鳴らせた。暴れる鼓動を抑えようとしても、できない。

（私、重症ね……ここへ来たのは、もう会えないって言うためなのに）

　クロードはミシェルの近くまで黒馬を全速力で走らせ、ひらりと地面に降り立つ。

「ミシェル、待たせてすまない」

「いいえ。私も今来たところです。でも来たのは、クロードをずっと待たせたくなくて。急用ができて帰らないといけないんです」

　時間が経てば言いづらくなる。ミシェルはすぐに話をした。

「すぐに帰る？　どうしてもダメなのか？」

「はい。申し訳ありません……」

　クロードの瞳にがっかりした色が見えて、悲しくなったのと同時に、罪悪感に襲われる。

（偽ったままでは会ってはいけない。もちろん陛下は手の届かない人だけれど……）

　頭を下げて去ろうとした。膝より少し長いスカートが、ひらりと宙を舞う。

「待ってくれないか。ミシェル、渡したいものがある」

　背後からクロードに声をかけられ、ミシェルは立ち止まり、振り返る。

　クロードはポケットから、宝石のついた髪飾りを出した。そして、キラキラ光る豪華な髪飾りに驚いているミシェルの髪に、それを挿し込んだ。

「へ……クロードっ!?　それはっ？」

　驚き過ぎて、危うく『陛下』と言いそうになり、慌てて名前を呼ぶ。そしてミシェルの指先が、クロードがつけてくれた髪飾りに触れようとした。だが彼の手によって阻まれる。

「取らないでくれ」

「でもっ、これは高価な髪飾りですよね？　いただけません」

　ミシェルは掴まれている手を意識しながらも、しっかり断らなければと、強く言う。

「私があげたいんだ。よく似合っている」

　頭からミシェルの手が離れると、クロードの手も外された。

「村の娘には不似合いなものです。つけていくところもありません。ですから……お気持ちだけいただきます。これはお店にお返しください」

　ミシェルの言葉に、クロードは形のいい唇を歪める。

「これは返品できるものではない」

　クロードの言葉の意味が、ミシェルにはわからなかった。一度下ろした手を髪にやり、髪飾りを取った。

「それでも――」

「これはお前のものだ。必要がなければ売ればいい」

　ミシェルは目を大きく見開く。

「売るなんてこと、できません！」

「それならば、つけてくれるだろう？」

　クロードは綺麗な顔に笑みを浮かべた。いつもは冷淡な顔が、途端に甘くなり、ミシェルは惹きつけられる。

（せっかくのご厚意……）

「わかりました。ありがとうございます」

　そこで、手にした髪飾りをまじまじと見つめた。サファイアがいくつも連なっている。キラキラと光り、とてつもなく高価なものだとわかる。

（我が家の家宝になりそう……）

「つけてあげよう」

　クロードは、髪飾りを困惑した顔で見ているミシェルから取り上げて、彼女の髪にもう一度つけた。

「また会えないか？」

　クロードがこんなに惹かれる娘は、初めてだった。どこかで見たことのある顔に親しみを覚えるのだろうか。

「……いつ来られるかわからないのです。もう行かなければ……。なにかあればマーサに伝言を……」

　ミシェルは深くお辞儀をすると、駆けだした。

　クロードは去っていく後ろ姿をしばらく見守っていた。軽やかに走る娘は、クロードの視界から消えた。

　そのとき、侍従見習いのフランツの顔が思い出された。ミシェルの顔は侍従見習いにそっくりだったのだ。

「似ている……」

（あれほど似ている者が、いるのだろうか……？）

　逃げるように去っていったミシェルのことを考えながら、クロードは慣れた動きで黒馬の背へ飛び乗った。




　できるだけクロードから離れようと、ミシェルは走った。無我夢中で走っていたせいで、橋の上で向こうから来る馬車と危うくぶつかりそうになった。

「きゃっ！」

　大きな車輪に当たることはなかったが、それがドレスを掠かすめそうになり、その場に膝をついて倒れた。

　貴族が所有する黒塗りの馬車が御者によって急停止する。馬車を引っ張っていた馬二頭が、その場で暴れて足踏みしている。

　ミシェルは身をすくませながら、馬が静かになるのを見ていた。

　揺れが止まった馬車の扉から、ひとりの女性が出てきた。

　濃い青色の羽がついたボンネットの帽子をかぶり、レースとフリルがたっぷりある赤いドレスを着た、ミシェルより年上の女性だ。

「あなた、なにをしているの!?　もう少しで大変なことになったではないの！」

　馬車から出てくるなり、ミシェルを激しく叱責する。

「申し訳ございません！」

　その場に膝をついたまま、ミシェルは頭を地面につきそうなくらいに下げた。

「あら？　そんな小汚い格好で高価な髪飾り。これはどうしたの!?」

　女性はミシェルの髪飾りに気づき、サッと髪から抜き取った。

「あ！　返してくださいっ！」

　ミシェルは顔を上げて、女性が手にする髪飾りに手を伸ばす。だが、サッと向きを変えられて、ミシェルの手が空を切る。

「これを盗んだから逃げるのに夢中だったのかしら？」

「いいえっ！　盗んでいません。知り合いの男性からいただいたのです」

「こんなにお高いものを、あなたのような薄汚い娘にあげる殿方なんているわけないでしょう？」

　女性はバカバカしいと高笑いする。

「本当なんです。お返しください。大事なものなんです」

「大事なもの？　それはそうよね。これを売ればあなた方の生活だったら、数年は暮らしていけるわ」

「絶対に売りません！　お願いです」

　ミシェルが懇願すると、女性は口元を楽しそうに歪めて、髪飾りを橋の下に流れる川にポイッと投げた。

「あっ！」

　ミシェルは橋のアーチ部分に手をかけ、弧を描いて川へ落ちていく髪飾りを追う。髪飾りはポチャンと小さな水しぶきを上げて、川の中へ沈んだ。

「なんてことを……」

　唖然としているうちに女性は馬車の中へ戻り、ミシェルの脇を通って去っていった。

　ミシェルは急いで川へ下りられる場所を探して走る。幸いなことに川は浅い。転びそうになりながら、雑草が茂る坂を下りてそのまま川の中へ入った。

「早くしないと！　流されちゃう！」

（クロードさまがもし髪飾りをなくしたと知ったら……私が贈り主だったら、嫌な気になるはず。どんな事情であれ……）

　ドレスが濡れるのもかまわずに、バシャバシャと水を跳ねさせながら、髪飾りが落ちた場所へ向かう。

　川の深さは、ミシェルの太ふと腿ももの中間くらいまでだ。

　目を凝らしながら、手を川の中へ入れて髪飾りを探す。澄んだ川の水だが、なかなか見つからない。

「落ちた場所が間違っているの……？」

　無我夢中で髪飾りを探しているミシェルは上半身もびしょ濡れだ。しかしそんなことにかまってはいられない。

　陛下からいただいた大事なものだ。絶対に見つけなくてはならない。

　ミシェルは泣きそうになりながら、懸命に探した。

　暖かい気温とはいえ、川は山から流れてくる水でかなり冷たい。しだいにミシェルの体温の熱が奪われて、歯ががちがちと震えてきた。

「絶対に見つけなきゃ……」

　びしょ濡れのドレスはさらに水を吸っていき、ミシェルは寒さに震える中、髪飾りを探す。

　腰を折って手を川底に走らせたとき、石とは違う感触が指先に触れた。

「あった……？」

　それを強く掴んで川から出した。手に持っていたのは、クロードがくれた髪飾りだった。

「よかった……」

　美しく光る髪飾りを胸のところで落とさないようにぎゅっと握り、川から出ようとしたときだった。

「ミシェル!?　なにをしているんだ!!」

　驚いたような、それでいて叱りつけるような声色に、ミシェルはビクッと大きく身体を震わせる。

　顔を上げた少し先に、黒馬に騎乗したクロードがいた。

　ミシェルの心臓が、止まりそうなくらいにドクッと音をたてる。急いで水から出ようと歩く足が、川底で滑った。転ばないように伸ばした手は空を切り、その拍子に、持っていた髪飾りが手から離れて川へ落下する。

「ああっ！」

　ミシェルはその場にしゃがんで川に手を入れた。

「なにをしている!?　やめて早く出てくるんだ！」

「ダメです！」

　必死に川底に向かって手を動かす。

　クロードが気になって仕方ないが、髪飾りを見つけなければならない必死の思いがあった。

　だからクロードがなにを叫んでいても耳に入らずに、髪飾りを探した。

（なんで落としちゃったのっ!?　……私ったらバカなんだからっ）

　しかし、長い時間冷たい川の中に入っていたミシェルの身体は、悲鳴を上げていた。めまいに襲われ、グラッと身体が揺れた次の瞬間、クロードがミシェルの腕を掴んで引き寄せ、抱き上げた。びしょ濡れのミシェルから水しぶきが上がる。

「クロードさまっ！　お、下ろしてくださいっ！」

　美麗な顔がすぐ近くにあり、ミシェルは慌てた。公衆の面前で男性に抱き上げられることなど初めてで、羞恥心でいっぱいだ。

　フランツとしても抱き上げられたことはあるが、あのときは最初意識を失っていた。

「そんなに必死になって、なにを探しているんだ？」

　そう聞くクロードの視線がミシェルの髪に動く。

「もしかして髪飾りか？」

「は、はいっ！　不覚にも川に落としてしまい――」

「お前はバカかっ!?　髪飾りごときで、こんなにびしょ濡れになるとは！」

　クロードは川に入っていた。膝までの黒いブーツはびしょ濡れ。ミシェルを横抱きにしていることでジュストコールまで染みている。

「下ろしてくださいっ！」

「ダメだ。下ろせば探そうとするだろう」

　ミシェルを抱いたまま川から出た。歩くたびにブーツから嫌な音がする。

「髪飾りが……」

　ミシェルは泣いていた。人前で泣くことを嫌う彼女だが、悲しくて仕方ないのだ。そんなミシェルに、クロードは胸に痛みを覚えた。

（この娘が気になる）

　見れば見るほど、侍従見習いのフランツに似ていた。以前抱き上げたときの抱き心地も同じような気がする。

「髪飾りくらい買ってやる。顔から下までびしょ濡れではないか。寒いのだろう？　震えている」

　クロードは冷えきったミシェルを、どうにかしなければと考えた。

（確認するのは、あとだ）

　馬の背にミシェルを乗せ、自分も身軽に飛び乗る。馬上でジュストコールを脱ぎ、ミシェルの肩に羽織らせると、マーサの店へ馬を走らせた。

　風を切って走ると、寒さが身を切るようだ。冷えきったミシェルはぶるぶると身体を震わせていた。クロードのジュストコールも濡れてしまっており、寒さはほとんど防げない。

　震えを抑えようとしたが、止められなかった。

「すぐにマーサの店だ。我慢しろ」

　一刻も早く着くよう、クロードは馬を加速させる。途中、花山車で賑わう人々を避けて、馬を疾走させた。




　マーサの店に到着し、先に降りたクロードはミシェルに手を差し出す。

　涙に濡れた顔で、一瞬ミシェルは困惑した表情になったものの、両手を出して馬から降ろしてもらう。

　ミシェルは馬にひとりで乗れない。乗れるのだったら、国王の手を煩わせるわけにはいかないと、さっさと自力で降りていただろう。

「まあ！　ミシェル！　クロード、どうしてびしょ濡れなの!?」

　クロードに抱え込まれるようにして店に入ったミシェルに気づいたマーサが、小走りで近づく。

　クロードは、腕の中で小刻みに震えるミシェルが心配だった。

「マーサ、すぐに風呂に入れるか？」

「用意するよ！　ミシェルを二階へ」

　マーサは二階へ上がっていき、クロードはミシェルの肩を抱きかかえ、あとを追う。

　ミシェルのものが置いてある、一番奥の部屋の扉をマーサが開けると、隣の部屋へ入っていく。

「も、申し訳……あ、ありません……」

　ちゃんと言葉にしたいのに、歯の根が合わなくて、どもってしまう。

「話さなくていい。中へ入ったら、濡れているものを脱いで、湯が入るまでなにか着ているんだ」

「ク、クロード……も、身体を、温めて……」

「そうするから、ミシェルは私が言ったことを早くしなさい」

　クロードに背を軽く押され、部屋の中へ入った。背後で扉が静かに閉まる。

　ミシェルは崩れるようにその場に座り込む。軽く絞ったスカートはまだびっしょりで、古いながらも磨かれた床を濡らす。

　せっかく乾いた頬も、涙が溢れて濡れていき、顔を両手で覆った。

（もうあの髪飾りは……）

　探し出すことができずに、ミシェルは悲しかった。クロードに見られて動揺した自分の責任だ。

　そこへマーサが入ってきた。

「ミシェル！　どうして泣いているの？　なぜこんなに濡れているの？　その前に早く服を脱ぎなさい」

　マーサはミシェルの顔を覆っていた手をそっと離して、優しく問いかける。手に自分のローブを持っている。

　濡れたドレスを脱いで、マーサの大きめのローブを身につけたミシェルは、少し寒さが和らいだ。

「まだ震えているわね。この分だと風邪をひいたのかも」

「大丈夫。身体は丈夫だから。くしゅん！」

　そう言いつつも、くしゃみをしてしまうミシェルだ。

「今温かいお茶を淹れてくるから」

「マーサ、大丈夫。すぐにお風呂に入るから。面倒をかけてしまってごめんなさい」

　お茶を淹れに行くというマーサを引き止める。

「じゃあ、どうしてこんなことになったのか、話してちょうだい」

　ミシェルは事の成り行きをマーサに話した。クロードの身分は伏せたままで。

「なんてひどいことを！」

　マーサは貴婦人がミシェルにしたことに、肩をいからせて憤慨している。

「でも、一度は見つけて手にしたの……クロードに見つかって、びっくりした拍子に落としてしまって……」

　ミシェルはうな垂れた。茶色の髪が泣き顔を隠す。

「もう……あの方と顔を合わすのは申し訳なくて……。マーサ、お風呂に入ったら、会わずにフランツになって城に戻りたいの」

「クロードはミシェルが気になるみたいだねぇ。黙って帰っていいのかい？」

　マーサは腕を組んで顔を顰める。

「……クロードは伯爵のご子息よ。これ以上会わないほうがいいの」

　マーサには、クロードは我が国の国王だと言わなかった。クロードも別人として気軽に町で過ごしたいのだろうと思う。

「わかったよ。ああ、もう湯が張ったと思う。入っておいで。クロードにはうまく言っておく。ドレスはちゃんと洗っておくからね」

「ありがとう。マーサ」

　ミシェルは冷えきって重く感じる身体を引きずるようにして、お風呂へ向かった。




　マーサは、店に食事に来ていた王城の近くを通る馬車の主に話をつけてくれ、ミシェルが歩かなくて済むようにしてくれた。

　ミシェルはその馬車に乗せてもらい、帰城することができた。まだ日中で日差しは暖かいが、寒気が止まらない。

（やっぱり風邪をひいちゃったみたい……身体がだるい……）

　ロドルフの部屋に入り、脇目も振らずにベッドに横になる。目を閉じると、髪飾りのことが悔やまれてならない。高価だからではなく、クロードからもらった髪飾りだからだ。

（陛下も濡れちゃったけれど、大丈夫だった……？）

　めまぐるしく今日の出来事を考えているうちに、ミシェルは眠りに落ちた。




　クロードが城へ戻ってきたのはそれから二時間後。陽も落ちたところだった。

「おかえりなさいませ」

　アベルが深く頭を下げて、クロードを出迎える。

　クロードは手袋をアベルに渡しながら、部屋の中へずんずんと入っていく。

「アベル、フランツは？」

　気になる娘の正体がフランツなのか確かめたくて、急いでいた。

（フランツは間違いなく女性だ。男にしては細身だと思っていたが。あの華奢な身体は男ではない。髪の色は違えど、ミシェルはフランツにそっくりだ。フランツは、男のフリをしているミシェルなのか？）

　信頼をしているロドルフが、なぜ孫娘を侍従見習いにしたのか。クロードは王城へ戻る中、ずっと考えを巡らせていた。ひとつだけ思い当たることがあるが、クロードにとっては、さほどたいした問題ではないことだった。

「本日はお休みをいただいております」

　アベルはなぜクロードがフランツのことを聞くのか不思議に思ったが、顔には出さずに答える。

「部屋にいるのか？」

「それは……本日は町へ。戻ったか、今すぐに確かめてまいります」

　彼は腰を折り、居間を出ていこうとしたが、クロードがソファから立ち上がった。

「いや、私が行く」

「へ、陛下が……でしょうか……？」

「耳が悪くなったのか？　お前はここにいろ」

　クロードが颯爽とした足取りで扉に向かう。

「陛下、お待ちくださいませ！　フランツがなにかしたのでございましょうか？」

　驚いたアベルは、こめかみから一気に汗が噴き出す。

「お前には関係がない。ついてこなくていいぞ」

　何事なのかと驚きょう愕がくしているアベルをその場に残して、クロードは部屋を出た。国王に言いきられ、アベルはその場に留まった。

（確かめなければ。明日など待っていられない）

　クロードは階下へ下りていく。途中、衛兵たちがクロードに敬礼をしていく。そんな衛兵たちに脇目も振らず、クロードはフランツの部屋へ向かった。ミシェルとフランツが同一人物なのかを、早く確かめたかった。

（もしも……ミシェルだとしたら……いや、なぜ男装をしているのか、問いただしたいわけではない）

　早足でフランツの部屋に着き、静かに扉を叩いた。中から返事はない。

（いないのか……？）

　扉の取っ手を回した。鍵はかけられておらず、扉が開いた。

　正面にあるベッドの上にプラチナブロンドの髪が見える。こちらに背を向け、眠っているようだ。見事な髪はきちんとひとつに結ばれている。

　クロードは中へ足を進めて、侍従見習いへ近づく。

　コツコツとブーツの音が床に響くが、ベッドの上の身体はピクリともしない。

　さらに近づき、顔をよく見ようと覗き込む。

　そこでクロードは、顔を赤くして額に無数の汗が浮かんでいる姿を目にした。額に手を当てずとも、高熱であることは一目瞭然だった。

（やはりミシェルか……？）

　そのとき、華奢な身体が動いて真上に向きを変えた。シャツのボタンが数個外れて、白い布のようなものが見えた。

　クロードはそっとシャツのボタンをふたつほど外す。そこではっきり、胸にしっかりと巻かれたリボンを目にした。

（間違いない。女だ。フランツはミシェル……）

　町で惹かれた娘だと確信した。騙された怒りは不思議となかった。

（すごい熱だ……フランツが女だということを、アベルは知っているのか……？）

　アベルが知っていたら、なにがなんでもここへついてきていただろう。

　クロードは胸を隠すリボンが見えないように、シャツのボタンを留めると、部屋をあとにした。

　廊下へ出て、階段のところに立っている衛兵に、アベルを呼ぶように命令をする。

　すぐにアベルがやってきた。腑ふに落ちない顔をしている。

「いかがなされましたでしょうか……？」

　フランツがなにかしでかしたのか、おそるおそるアベルは伺う。

「侍医見習いは女だったな？」

「じ、侍医見習いでございますか？　女でございますが……？」

　なぜ侍医見習いを呼ぶのかわからないアベルは、さらに困惑する。

「フランツが高熱を出している。侍医ではなく、見習いのほうを呼べ」

「ええっ!?　わ、わかりました！」

　アベルは急ぎ足で去っていき、クロードはもう一度ミシェルの部屋へ入った。呼吸が先ほどより荒くなっている。

　クロードは汗の粒が浮き出ているミシェルの額をハンカチで拭き、手を当てた。

「熱過ぎる……」

　つらそうな呼吸に、クロードの美麗な顔が歪む。濡れたのがいけなかったのだ。

（かなりの時間、川に入っていたのだろう……）

　必死に髪飾りを探すミシェルの姿が、クロードの脳裏に浮かぶ。

「侍医見習いはまだか！」

　早く楽にしてやりたい一心で思わず声を荒らげてしまい、ハッとしてミシェルを見る。彼女は起きることもなく、苦しそうに眠っていた。

　アベルが女性を連れてやってきた。長く待った気がするも、実際はそれほど経ってはいない。

「侍医見習いのベアトリスでございます。陛下、どうなされましたか？」

　侍医の娘で、見習いをしている二十五歳のベアトリスが、困惑しながら口を開く。

「この者がひどい熱を出している。早く診ろ」

「はい！　今すぐに」

　ベアトリスはベッドに近づき、診察道具の入った鞄かばんを開ける。それからミシェルにかけられている布団を、腰の位置まで下げた。

　ベアトリスは侍医の父ではなく、見習いの自分が呼ばれた理由がわかった。

「陛下、この者は侍従見習いとお聞きしましたが……」

　侍従は男性でなければなれないというのは、誰にでも周知の事実だ。ベアトリスは見ただけですぐに、ミシェルが女性だと察したようだ。

「そうだ。この者は女だ」

　クロードが重大なことを、さも簡単そうにサラッと口にした。その言葉に驚きの声を上げたのはアベルだ。

「フ、フランツが、じょ、女性でございますか!?」

　腰を抜かしそうなアベルを見て、クロードは事実を知らなかったのだとわかった。

「早く娘を楽にさせてくれ。私は部屋を出る。その者が目覚めたら、私は知らないことにしてくれ。女だということは秘密に」

「御意」

　ベアトリスは、クロードがなぜ知らないことにしてくれと言うのか聞かずに、しっかり頷く。ベアトリスとは反対に、落ち着きを取り戻せないのはアベルだ。顔は青ざめ、出てくる汗を拭きつつ狼ろう狽ばいしている。

「アベル、行くぞ」

　そんなアベルを横目に、クロードは扉へ向かう。

　ハッとしたアベルは腰を低くしながら、クロードより先に扉へ小走りで向かった。




　クロードが私室へ戻る中、後ろから付き添うアベルはどうしたものかと、困惑していた。

（普通ならば、国王を騙した重罪で牢ろう屋やに入れるはず。それがフランツを心配し、侍医見習いまで呼ばせ、知らなかったことにしろと仰せられる）

　居間へ戻ったクロードは、ソファに腰を下ろすと長い足を組む。

「ただ今、お茶をお持ちいたします」

　アベルは急いでお茶の用意を始めようとするが、クロードは止める。

「いや、いい。ここへ来い」

　さらに困惑が深まるアベルは、クロードが座るソファの横へ立った。

「あの者が女だとは、知らなかったようだな」

「もちろんでございます。ロドルフ侍従頭がそのような嘘をつくとは、考えてもみませんでした。男にしては小柄だなと思っておりましたが」

　フランツが女だったことに、まだ衝撃を受けているアベルは、つい饒じょう舌ぜつになる。

「陛下を騙したフランツとロドルフ侍従頭は、重罪に値します……」

「お前、先ほど言ったことを聞いていなかったのか？」

　クロードは片方の眉を上げて、アベルへ視線を向ける。

「えっ……？」

「私は知らなかったことに、と」

「い、いいえ。それは聞いております……ですが……」

　アベルの顔は青ざめ、ひょろっとした身体が動揺で揺れる。

「私はあの者が気に入っている。知らないことにして侍従見習いをさせろ。私は談話室にいる。ベアトリスが来たら通せ」

「は、はいっ。かしこまりました」

　アベルは深く腰を折り、クロードが隣の談話室へ入っていくのを見守った。

（騙されていたのに陛下は怒りを見せるどころか、侍従見習いを続けさせると言う……そしてフランツを気に入っていると。あとでひどく罰せられるのではないだろうか……いつになく上機嫌であることは間違いないのだが）

　アベルはこの先を思い、身を震わせた。




　高熱に浮かされながらも、ミシェルは胸に巻いたリボンが取られようとしていることに気づき、うつろな目を開けた。

「や、やめて……ください……」

　叫びたいのを我慢して、見知らぬ女性の手を払おうとする。

「安心してください。私は侍医見習いのベアトリスといいます」

「で、でもダメ、なんです！」

　女だとバレるわけにはいかない。

　朦もう朧ろうとしながら身体を起こし、ベアトリスの手をぎゅっと掴む。

「大丈夫ですよ。あなたが女性だということは秘密にしておきます」

　ミシェルは衝撃を受けたように目を大きくさせた。

「そのリボンは取らないといけません。ひどい熱なので、身体を拭いて着替えましょう。その前にこれを飲んでください」

　ベアトリスがテキパキと指示するも、ミシェルは凍りついたままだ。そんなミシェルにベアトリスは続けた。

　差し出された粉薬を、ミシェルは当惑しながら水で流し込む。

「なにか事情があるのでしょう。あなたはロドルフ侍従頭の孫。侍医である父は、あの方にはお世話になりました。誰にも話さないと約束しましょう」

　侍医とロドルフは確かに交流があった。国王を欺く性格の男ではない。事情があるのだろうと、ベアトリスは推測している。

（なによりも陛下がご存じだから、安心してこの娘に接することができる）

「それでは……あなたにご迷惑が……陛下に話します」

　ミシェルはもうクロードに話さなくてはならなくなったと、覚悟する。

（おじいちゃん、ごめんなさい……）

　覚えているのはそこまでで、意識を失い、力なくシーツの上に倒れた。

　ベアトリスは急いで、ミシェルの服を清潔な服に着替えさせた。




　次にミシェルが目を覚ましたとき、部屋の中にベアトリスがいた。

　目を開けたミシェルに気がついたベアトリスは、ベッドに近づく。そしてミシェルの額に手を置いて熱を確かめる。

「少し下がりましたね」

「楽になりました。ありがとうございます」

　部屋のランプがつけられていた。

（私、どのくらい寝ていたの……？）

　そのとき、胸の締めつけ感がないことに気づき、ハッとして身体を起こす。

「お食事を持ってきますね。まだ横になっていてください」

「あ、あの……」

　扉に向かうベアトリスは振り返る。後ろでひとつに結んだ、腰まである三つ編みが揺れる。

「女性ということは内緒にしておきますから。大丈夫です。アベル侍従もご存じではありません」

　ベアトリスはにっこり微笑んで部屋を出ていった。




　食事が終わる頃、アベルが入室してきた。クロードに様子を見てくるようにと命令されたのもあるが、心配だった。

「食べられていますか？　まだ熱があるような顔をしていますね」

「もう大丈夫です。ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

　いつも通りのアベルに、本当にベアトリスはなにも話していないのだと、ミシェルは思う。

「明日には治っていますから」

　今日も休みをもらい、明日も仕事をしないわけにはいかない。

「いや、まだ無理ですよ。明日も休んでください」

「でもアベル侍従に負担が……」

「身体は大事にしないといけません。私は大丈夫ですから、ゆっくりしてください」

　それもクロードから指示されたことだった。明日に体調が戻るのは無理だろうから、休ませるように、と。

「……ありがとうございます」

　早く治すことが、アベルに迷惑をかけない唯一の方法だろう。しかし、もう侍従見習いとして、アベルに教わることができない。男女を偽っていたことをクロードに話し、罪を償うべきである。そう思うと怖いのだが。




　翌日、ミシェルの熱は下がったものの、咳が止まらなかった。

（やっぱり今日はお休みさせてもらってよかったのかも……陛下にうつしてしまうわけにはいかない）

　ミシェルはベッドでおとなしくしていた。

　しかしなにもすることがなくて、なくしてしまった髪飾りを頻繁に思い出してしまい、気づくと泣いていた。

　朝昼晩とベアトリスが様子を見に来てくれた。薬も与えられ、夜には喉の痛みが楽になり、ミシェルはホッと安堵した。

（明日には治っている）

　ミシェルは明日、クロードに自分が犯した罪を告白しようと決めていた。
















第三章　懸念と後悔と溺愛













　いつもよりもミシェルは早く起きて、支度を済ませていた。そしてアベルがやってくる時間になる少し前に廊下に出て待った。

　隣の部屋の扉が開き、いつものようにビシッと藍色の侍従服を着たアベルが姿を見せる。

　待っていたミシェルの姿に、アベルは驚く。

「フランツ、大丈夫なのですか？」

「はい。もう平気です」

「それでは行きましょう」

　アベルと共に、国王の私室へ向かうミシェルは緊張していた。

（町で会ったクロードが、陛下だということは忘れるのよ）

　クロードが馬を走らせていたとき、ミシェルを抱え、守る腕の力が、ずっと頭から離れないのだが。




　いつものようにクロードは起きており、アベルの後ろに現れたミシェルをチラリと見ただけで、手にしていた書類に目を落とす。

　アベルはお茶を淹れ始め、ミシェルはそれを見つめていた。

「僕が持っていっていいですか？」

「……病み上がりで、大丈夫ですか？」

「はい」

　ミシェルはお茶を持っていったときに、自分は女なのだと告白しようと決めていた。

「では頼みます」

　緊張はしていたが、町でクロードの一面を見ているせいか、ちゃんと話せそうだ。

　ミシェルはお茶を運び、丁寧にクロードの前に置く。

「……陛下、お話ししたいことが――」

「ロドルフから連絡はあるか？」

「えっ……」

　先に話を出されてしまい、ミシェルは出ばなをくじかれる。

「い、いいえ」

「祖父は大事にしなければな」

　クロードは書類を置き、お茶に口をつける。ミシェルは表情には出さなかったが、ハッと気づかされた。

（そうだ……私が女だと言えば、おじいちゃんも罪に問われてしまう……）

「……はい」

「お前の話とは？」

　クロードの黒い瞳が、ミシェルの空色の瞳を捉える。

「い、いいえ……」

　ミシェルは考えが纏まらず、口ごもって俯く。そんなミシェルにクロードは小さく口元を緩めた。

「アベル、食事は執務室に運べ」

　半分ほどお茶を飲んだクロードはジュストコールの裾を払い、優雅な所作でソファから立ち上がる。

「かしこまりました」

　部屋を出ていくクロードの後ろ姿を目にしながら、ミシェルは黙っていようと心に決めた。

「フランツ、陛下の食事の用意をしましょう」

　アベルは突っ立ったままのミシェルに声をかけた。アベルは一部始終、ミシェルの行動を見ていたが、クロードになにを言いたかったのか、あえて聞かなかった。

（私は知らないことにしなければ）

　下へ手たに聞いて、女だと告白されては困る。

「はい！」

　今朝会ったときの顔は暗かったが、返事をした今のミシェルの顔は少し明るさが戻っていた。

　ミシェルが明るい表情になったのは、アベルにどうしたのかと聞かれたくなかったからだ。




　ヴァーノンが執務室を訪れた。毎日、王城の警備などの報告をしている。今日のクロードの機嫌のよさに、ヴァーノンは首を傾げる。

　この様子であれば、時折クロードが単独で町へ出かけることを、やめてもらうように進言しても、叱責されないのではないかと考える。

　クロードは充分に強いが、ひとりで出かけてなにかあったら大変なことになる。しかも二日前に突然、川に落ちた髪飾りを探すように命じられ、ヴァーノンは十人余りの第一騎士団の精鋭たちを連れて、捜索したのだ。

　三十分後、無事に髪飾りを見つけクロードは満足していた。

　しかし、女物の髪飾りをなぜ川で探すことになったのかは、ヴァーノンは知らされずにいた。

（町に好きな女がおられるのか……）

　書類を読んでいたクロードは、まだいるヴァーノンに気づき顔を上げる。

「なんだ？　まだなにかあるのか？」

「陛下、髪飾りの件でございますが……」

　おそるおそるヴァーノンは口にした。

「ああ、ご苦労だったな」

「……あの髪飾りは女物。陛下は町に意中の女性でも、いらっしゃるのでしょうか？」

　ヴァーノンは叱責を覚悟の上で尋ねる。そんなヴァーノンの心配をよそにクロードは鼻で笑う。

「なんだ？　心配をしているのか？」

「それは、陛下が町へ行かれるたびに心配しています。次回からは私もお供させてください」

「ところで今、異母兄上はどこにいる？」

　話をはぐらかされ、突然質問をされたヴァーノンは、即座に返答ができない。

「……パスカルさまの行動は把握してはおりません。現在はおそらくブルーニ領の城に滞在中かと思われますが」

　パスカルは王城の北側の棟に住んでいるが、社交界シーズンではないときは、侍女を引き連れ、気ままな生活をするために地方の城へ行く。

　ブルーニ領というのは、パスカルの生母が生まれ育った土地で、王都から馬車で二日ほどかかるところにある。

　現在は、前王の側室であるパスカルの生母、アンヌ妃がその城に住んでいた。

　ベルナディス国には社交界シーズンがあり、ベルナディス城での舞踏会を皮切りに、春から夏にかけて、上流階級の貴族たちがそれぞれ夜会を主催する。

　社交界シーズンはあと十日ほどで始まり、もうすぐパスカルは王城へ戻ってくるだろう。

　そうなると心配事が出てくる。イヴォンヌが憂虞したミシェルのことだ。美しいものを収集する性癖のあるパスカルに、ミシェルが会わないようにしなければならない。

「異母兄上がいつ戻ってくるか、確認してくれ。行っていい」

「はっ、御意」

　ヴァーノンは頭を下げ、クロードの執務室を出た。

　扉が閉まってから、結局大事なことをはぐらかされてしまったのだと気づき、苦笑いを浮かべるヴァーノンだった。




　今日もミシェルはクロードの寝室を掃除していた。窓際のテーブルの上にあるのはクロードの日記帳。今日は閉じられている。

（陛下が町で会った私のことを、なんて書いたのか気になる……）

　しかし、見ることなんて絶対にできない。

　ミシェルは雑念を払い、テーブルの上を丁寧に拭く。そこへアベルが寝室の出入口に顔を見せる。

「もうすぐ陛下のご昼食の時間です。今日は東屋で召し上がるとのことでした」

「はい！　すぐに行きます！」

　四柱式のベッドのカーテンを留めているリボンを直し、ミシェルはアベルの元へ行った。




　料理長やアベルと共に、料理を東屋のテーブルに用意する。今日は誰かとの昼食ではなく、陛下の分しかない。

（お天気もいいし、ずっと執務室ばかりでは身体に毒だものね）

　並べられた料理に不備はないか、ミシェルは確認する。そこへ衛兵を従えたクロードが姿を現した。

　茶色のジュストコールに、白いモスリンのクラヴァット姿で颯爽とやってきたクロードに、ミシェルの胸が高鳴る。

　外で会っていたせいで、今は陛下ではなく、伯爵の子息と偽っているクロードのようで、親しみを覚えてしまう。

　そんなことを考えていると、歩いてくるクロードと目と目がバチッと合ってしまい、ミシェルは慌てて頭を下げる。

　クロードはミシェルの前を通り過ぎ、アベルが引いた椅子に腰を下ろす。

「今日は暑いくらいなので、冷えた葡ぶ萄どう酒しゅをご用意しておりますが」

　アベルがうやうやしく口にする。

「そうしてくれ。フランツ」

「は、はいっ！」

　まさか名前を呼ばれると思っていなかったミシェルは、大きく肩を跳ねさせた。

「そこに座れ」

　クロードは自分の席の斜め右手を手で示す。ミシェルは驚いてその場から動けない。

「わ、私は侍従見習いでございます。陛下とご一緒することは――」

「ごちゃごちゃ言わずに座れ」

　クロードは困惑するミシェルを一蹴する。

　急いでアベルに視線を動かしたミシェルは、先輩侍従が目配せで座るように言っているのを確認した。

「し、失礼いたします」

　ミシェルはクロードの席の斜め右手の席に座った。

　アベルが給仕を始める中、ミシェルはただ座って視線をさまよわせていた。食事をするクロードをじっと見ているのも失礼だし、かといって真正面だけを見据えるのも疲れる。というわけで、ミシェルは頭をなるべく動かさず、さまざまな場所へ視線を向けていた。

（なんの拷問なの……）

　クロードは赤紫色の葡萄酒を口にする。その仕草はとても美しい。マーサの店でスープとパンを食していたときは、特に思わなかった。

（きっと、わざと気品を見せないように食事をしていたに違いない。あの店と陛下は不釣り合い過ぎるもの）

　視線をあちこちに動かす落ち着かないミシェルを、クロードは内心楽しんでいた。

　惹かれている娘がすぐ近くにいる。元々陶磁器のような美しい肌で艶やか。顔色がよくなっているのがわかる。

　クロードはベアトリスに、ミシェルの容態を逐一報告させていた。高熱を出しているミシェルの様子を見に行きたい衝動に、彼は何度も駆られた。報告だけでよかったはずが、一度だけ様子を見に行った。それを知っているのは、看病をしていたベアトリスだけだ。

　ミシェルは眠っており、クロードが来たことなど微塵も知らない。

（こうして見ると、なぜ女だと気づかなかったのか……）

　滑らかな肌、男性とは違う華奢な骨格、唇は花びらのように可か憐れんである。

　ミシェルが気になるクロードだが、正体を知っていると悟られたくないため、無表情でいた。

　そこへヴァーノンがやってきた。

「陛下」

　ヴァーノンは頭を下げ、東屋の屋根のある中へ入った。そこでクロードの斜め前に座るミシェルを見て驚いたが、表情には出さずに言葉を待つ。

「続けろ」

「パスカルさまが急きゅう遽きょ、お戻りに。ただ今こちらへ挨拶に参られます」

「異母兄上が？」

　パスカルの動向を調べるように命令したのは、数日前のことだ。

「ヴァーノン、西棟の裏を回ってフランツを私室へ送れ」

　東西南北に尖せん塔とうをかまえる棟がある。北側に大門があり、すべての者はそこを通る。建物を中心に美しい庭園があるが、この東屋は国王の私室がある南棟の奥側にある。日当たりのいい位置の庭園に。

　クロードはフランツがパスカルと鉢合わせしないように、いつも使わない道を指示した。

「フランツ、ヴァーノンと一緒に戻れ」

　ヴァーノンはなぜ遠回りをしてまで、侍従見習いを送り届けなければならないのか、一瞬首を傾げそうになった。

　腑に落ちない命令だが、クロードの指示は絶対だ。

　そして、突然戻れと命令が下されたミシェルは意味がわからず戸惑ったが、椅子から立ち上がる。

　そのとき、にわかに南棟の出入口のほうが賑にぎやかになった。

　クロードはそちらに鋭い視線を向ける。

（遅かったか……）

　パスカルが数人の着飾った女性を引き連れて、こちらへ来るのが見える。パスカルは真紅のジュストコールに、モスリンの繊細なレースのクラヴァットを身につけ、さながら夜会に出かけるような姿だ。茶色の髪は長く、後ろでひとつにリボンで結んでいる。

　華美な装いはいつものこと。そして連れている五人は若い女性で、やはり高価なドレスを纏い、優雅に歩いている貴族の娘だ。

　その様子にミシェルはそちらのほうを見た。やってくる男性よりも、隣にいる女性に目を見張る。

（あの女性……）

　そのとき、ミシェルの頭からなにかがふんわりとかけられ、視界が遮られる。よく見ようとしていた女性が、見えなくなってしまった。

「えっ!?」

　頭にかけられたそれへ手をやれば、上質な生地。そこへクロードのよく知る香りが。

「ヴァーノン、連れていけ」

「はっ」

　足元だけ見えるミシェルは、なぜか大きな手に肘を掴まれ歩かされる。

　そこへ見知らぬ男性の声が聞こえ、ヴァーノンが立ち止まった。必然的にミシェルも踏みだした足がそのままに。

「我が国王、このようなところで食事とは、気分転換ですか？　王妃さまを思い出します」

「異母兄上、ブルーニ領にまだいるのかと思っていましたよ。ヴァーノン、行け」

　パスカルに深いお辞儀をしたヴァーノンに、クロードは命令する。

「ブノア騎士団長、久しぶりだな。国王の着衣を頭からかぶるその者は？」

　パスカルは目ざとく、ヴァーノンから上着をかぶっているミシェルへと茶色の瞳を向ける。

「異母兄上が気にする者ではありません。太陽でめまいを」

　顔を隠したままのミシェルは不可解だった。めまいを起こしたわけではない。なにか理由があるのだろうと思い、ミシェルはひとことも話さないようにした。

「パスカルさま、失礼いたします」

　ヴァーノンは断り、ミシェルの肘を引っ張るように誘導して東屋から離れた。

　なぜパスカルの目を避けるように侍従見習いを連れ出させたのか、ヴァーノンは困惑していた。

　いつものように大股で歩くヴァーノンに、ミシェルは必死についていく。その速さに呼吸が乱れるが、息を吸い込むとジュストコールの甘さと爽やかな香りを大きく吸い込んでしまい、心臓が乱れる。

　南棟の建物の中に入り、東屋が視界から見えなくなると、ヴァーノンは引っ張っていた手を放す。

「もういいぞ」

　ヴァーノンの声で、ミシェルは慎重にクロードのジュストコールを取る。

「パスカルさまは曲くせ者ものだが、陛下はどういうわけか、お前をパスカルさまの目に触れさせたくないようだ」

　探るような目つきで見つめられ、ミシェルは居心地が悪くなり俯く。

「まあいい。じゃあな」

　ヴァーノンは去っていった。

　その後ろ姿を見送り、ミシェルはクロードの私室の隣にある侍従部屋で、アベルを待つことにした。




　しばらくしてアベルが侍従部屋に入ってきた。

「フランツ、昼食にしましょう」

　侍女たちがアベルの後ろにいて、昼食を運んでくる。

「はい」

　ミシェルは侍女たちを手伝い、テーブルに食事を並べた。

　侍女らが出ていき、食べ始める前にミシェルは口を開く。

「アベル侍従、どうして僕は陛下から上着をかぶせられたのでしょうか？」

「……わからないですね。なぜなのでしょう」

　本当のところ、アベルにはわかっていた。クロードは自分が気に入ったミシェルの存在を、パスカルには隠しておきたかったのだと。

「……そうですか」

　ミシェルはそのことも気になるが、パスカルと一緒にいた女性が、クロードからもらった髪飾りを川に捨てた張本人だとわかり、心がモヤモヤしていた。

（あの女性は誰なのかしら……パスカルさまの取り巻き？　奥方さま？）

「さあ、早く食べて陛下の明日の服の用意をしましょう」

　物思いにふけってしまったミシェルに、アベルはそれを中断させるように急かした。




　翌朝、アベルと共にクロードの私室に入る。いつものように居間にクロードがいるものと思っていたが、今日は姿が見えない。

「フランツ、寝室へ様子を見てきてくれませんか？」

「えっ？　わ、わかりました」

（まだ寝ていたらどうしよう）

　うら若き乙女が、成人した男性が寝ている部屋へ行くのは躊躇してしまう。掃除をしている寝室でも、胸がドキドキ暴れてしまうミシェルだ。

（私は男。動揺しないで行かなきゃ）

　ミシェルはそろりと、クロードの寝室へ足を進めた。

　寝室の扉を静かに叩き、声をかける。

「陛下……お時間でございます」

　そしてもう一度、扉をトントンと叩く。だが、返事がない。

「……失礼いたします」

　扉を開けて、寝室へ入った。重いカーテンがほんの少し開いており、そこから朝日が入り込み、クロードのほうへ当たるおかげで様子がわかった。

　四柱式のベッドの上質な薄布のカーテンは下ろされていない。クロードが起きている気配はなかった。

「陛下……おはようございます」

　暴れる心臓を意識しないようにして、ミシェルはベッドに近づいた。

「陛下、起床のお時間です」

　ミシェルの目に、美麗な寝顔をさらしているクロードが映る。

（もう……陛下、寝ているときも美しい……）

　静かな寝息をたてて眠るクロードに、ミシェルの顔が熱くなる。

　しかし声をかけているのに、クロードは目を覚まさない。

（どうしよう……無理に起こして、眠りを妨げたと怒られない？）

「……陛下、具合でも悪いのでしょうか……？　お時間でございますが……」

　ミシェルはさらにベッドに近づき、クロードに顔を寄せて、静かにもう一度声をかける。

「ん……」

　クロードが目を閉じたまま小さく返事した次の瞬間、不意にたくましい腕が伸びて、ミシェルは引っ張られた。

「きゃっ！」

　思わず女性らしい声を上げてしまった。

（き、聞こえていないよね……？）

　胸の中で十字を切るミシェルだ。

　手から逃れることができずミシェルはベッドの上に転がされ、クロードの腕に抱き込まれてしまっていた。

「陛下っ、寝ぼけておられるのですか？」

　腕を放してもらおうと身じろぐも、いっこうに抱き込む力は緩まない。

（どうなってるの？）

　背後から抱きしめられ、クロードの吐息が耳をくすぐる。その感覚にミシェルは身を震わせた。

「陛下、陛下、僕は男です。放してください」

（じょ、女性だと勘違い……寝ぼけているのかもしれない。目が覚めて腕の中にいるのが男だと知ったら、驚かれるだろう）

　懸命に頼むが、グイッと引き寄せられてしまう。

（こんなところ、アベル侍従にだって見せられない。それに抱き心地で女性だとバレてしまうかもしれない）

「へ、陛下っ！」

　ミシェルは力いっぱい、クロードの腕から逃れるように身体を起こそうとした。意外にもすんなり起き上がれて、振り返る。

　クロードは目を開けて、クッ、クッ、クッと笑っていた。

「陛下っ！　お、おはようございます！」

　ミシェルは慌ててベッドから下りて立ち上がった。クロードへ挨拶する声がうわずっている。彼もゆっくり身体を起こした。

「フランツ、着替えを」

　まるで寝起きとは思えないほど、すっきりした表情と声だ。

「は、はいっ」

　恥ずかしいのを隠し、ミシェルはチェストの上に用意してある、着替えがのったトレイを抱えて差し出した。

「なにをやっている？　一枚ずつ渡せ」

　クロードはローブのような寝着を脱ごうとしていた。ミシェルは急いで目を逸そらす。

「あ、あのっ」

「なんだ？」

「いつもおひとりでお着替えを……」

　こんなことを言うのは、侍従見習いとして失格だろう。しかし、男性の寝起きは双子の兄フランツしか見たことがないし、裸などまったくもって問題外だ。

「男のくせに、恥ずかしいのか？」

「い、いいえ！　そ、そんなことないですが……陛下は高貴なお方ですから、目にしては……」

　苦し紛れに言い訳し、ミシェルは強く首を横に振る。

　クロードにはミシェルの動揺が手に取るようにわかり、心の中で楽しんでいた。

（しかし、からかうのはそろそろやめにしなければな）

「フランツ、カーテンを開けて出ていっていい」

「はいっ！」

　お役御免になり、ミシェルは急いで窓辺に近寄り、重いカーテンを開ける。そして寝室の出入口でクロードを見ないようにしてお辞儀をすると、出ていった。

　居間ではアベルがお茶の用意をしていた。

「陛下はお目覚めではなかったのですか？」

「は、はい……」

　抱き込まれたときのことを思うと、顔から火が出そうなくらい熱くなっていく。

「……今はお着替えになっておられます」

　手伝わないことを叱られるだろうかと、おそるおそる口にした。しかし、アベルはなにも言わずにお茶の用意の続きを始める。クロードにベッドへ引き込まれて、抱きしめられたことなど言えなかった。

　少ししてクロードが居間に現れた。

「アベル、今日はまったく起きられなかった。最近疲れているようだ。毎日フランツをつかわしてくれ」

　アベルの横で、ミシェルの肩が跳ねる。

（毎日、起こしに来いと……おっしゃった……？）

　ミシェルはギョッとして、アベルを仰ぎ見る。

「かしこまりました。侍医に疲れが取れる薬を用意させましょうか？」

「いや、薬は必要ない。もう少し様子を見てからでいい。フランツ、お茶をくれ」

　アベルとクロードとの会話によると、ミシェルは毎日寝室へ行って起こす役目を仰せつかったようだ。

「フランツ、お茶をお願いします」

「は、はい」

（さっきの寝室での出来事はたまたまよ。陛下は覚えていないみたいだし。毎日あんな風にされるわけない）

　クロードのたくましい腕に抱かれたことを、ミシェルは頭の片隅に追いやり、意識しないようにお茶を運んだ。




　それからミシェルは毎朝、クロードを起こすことになった。すでに四日間、クロードの寝室へ入り、起床の言葉をかけている。だが、寝ぼけているのか、クロードはミシェルをベッドに引き込む。

　ミシェルも五日目になると、クロードに抱き込まれてしまわないように警戒し、ベッドから離れて起こす。しかし、まったく目覚める気配がない。起こさなければならないミシェルは仕方なくベッドに近づき、ぐっすり眠るクロードに顔を寄せ、声をかける。そしてミシェルが用心していたことが起こってしまう。

（本当に寝ぼけているの？　わざとだとしたら……？　私が女だとわかっている？）

　いや、そんなわけないと、ミシェルは首を左右に振る。騙されていることを許す国王だとは思わない。

　見目麗しいクロードの寝顔をベッドで見て、心臓を高鳴らせてしまうミシェルだが、今日も不意打ちに抱き込まれてしまった。

「へ、陛下、お目覚めの時間です」

「ん……」

「陛下、お茶の用意をアベル侍従がしております」

　そう言いつつ、ミシェルの鼓動はドクドク波打つ。抱き込まれるのは何回されても慣れない。

「お前の心臓の音がうるさいから、目が覚めたぞ」

　クロードの言葉にミシェルはハッとして、身体を跳ねさせた。

「き、聞こえて――」

「もちろんだ」

「へ、陛下、申し上げてもよろしいでしょうか……？」

　無礼を承知で尋ねる。

「ああ。なんだ？」

　クロードはベッドの上に身体を起こし、薄布の布団の中で片膝を立てて気だるげにミシェルを見つめた。

「あ、あの……どこかお身体の具合でも悪いのでしょうか……？　以前は早くにお目覚めになられていたのに……」

「これが本当の私だ。お前は抱き心地がいい」

　そう言われて、ミシェルは度肝を抜かれる。

（もしかして……陛下は男が好きなの？）

　知らなくていい秘密を知ってしまったようで、あわあわと困惑する。

「薬など不要だ。お前が毎日起こしに来るんだ。わかったな」

「わ、わかりました」

　当惑しながら、返事をするしかなかった。




　クロードは政務の合間にもミシェルをそばに置いた。それはミシェルにとって頭が痛いことで、正体がバレてしまいそうで怖かった。

　その日の昼食後、南側に位置する国王専用の庭園を散歩するクロードに、ミシェルは付き添う。ミシェルの他に、衛兵三人が少し離れた後ろから護衛する。

　美しいバラが咲き誇る場所へ足を進めたクロードに、ミシェルはついていく。初めて見る黄色やピンク色などの色とりどりのバラに、ミシェルは感嘆の声を上げた。

　しかし男ならそれほど感銘を受けずにいるはず。それからはなるべく無関心を装い、クロードの後ろを歩く。

　そのとき、クロードが立ち止まり、振り返った。黒い宝石のような瞳が、空色の瞳を捉える。

「フランツ、隣を歩け」

「と、隣でございますか……？」

　国王の隣を歩くとは、恐れ多い。しかも国王の私室ではなく、衛兵も近くにおり、誰かに見られる可能性がある場所だ。

　ミシェルは動けなかった。

「早く来いと言っているだろう？」

「そ、それはできません」

　ミシェルはお叱りを覚悟で言った。

「来られないだと？　私が許すと言っているのだ」

「ですが……」

「つべこべ言わずに早く隣に来い」

　クロードは痺しびれを切らしたように声を大きくして、ミシェルの腕を掴んで隣に立たせる。

（男性が好きなのだと知られたら、お困りになるのは陛下なのに……）

　ミシェルは筋違いな考えをして、小さなため息を漏らす。

「どうだ？　このバラは他のよりも美しいだろう」

　クロードは隣に立たせたミシェルに、目の前の薄紫色をしたバラの、ビロードのような花びらに触れてみせる。

「はい。このような色は初めて見ました。こんなにも美しいバラがあるんですね」

　ついクロードの言葉に乗ってしまい、うっとりしてしまったミシェルはハッとする。

「で、でも僕は特に興味は……男ですから」

　言い訳するミシェルに、クロードは鼻で笑う。

「興味がないフリをするな。花が好きな男もいる」

　肩肘を張る娘が可愛くて仕方がない。

「綺麗なものは綺麗ですから……このバラたちは本当に美しいです」

　ミシェルは滑らかなバラの花びらに触れたかったが我慢した。

（不用意なことを言って、悟られないようにしなきゃ）

　花が好きなことを見破られてしまったが、女であることはバレないように気を引きしめるミシェルだ。

「……あの、陛下。お聞きしてもよろしいでしょうか……？」

　以前から気になっていたことを聞く機会だった。

「なんだ？　言ってみろ」

「数日前にパスカルさまと一緒にいらした女性は、奥方さまでしょうか？」

　突然こんなことを言って、不思議に思われなければいいなと思いながら聞いてみた。

「異母兄上に妻はいない。一緒にいたのは町に住んでいる上流貴族の女性たちだ。異母兄上の妻の座を狙っている」

（町に住んでいる上流貴族……やっぱり髪飾りを川に捨てた女性……）

　そんなことを考えていると、クロードが眉根を寄せてミシェルの顔を覗き込むようにして見ていた。

　ミシェルはびっくりして顔を引く。

「お前が気になるのは異母兄上か？　それともあの中の女か？」

　クロードから離れたはずが、不意に顎を持ち上げられて、問いかけるような眼まな差ざしで見つめられる。

　ミシェルの心臓がドクンドクンと、うるさいくらいに暴れ始める。

「ま、町であの中の女性を見た気がしたので、お聞きしてみただけです。ありがとうございました」

（陛下の指先が……）

「異母兄上には近づかないように」

　困惑し挙動不審に目を泳がせるミシェルに、クロードは真剣に言い渡した。




　クロードはバラ鑑賞を終えると、衛兵を従え直接執務室へ行き、ミシェルは国王の私室へ向かった。

「失礼します」

　国王の居間へ入ったミシェルは、そこにいると思ったアベルが見当たらず、首を傾げる。

「アベル侍従？」

「フランツ、談話室にいます」

　談話室へ通じる扉は開かれており、そこからアベルの声が聞こえてきて、ミシェルは向かう。

「陛下はバラ園から執務室へ向かわれました」

　ミシェルはアベルに報告したところで、手にしている深緑色のジュストコールに目を奪われる。

「なんて素敵な色味なのでしょう！」

　深緑色のジュストコールは、襟や袖などに金糸で刺繍が施されている。

「これは六日後の王城の大広間で開かれる舞踏会で、陛下がお召しになるものなのですよ」

　アベルは誇らしげに顔を緩ませる。

「素晴らしいです！　この金糸の刺繍が実にエレガントですね」

　ミシェルはこれを身につけたクロードに、想像が膨らんでいく。

　華やかなドレスのイヴォンヌとクロードが、大広間で優雅に踊っているところだ。美しいイヴォンヌと、優艶なクロードは招待客をうっとりさせることだろう。

「アベル侍従、僕は陛下の付き添いができるのでしょうか……？」

　ひと目でもいい。大広間で踊る麗しいクロードの姿を見てみたいと、ミシェルは思ってしまい口にした。

　アベルは毎回付き添うのだが、ミシェルのことはクロードからまだその指示はない。

　パスカルの目にミシェルを触れさせたくないと考えているクロードが、同行させることはないだろうと、アベルは考えている。

「ロドルフ侍従頭は付き添われませんでした。なので、今回も私ひとりだと思います」

　そう言われてミシェルは落胆した。

（まだマナーも知らない私なんか、侍従見習いとして付き添えるはずがないわね……）

　そう思っても、舞踏会の〝ぶ〟の字も知らない田舎いなか暮らしのミシェルは、クロードの姿はもちろんのこと、煌きらびやかな紳士淑女が楽しむのを見てみたかったとがっかりした。

「私はこれを衣装部屋に置いてきますから、フランツは寝室のカーテンを引いておいてください」

「はい！」

　アベルは慎重にジュストコールを抱え、衣装部屋に消えていき、ミシェルは寝室へ向かった。




　翌朝、アベルとミシェルが国王の居間へ入ると、クロードがソファに座り書類を読んでいた。

　また今朝も起こすのだと思っていたミシェルは、ホッとしたような気持ちと残念な気持ちが交互にやってくる。

「陛下、おはようございます」

　アベルはソファに腰をかけているクロードに近づき、うやうやしく挨拶をする。その後ろで、ミシェルも頭を下げる。

　クロードは書類を読むのに忙しそうだ。

　アベルが淹れたお茶をミシェルはクロードの元へ運び、邪魔にならないように静かにテーブルの上へ置く。

　お辞儀をして戻ろうとしたとき、クロードが書類から顔を上げた。

「フランツ、あとでバラ園へ行き、香りのいいバラを摘んでここに飾ってほしい」

　昨日行ったバラ園へまた訪れたいと思っていたミシェルは、笑顔になる。

「はい！　かしこまりました！」

　もう一度深く頭を下げた。




　アベルに花瓶の大きさを確認したミシェルは、意気揚々とバラ園へ向かった。用意した、籐とう籠の中に庭師用のハサミが入っている。ミシェルが歩くたびに、籠の中のハサミがあちこち揺れ動き、彼女の楽しい気分が表れているようだ。

（陛下は香りのいいバラをって、言っていたわね）

　バラの品種によっては、いい香りを放たないものもある。だが、ここに植えられているものすべてが、うっとりするような香りを持っているように、ミシェルは感じた。

　バラ園に入った瞬間から、甘い香りと共にどこか果物の香りも漂ってくる。ミシェルは大きく呼吸して、その香りを胸いっぱい吸い込む。

（ずっといられそうなくらい、素敵な場所）

　バラ園の中央には白いテーブルと椅子が置かれており、アベルによればときどきここでクロードはお茶を楽しむそうだ。

（そんな機会があり、付き添えればいいな）

　ミシェルはそんなことを考えながら、居間のテーブルに飾るバラを探す。

「あ！　これ……」

　背丈ほどの樹に咲いた濃いピンク色のバラへ、鼻を近づけクンとにおいを嗅ぐ。

「いい香り！」

　このバラと白バラの二種類を飾ることに決めた。いろいろな色を交ぜてごちゃごちゃした感じよりも、シンプルなほうがクロードの好みに思えたからだ。

　ミシェルは濃いピンク色のバラの茎に手を伸ばした。棘とげに気をつけながらハサミで切っていく。

「珍しい髪色をしている男だな」

　すぐ後ろで声がした。

　知っている男性の声ではない、威圧的な物言いにミシェルは驚き、ビクッと肩を跳ねさせた拍子に、棘が人差し指に刺さる。

　痛みに息を呑み、振り返る。すると先日東屋にやってきた男性、クロードの異母兄パスカルが、大きな帽子をかぶった女性の腰に手を置き立っていた。

　髪飾りを川へ放った、あの女性だった。ふたりはとても親密そうである。

　赤が好きなのだろうか、前回と似たような赤いジュストコールを着たパスカルと目が合い、ミシェルは慌てて深くお辞儀をする。

「その服は侍従だな？」

　顔を下げたままで「はい。国王陛下の侍従見習いでございます」と言った。

「顔を上げろ」

　横柄に許可され、頭を戻した。ミシェルの顔を見たパスカルの表情が驚いたように変わる。

「ずいぶん女っぽい侍従見習いだな」

　顔を信じられないくらい近づけられ、のけぞったミシェルは咲き誇るバラの上に倒れそうになった。

「あっ！」

　足元がふらついたミシェルの手首をパスカルが掴む。そのおかげでバラの中へしりもちをつくことは免まぬがれた。

「……ありがとうございます」

「お前、手首も女みたいに細いんだな」

　なにかを探るような視線に、ミシェルの心臓が縮み上がる。

「ぼ、僕の祖父は、侍従頭のロドルフ・ブロンダンでございます」

　疑いを持たれる前に祖父の名前を出した。

「なるほど。ブロンダンは今では白髪だが、そのように見事なプラチナブロンドの髪だったな。あの男の髪色を覚えている」

　尊大な態度が少し和らぐ。

「陛下の侍従見習いは、ずいぶん美少年だこと。パスカルさま、そう思いませんこと？」

「そうだな、アリス。いつになく女みたいな美少年だ」

　パスカルの茶色の目が、見透かすようにミシェルを見つめた。

「本当に。女性だと言われても、誰も疑いませんわ」

　アリスは口元に手を置いて、上品に笑う。

　針のむしろに立たされているようで、ミシェルの心臓はバクバクと不規則に波打っていた。

「私の侍従になれば、楽をさせてやるぞ」

　ミシェルを気に入ったようなパスカルを見て、アリスは彼の腕に手を絡ませる。

「パスカルさま、行きましょう。私に珍しいバラを早く見せてくださいな」

「ああ。そうだったな。確か向こうにあるはずだ」

　パスカルはアリスの腰に再び手を置くと、その場を立ち去った。その姿にミシェルは安堵のため息が口から漏れる。

（びっくりした……それにしても、あの探るような目つきは気になる……）

　そこで左手の指がジンジンと痛むことに気づく。指を見て「あっ！」と声を上げる。人差し指から血が流れ、少し腫れていた。

　摘んだバラが入った籠を地面に置いて、ポケットからハンカチを出して血を拭う。指先のせいか、ズキズキと痛んでいる。

（早く白バラも摘んで帰ろう）

　奥へ向かったパスカルが戻ってくる前に……と、ミシェルは近くに咲いている白バラの樹木へ行き、棘に触れないよう慎重に切った。




　バラ園から戻り、棘を丁寧に取りながら花を活け終わって手を見る。両手にいくつもの傷がついていた。

　元々家では家事もこなしており、白魚のような手とはほど遠いが、傷だらけの手を人前に出すのは恥ずかしい。特にクロードには、みっともなくて見られたくない。

「フランツ、綺麗に活けられましたね。色味も香りも素晴らしいです」

　替えのカーテンを抱えたアベルが立ち止まる。美しく仕上がった花を見て、満足そうだ。

「これで大丈夫でしょうか」

　ミシェルは不安げな表情になる。

　こんなに豪奢な陶器の花瓶にバラを活けたことはない。ミシェルがいつも活けていたのは、小さな瓶に野花ばかりだ。

「私がやるより上手ですよ」

「よかったです。活けたことがなかったので……」

　フランツだったら本当のことだ。

「カーテンをつけ替えたら、陛下のご昼食の用意をしましょう」

「はい！」

　絨毯が敷かれた床に膝立ちをしていたミシェルは、立ち上がった。




「フランツ、手が傷だらけじゃないですか」

　ミシェルがテーブルにクロードの昼食を並べていると、アベルが気づき顔を顰める。

「平気です。これくらいなんともありません」

「あとで傷薬をあげましょう」

　そこへクロードが姿を見せ、ふたりの近くで足を止めた。

「傷薬とは？」

　ミシェルは手を見られたくなくて、そっと後ろに隠そうとした。だが、クロードの視線がいち早く追い、手首を掴む。

「ああっ……」

　両手を上げられたミシェルは、いたたまれない気持ちで俯く。

　クロードはハッと息を呑んだ。

「いったいどうしたんだ!?　傷だらけじゃないか！　ここは赤く腫れている！　バラのせいか？」

「ぼ、僕が不器用だったので。お見苦しいものを……申し訳ございません！」

　ミシェルは俯いた頭をさらに下げる。しかし、クロードに掴まれている手はどうすることもできずにいた。

「アベル、今すぐ侍医見習いを呼べ！」

「か、かしこまりました」

　アベルが慌てて出ていくと、ミシェルはソファのほうへ連れていかれ、座らされる。

「陛下のお食事が冷めてしまいます」

　ミシェルがなにを言っても、クロードは聞いていない様子だ。彼がまだ手首を掴んでいるのも、ミシェルは困惑している。

（これ以上見られたら、女だってバレちゃう）

「へ、陛下、痛みはないので、大丈夫なんです」

「これで痛みがないだと？　嘘をつくな。なぜ早く侍医見習いに診せなかった!?」

　クロードの顔が強こわ張ばっている。

「いや、私のせいだな。すまない」

「ええっ？　陛下のせいではありません！　わた……僕は陛下の侍従見習いでございます。なんなりと、ご用をお申しつけください」

　ミシェルは侍従見習いだ。死ねと言われたら死ぬことも厭わないくらいでないと、侍従の資格はない。

「こ、こんな傷で陛下がお心を痛める必要はないのです」

（今の陛下は、町で会ったときの優しいクロードみたい……）

　そこへアベルがベアトリスを伴って、部屋へ入ってきた。

「陛下、侍医見習いをお連れしました」

　アベルに促されたベアトリスが、ミシェルの前に進み出る。

「左の指が特にひどい。早く診ろ」

　ミシェルの手はクロードからベアトリスに移動する。

　ベアトリスはミシェルが女性だということを黙ってくれている。クロードの手が離れて、ミシェルは少し気持ちが落ち着いた。

「陛下、診ていただくので、お食事をお召し上がりください」

　治療されるところをじっと見られたくはないミシェルは、クロードに進言する。彼はなにも言わずに立ち上がり、テーブルへ向かった。

　クロードが離れ、ミシェルは胸を撫で下ろす。ベアトリスは慎重に傷を診ていき、薬を塗る。

「陛下のおっしゃられたこの傷だけは、薬を塗ってから包帯で巻いておきます。腫れは明日には引くかと思います」

　ベアトリスはミシェルに傷薬の瓶を渡すと、クロードの元へ行った。そして報告をして居間を出ていった。

「フランツ、こちらへ来て座れ」

　ベアトリスを見送ったミシェルは扉のところで控えていたのだが、クロードの命令にビクッと肩が跳ねる。

（座る……？　陛下が食事中、おそばに……？）

　躊躇していると、「なにをしている!?　早く来い！」と苛立ちを見せられる。

　ミシェルは急いでテーブルに近づく。

「ぼうっと突っ立っているな。座れと言っただろう？」

「は、はい！」

　示された前方の椅子に「失礼いたします」と言ってから腰を下ろした。

　私室にあるテーブルは四人がけのものだ。前回と同じようにミシェルは当惑しながら、なにをすることもなく、クロードが食べ終わるまでただ座っていた。




　その夜、ミシェルは布団の中で昼間の出来事を思い出していた。

（パスカルさまの目つきが気になる……私が女だとわかったみたいな……。ううん、あれだけでわかるはずがない。それだったら陛下も気づいているはず。とにかく会わないように気をつけよう）

　ふたりの男性に手首を掴まれたのだが、今思い返してドキドキと心臓が高鳴るのは、クロードのほうだった。




　翌日の夕方、政務を終わらせたクロードは私室へ戻った。入室すると、アベルとミシェルがいつものようにかしこまった様子で待っていた。

「陛下、お風呂になさいますか？」

「いや、気分転換がしたい。風呂の前にバラ園でワインを」

　クロードはいつになく疲れたような表情をしている。

「かしこまりました。すぐにお持ちいたします」

　アベルが部屋を出ていく。ミシェルも彼を追おうとするが、クロードに名前を呼ばれる。

「フランツ、お前は私に付き添え」

「はい」

　ミシェルはきびきびした態度で扉を開き、クロードを通してから、あとを追う。もちろん衛兵ふたりもついてくる。




　陽が落ちるまであと一時間ほどだ。そよそよと吹く風が気持ちいい。

　再びバラ園に来られたことで、ミシェルは顔を緩ませて、クロードの数歩後ろを歩いていた。

　バラ園の扉に到着し、クロードが立ち止まる。扉などは侍従や衛兵が開けることになっている。

　ミシェルは素早く扉へ近づいたが、首を傾げた。バラ園の扉が大きく開いていたのだ。鍵はかけられておらず、誰でも入れるようにはなっていたが、国王のお気に入りの場所だと知られており、そこを訪れる者は今までいなかった。

（昨日はちゃんと閉めたはずなのに……）

「申し訳ございません。昨日しっかり閉めていなかったようです」

　即座に扉の不備をクロードに謝る。

「かまわない。あの傷では注意力も散漫になるだろう」

　クロードの何気ない優しさに、ミシェルの心が温かくなる。

「今後は気をつけます」

　頭を下げるミシェルの頭に、ふんわりと手が置かれた。

（え……？）

　驚くミシェルの横をクロードは通り過ぎ、色彩豊かなバラの道に足を進めていく。だが、少し行ったところで、彼の足が止まった。

　目線の先に年老いた侍従がおり、バラの花だけを摘んで籠に入れていた。すぐ近くに、腕を身体の前で組み、侍従のやることを監視するようなパスカルがいる。

　そこでパスカルがクロードに気づき、近づいてきた。

「陛下、素晴らしいバラ園のバラをありがとうございます」

　パスカルは優雅にお辞儀をする。ミシェルはバラの花だけが取られた茎を見て、胸が痛くなった。そこの一角だけが見事に切られていた。

「異母兄上にバラをやる約束をした覚えはないが？」

　怒りを堪えているのか、いつもよりクロードの声は低めだ。

「確かにお約束はありませんが、昨日そこの侍従見習いが摘んでおりましたので、問題ないと思いました」

　そこの侍従見習い、と口にされ、ミシェルは息を呑む。

「フランツ、昨日ここで異母兄上に会ったと報告がなかったが？」

　クロードの射るような瞳がミシェルに向けられた。

「申し訳ございません。ご報告するのを忘れていました……」

　指の傷の手当てなどで、話す機会を失ったのが原因だ。

「陛下の侍従見習いはバラにも引けを取らず、実に可憐だ」

　わざと可憐と言ったのだろうか。ミシェルの肩がギクッと跳ねる。

「異母兄上は言葉を勉強したほうがいい。男に可憐とは使わない。そのバラをどうする気で？」

　クロードは一蹴し、年老いた侍従の持っている籠へ視線を向ける。その中は赤いバラがこんもり盛られていた。どれも花の原形をとどめておらず、花びらが散らばっている。

　国王を前にして、年老いた侍従は顔を上げられない状態だ。

「風呂に入れるんです。湯に浮かぶ赤いバラは血のようで実に美しい。さて、このくらいでいいだろう。陛下、失礼させていただきます」

　パスカルは仰々しいお辞儀をクロードにして、立ち去っていく。年老いた侍従は青くなりながら、頭を上げられない状態にもかかわらず、さらにお辞儀をしてそそくさと通り過ぎた。

　クロードがパスカルを強く叱責しないのは、彼が母親違いの兄だからだ。彼以外の者が同じことをしていたとすれば、罰は免れなかっただろう。

　ミシェルはパスカルが去ったあと、クロードが小さくため息をついたのを聞き逃さなかった。それを苛立ちのため息と感じ取ったミシェルは、口を開く。

「ご報告をせずに、申し訳ありません」

　クロードは今の状況ではなく、昨日ミシェルの存在がパスカルに知られていたことを懸念していた。

（異母兄上は、この者が女だとわかったのか……？）

「……フランツ、戻るぞ」

「は、はい」

　クロードは来た道を引き返し、ミシェルも遅れを取らないよう小走りで追った。




　その夜、ミシェルはアベルと夕食を食べていた。

「アベル侍従、お聞きしたいことがあるのですが」

　手に持っていたパンを置いて、改まった様子で聞く。

「聞きたいこととは、なんでしょう？」

「陛下とパスカルさまは、仲がよくないのでしょうか？」

「……そうなのですが、この話を私たちが軽々しく口にするのは芳しくありません。おいおいわかるはずです」

　アベルのその言葉で、ふたりに確執があるとわかった。




　そして舞踏会の当日。この数日、アベルとミシェルが居間に入室すると、クロードはちゃんと起きていたが今日は姿がない。確信犯であることはアベルにはわかっており、すぐさまミシェルに頼む。

「フランツ、起こしに行ってください」

「た、たまにはアベル侍従が……」

　目上の人に言うのはためらわれたが、また抱きしめられたりでもしたら、心臓がもちそうにない。

「フランツ、お願いします」

　アベルが行った場合、クロードが怒るのは、アベル自身でも目に見えている。そう考えて、きっぱり言った。

（なんといっても陛下のお気に入りですから）

「……わかりました」

　ミシェルはクロードの寝室へ向かった。やはりクロードはまだ眠っていた。

「陛下、朝でございます」

　少し離れた場所から声をかける。しかし、横たわる身体はピクリともしない。

「お時間です。お目覚めになってください」

　そろりとベッドに近づく。そのとき、クロードがゆっくりと気だるげに身体を起こした。

「カーテンを開けてくれ」

　クロードの目覚めのよさにホッと安堵したミシェルだ。

「はいっ！」

　ミシェルは窓辺に近づき、カーテンを開ける。太陽の光が寝室に射し込み、ミシェルは眩しさに目を瞬しばたたかせ、振り返った瞬間驚く。すぐ後ろにクロードが立っていたのだ。気だるげな表情のクロードだ。

　言葉をなくしていると、ミシェルの両手がいきなり持ち上げられた。

「へ、陛下っ？」

「傷はよくなったようだな」

　クロードの英知ある瞳がミシェルの手を見つめている。その瞳にミシェルの心臓が、ドキドキと高鳴ってきた。

「はい。すぐベアトリスさんに診せていただいたおかげです。ありがとうございます」

　ミシェルは笑顔でお礼を口にした。クロードの手が離れ、ミシェルはお辞儀をして寝室を出ようと足を向ける。

「フランツ、これを手すきのときに読んでおけ」

　分厚い本を手渡され、ミシェルはキョトンとする。

「こ、これをですか？」

　厚みはいつも食べるふっくらとした丸いライ麦パンくらいで、かなりの重みがある本だ。装丁が美しく、汚れなどは見られないが、かなり年季の入っているもののように見える。

「侍従になるには教養も必要だからな。しっかり読んでおけ」

「はいっ！」

　侍従見習いをいつまで続けられるのかミシェルにはまったくわからないが、クロードに認めてもらった気分になり、嬉しかった。

「ありがとうございます！」

　ミシェルは本を胸に抱えて寝室を出た。弾む気持ちを表しているのか、後ろでひとつに結わかれたプラチナブロンドの髪が、左右に大きく揺れている。

　その後ろ姿を見ていたクロードは、笑いを堪えていた。

（どう見ても女だな。初めて見たときに気づかなかったとは……）

　扉が静かに閉まり、クロードはごく普通の政務服を手にして、着替えを始めた。

　今夜は舞踏会。社交界シーズンの始まりの舞踏会は、地方の領主や町に住む上流貴族の楽しみである。今日はこの日を狙って地方からやってきた領主たちとの謁見が行われ、いつもより多忙である。

　居間に戻ったミシェルは、窓のそばにいたアベルに声をかける。

「アベル侍従、陛下はすぐに来られます」

　ミシェルはクロードから渡された本を、扉に近いチェストの端に丁寧に置いた。

「フランツ、その本は？」

「陛下が侍従になるには必要だから読んでおくようにと。お借りしました」

「そうですか。陛下が……」

　アベルは感慨深げに頷く。

「これはアベル侍従も読まれたのですよね？」

「えっ？　いや、まあ……そんなところです。さあ、お茶を淹れましょう」

　アベルはフランツから離れ、お茶の用意を始めた。




　その日、陽が落ち、城内にランプが至るところに灯された頃――。

　王城に着飾った貴族たちが、四頭立ての豪華な馬車で次々と到着する。

　ミシェルはクロードについて舞踏会に行くことはできなかった。がっかりはしたが、深緑色のジュストコールとズボン、艶やかなサテン生地のクラヴァット、膝までのグレーのブーツといった姿はエレガントで、凛々しい国王陛下を見ることができたので、所願は叶えられた。

　スラリとした高身長に、男らしい肩幅、眉目秀麗のクロードは神々しく、招待客の老若男女問わず魅了することだろう。

　部屋の窓を開けると、気持ちのいい風に乗って楽団の美しい調べが聴こえてくる。ミシェルは机に両肘をつき、顎をのせた姿勢でしばらく音色を楽しむようにうっとりしていた。

　今夜はお役御免である。侍従服の上着を脱いで、白いシャツ姿のままのくつろいだ格好でいた。

「きっと大広間はドレスの花が咲いたように、綺麗なんだろうな……」

　想像したらワクワクしてきて、思わず呟つぶやくミシェルだ。

　真珠や宝石などがあしらわれたドレスには縁がないが、やはりミシェルとて女だ。綺麗なドレスを一度は着てみたい願望はあった。

「でも、私には必要ない……」

　ひとりごちてからため息をつき、机の端に置いていた分厚い本を引き寄せる。今朝、クロードから渡された本だ。

　こんなに見事な本に触れるのは初めてである。

　汚れないように一枚一枚丁寧にめくってみると、ベルナディス国の歴史の章がある。

「歴史……重い、重い……」

　今はもっと違うものを読みたい。

　ミシェルは半分ほど飛ばして、さらにページをめくった。そこで社交ダンスの図解が目に入る。

「社交ダンスかぁ……侍従には必要ないのかもしれないけれど、万が一お相手を務めることもあるのかな……」

　図解は見事で、以前祖父に教えてもらったことを思い出す。ということは、祖父も社交ダンスを勉強したのだと考えられた。

　ちょうど素敵な曲も聴こえてきて、踊ってみたくなったミシェルは立ち上がり、記憶にある足の動きをしてみる。

「手はこうして……」

　目の前に男性がいると想像し、肩に軽く置くようにして、ミシェルは足を動かした。パートナーがいないせいか、意外と踊れている気がしてきたミシェルだ。

　クルッとターンしてみたり、優雅に舞ってみたりしているうちに、目の前にクロードがいる気分になってしまった。

　そこではたと気づき、立ち止まる。

「……エスコートする側を勉強しないといけないのに」

　ミシェルは重いため息を漏らしてから、乱暴に椅子を引いて座る。

　社交ダンスの章を飛ばし、パラパラめくる。食事のマナー、刺繍などもあった。

「侍従って大変なお仕事ね……それもそうよね。なんといっても、国王陛下のおそばにいるんだもの」

　王城へ来てもうすぐ半月になる。

（おじいちゃんはどうやって、フランツと私を入れ替えさせるの……？）

　クロードを騙していることで罪悪感いっぱいなのだが、あと少しで離れると思うと悲しい気持ちに襲われる。

（陛下は好きになってはいけない人……）

　王城を出たら、陰ながらでも見守っていたいが、遠い人だ。

　まだ続く楽団の美しい音色を聴きながら物思いにふけっていたそこへ、突然部屋の扉が開いた。

　驚いて振り返った視線の先に、パスカルが立っていた。舞踏会に出席しているはずの彼はニヤニヤ笑いながら、椅子から飛び上がるようにして立った、ミシェルのほうへやってくる。

「パ、パスカルさま！　いったい!?　舞踏会へご出席されているはずでは？」

　嫌な予感に襲われたミシェルは、距離を取ろうとしてじりっと後退する。

　パスカルは艶やかな真紅の生地で作られたジュストコールを身につけており、華やかである。パスカルは常に社交界の主役だ。

　舞踏会を楽しんでいる、宴もたけなわな頃に、侍従見習いの部屋にやってきた。ミシェルは困惑どころか恐怖を感じていた。

「そんなに驚かなくてもいいだろう？」

　パスカルは口元に笑みを浮かべる。

「侍従見習いの……、部屋になんのご用でしょうか……？」

「お嬢ちゃんに用があるからだ」

「えっ!?」

　ミシェルは耳を疑った。

（お嬢ちゃん、と言った……？）

　女だと正体がバレていたようだ。だが、かまをかけているのかもしれない。

「意味がわかりません」

　ミシェルはあくまでもしらばっくれる。

「どういうつもりで、男しかなれない侍従見習いなんてしているんだ？」

　とぼけるミシェルに、パスカルは楽しそうだ。

　答えられないでいるミシェルに、彼が手を伸ばした。

「あっ！」

　プラチナブロンドの髪を結ぶリボンがほどかれ、ふんわりと顔の周りに髪が舞う。

「やっぱり美しい」

　困惑によって陶磁器のような肌を赤らませたミシェルに、パスカルは満足げに頷く。

「僕は男です！」

　言い張るしかないミシェルだ。

「まだ断言する気か……いいだろう。私の目に狂いがないことを教えてやろう」

　リボンがパスカルの手から床に落ちる。

　ミシェルは身の危険を感じて扉のほうへ逃げようとしたが、簡単に腕を掴まれて、放り投げられるようにベッドに転がされた。

「ううっ……」

「女を知り過ぎている俺を騙すことなんて、できるわけないだろう？」

　クックックッと、喉の奥で楽しそうに笑うパスカルに、恐怖を感じた。ベッドから逃げようと身体を起こす。

　だが、パスカルのほうが俊敏で、ミシェルは倒された。仰向けになった足にパスカルが乗り、両肩がシーツに押しつけられた。

「い、いったいなにを!?　放してくださいっ！」

　パスカルが王族だということは頭から抜け、強く言う。

「まだ男のフリをするというのか？　楽しませてくれる」

　ニヤリと口角を上げたパスカルは、ミシェルのシャツの胸元を鷲わし掴づかみにして、勢いよく下に引っ張った。

「ああっ！」

　ビリビリとシャツが破れ、胸を巻いた布が露出する。

「思った通りだ。見事に胸の膨らみを押さえつけているじゃないか」

　それからパスカルは思いっきり布を引き下げた。

「きゃあっ！」

　ミシェルは胸の膨らみを両手で隠す。

　恥ずかしいよりも、知られてしまったことがショックで、気が遠くなりそうだった。

「女だと認めろ」

　パスカルは、うつろな瞳になったミシェルに言い放つ。

「お前を犯すことが目的じゃない。そそられる身体だが。お前のような身分の低い女ではな。まあ、時期が来たら抱いて啼なかせてみたいものだ」

　ミシェルの足からパスカルの重みが消える。ベッドから下りて、彼女を見定めるような視線を送っていた。

　ミシェルは急いで身体を起こし、シャツで胸の露出を隠す。パスカルに乗られていた足が痺れたようにジンジンしている。

「……あなたの目的とは、なんですか？」

　パスカルは開いていた窓の観音扉を閉めて振り返る。人間味を感じさせない表情のパスカルに、ミシェルの心臓が跳ねる。

「国王陛下を殺せ」

　冷たい声色だった。ミシェルは信じられない言葉に凍りついた。

「女だとクロードに知られれば、お前は一生牢獄か、首をはねられるだろう。私は王位継承第二位だ。クロードが死んだあかつきには、莫ばく大だいな報酬をやろう。私の側室になりたければしてやる」

「な、なにを言っているんですか！　陛下を殺すことなどできません！」

　ミシェルは大きく左右に首を振る。

「ならば、クロードを欺いたお前の祖父も死ぬまで牢獄、もしくは首切りだな」

　ミシェルの心臓が鷲掴みにされたように痛んだ。

「そんな……祖父は関係ありません！」

「関係ない？　お前をここに連れてきた張本人だろう？　どういうつもりで侍従見習いをしている？　そんなことはどうでもいいが」

　ミシェルは身体の血がすべて下に移動する感覚に襲われる。

（どうしよう……）

「侍従見習いならば、クロードが口にするものに毒を入れるのも簡単だろう」

　パスカルはポケットから小さな小瓶を出した。

「これはすぐには効かず、数時間後に死ぬ。だから犯人がお前だとは気づかれない」

「陛下に毒を盛るなんてできません！」

　ミシェルは吐き気を覚えた。実際、喉元まで先ほど食べた夕食が戻ってきている感覚だ。

（陛下を殺すなんて、考えただけでも頭がおかしくなりそう……）

「気が強い女も嫌いじゃないぞ。ますます気に入った」

　泣きそうになりながらも言いきるミシェルに、パスカルは冷たい笑みを浮かべる。

「お願いです。陛下を殺すなんて考えないでください」

「それはできないな。私は今まで母の出自が悪いために、虐げられて生きてきたんだ。クロードがいなければ次の国王は私だ。クロードには死んでもらう」

　クロードが生まれてから、パスカルはいつも二の次になっていた。第一王子だが、なんの力もなく、常に第二王子のクロードがもてはやされていた。

　彼はクロードの失脚、もしくは死をずっと望んでいたのだ。

「逃げようとしても無駄だぞ。お前が逃げれば一族もろとも死しかない」

「ええっ!?」

（一族……）

　ミシェルは八方塞がりになってしまった。

「お前はクロードを殺して、大金を手にするしか道はない。いい条件だろう？」

「……考えさせてくれませんか？」

　時間が欲しかった。『殺せ』と言われて『はい。殺します』などと、平和に育ってきたミシェルにできるわけがない。しかもミシェルが惹かれている国王陛下だ。

「却下だ！　お前はやるしかない。一週間以内に殺せ」

　ミシェルの口から小さな悲鳴が漏れる。

　考える時間も与えず、有無を言わせないパスカルだった。

「わかったな。お前の家族の命は、お前の手にかかっている。もちろんこの秘密を知ったお前も、失敗したり逃げれば命はない」

　パスカルは念を押して部屋を出ていった。机の上には、彼が持っていた毒が入った小瓶が置かれていた。

「どうすればいいの……？」

　小瓶に触れるのも怖い。ミシェルの身体が小刻みに震えている。愕然としたまま、その場に膝からくずおれ、両手で顔を覆って泣きだした。

　頭の中が真っ白で、考えることもできずにしばらく泣いていた。




　どのくらいの時間が経ったのだろうか。顔を上げてもう一度机の上の小瓶を見る。

（陛下を殺すことなんてできない。私がまいた種なのだから、女だと告白し、陛下の命をパスカルさまが狙っていることを話そう）

　期限は一週間。

（陛下に話す前になんとかして、祖父にこのことを伝えて逃げてもらわなければならない）

　その夜、ミシェルは寝ずに、どうすればロドルフたちを助けられるか考えていた。
















第四章　ミシェルの決心













　翌朝。ミシェルはパスカルに破かれてしまったシャツを畳み、その間に毒の入った瓶を入れ、見られないように引き出しの中にしまう。

（侍従服のシャツが、もう一枚あってよかった）

　まだ折り目のついたシャツに腕を通して、上着を着る。鏡を見て、髪からつま先まできちんとしているか確認していると、控えめなノックの音がした。

「はい！　今行きます！」

　ミシェルはブーツの踵かかとの音をさせ、扉に向かった。

「アベル侍従、おはようございます」

「おはようございます。フランツ。おや、眠れませんでしたか？　目が赤いですよ」

　侍従としてほんの少しのことにも敏感なアベルは、ミシェルをひと目見て気づく。

「陛下からお借りした本を読んでいたら、おもしろくて……」

　鏡を見て自分の目が赤いのを知っていたミシェルは、理由をちゃんと考えていた。

「そうでしたか。あの本をおもしろいと思えるのはいいことですよ」

　アベルは顔を緩ませると、歩き始める。

「はい。昨晩は大広間から素敵な曲が聴こえてきて、それに合わせて踊ったんですよ。でもアベル侍従、僕たちが社交ダンスを覚えても、そんな機会があるのでしょうか？」

「ま、まあ……知識として入れておくのは必要なことですよ」

「そうですよね。陛下のおそばにいるのですから」

　ミシェルはにっこり笑った。心の中は不安だらけだったが、その分、元気なフリをする。

「舞踏会はいかがでしたか？　陛下は踊られたのですか？」

　どんな様子だったのか、アベルの話からほんの少しでも垣間見たかった。

「とても華やかで素晴らしい舞踏会でした。陛下は残念ながら踊られなかったのです。ダンスの名手でもあるのですが」

　アベルはその理由について知っていたが、今ここで口にすることはできなかった。

「陛下はダンスがお上手なんですね」

「もちろんですよ。お相手を軽やかに、そして優雅に踊らせるんです」

　ミシェルはクロードがダンスをしているところを、一瞬だけ頭に浮かべた。

「イヴォンヌさまは、いらっしゃらなかったのですか？」

「どうしてそう思うのですか？」

　階段を上りながら、アベルは少し後ろからついてくるミシェルに尋ねる。

「お妃さまの第一候補ではないのですか？　イヴォンヌさまとなら、陛下も踊られるのではないかと思ったのです」

（やっぱり陛下は男のほうが好き……？）

　ミシェルはその考えを振りはらうように、小さく頭を左右に振る。

「まあ、それはどうなるかわかりませんね。さて、今日の陛下のお茶はなににしましょうか」

　アベルが曖昧に言ったとき、扉の両側に立つ衛兵が見えてきた。

　ふたりは衛兵に扉を開けられ、陛下の私室へ入室する。

「フランツ、陛下を頼みますね」

　居間にクロードの姿はなく、アベルに頼まれたミシェルは寝室へ向かう。

　扉を開けると、クロードはまだ横になっていた。

（舞踏会でお疲れなのかも……）

　ミシェルはカーテンを開けながら声をかける。

「陛下、朝でございます」

　今日も天気がいい。眩しい太陽の光が寝室に降り注いでいる。しかしクロードはピクリとも動かない。

「陛下、起きてください」

　ミシェルは窓辺から離れ、ベッドに近づき過ぎないようにして立つ。いつもならここでクロードのくぐもった眠そうな声がするのだが。

「陛下……？」

　昨晩のパスカルのクロードへの恨みが脳裏に蘇よみがえると共に、『死』のひと文字にミシェルの心臓がドクッと跳ねた。

　クロードはいつだって狙われている立場なのだ。

「陛下！　陛下っ！」

　ミシェルは血相を変え、クロードの身体を揺する。次の瞬間、長い腕に抱きしめられた。

「ええっ！」

　クロードの胸から顔を上げて、空色の瞳で注視する。

「陛下……」

　心の中に安堵が広がる。

「大きな声を出すとは、新手の起こし方か？」

　クロードの声が楽しそうだ。

「へ、陛下がお目覚めにならないから、なにかあったのかと……」

　ミシェルは安堵のあまり、クロードの腕の中にいることも気にならずにいた。それどころか泣きそうだった。

「なにをそんなに心配しているのだ？　私は健康体だ。寝ているうちに死ぬことなどない」

「健康体でもお立場上、陛下は……あっ！」

　クロードはミシェルをぎゅっと抱きしめた。

「そんなに心配をしてくれるとは。嬉しいぞ。侍従が板についてきたのだな」

　抱きしめられ、心地いい低音がとても耳に近い。

（ずっとこのままでいられたら……。それはできない……）

　そう思って、ミシェルの気持ちが再び暗く沈んだ。

「……放してくださいっ！」

　ミシェルは力を振り絞って、クロードの腕の中から逃れた。

「泣いたり怒ったり、忙しいやつだな」

　乱暴に腕の中から逃れたミシェルに怒りを見せることもなく、残念そうにため息を漏らすクロードだ。

　ベッドのそばに立ち困った顔になったミシェルを、クロードは片肘をつき、なにを考えているのかわからない表情で見ていた。




　ミシェルは午前の休憩時間に、南棟の一階にある侍医室へ向かった。誰も自分を見張っている者がいないかを、頻繁に確認しながらだ。ところどころに立っている衛兵しかいない。

（この衛兵の中に、パスカルさまの息がかかった者がいませんように）

　侍医室の前に立ち、扉を叩く。すぐにベアトリスが扉を開けた。ミシェルの姿ににっこり笑顔になる。

「フランツ、どうぞ入って」

　ベアトリスはミシェルを侍医室へ招き入れる。

「はい。陛下が眠れないようなので、薬をいただきに」

　ミシェルは周りを見ないようにし、嘘の用事をあえて口にしてから中へ入った。

　扉を閉めてミシェルは室内を見回した。部屋に人影はない。

　侍医室は人がひとり横になれるくらいの幅のベッドが二台と机に椅子、きちっと整頓された薬の瓶が収められた戸棚があるだけの、簡素な部屋だ。

「座って」

　ベアトリスはミシェルをベッドに座らせる。それから自分はすぐ近くの椅子に腰を下ろす。

「陛下は眠れないの？　父が戻ってきたら、すぐに陛下の元へ行かせるわ」

「い、いいえ。それは嘘なんです。すみません。ベアトリスさん、あなたしかお願いする人がいなくて。なにも聞かずに私の祖父へ、手紙を持っていってくれませんか？　ここなんですが……」

　家までの道のりを書いた地図をベアトリスに渡す。ミシェルの必死な顔にベアトリスは当惑した顔になる。

「緊急なことなの……？」

「はい。お願いです！」

　ミシェルは内ポケットから祖父宛の手紙を出し、頭を下げながらベアトリスの目の前に差し出す。

　懸命なミシェルにベアトリスはなにかあったのだと、手紙を受け取る。

「ありがとうございます！　ベアトリスさん、祖父に手紙を渡したら、なにもかも忘れてください！　行くことも誰にも話さないで」

「……今日ちょうど町へ行く用事があるから、そのついでに渡してくるわ」

「ありがとうございます！」

「フランツ、なにもかも忘れてって、本当にどうしたの？」

　必死なのはなにかあったに違いないと、ベアトリスはミシェルを見つめる。瞳は怯えているようだった。それを一生懸命に隠している。

「それは……一週間以内にわかります。私のことは、なにも知らないフリを」

　ミシェルはそれだけ言うと、ベッドから下りて扉へ向かう。

「フランツ、私ではあなたの力になれないの？」

　ベアトリスは強張った後ろ姿に問いかける。ミシェルは振り返り、そっと微笑む。

「もう充分に力になってくださっています。本当に……よろしくお願いします」

　扉の前で深く頭を下げると、侍医室を出た。

　侍従部屋に戻りながら、ベアトリスが引き受けてくれてよかったと安堵していた。

（ううん、ホッとするにはまだ早いわ。事態を知ったおじいちゃんが、王城へやってくるかもしれない）

　手紙には昨晩のことを書いた。そして母を連れてまず叔母の元へ行き、みんなで隣国へ逃げてほしいと強くお願いした。

（どうか私のことはかまわずに行って……おじいちゃん）




「――ンツ、フランツ」

　アベルに呼ばれて、ミシェルはハッとする。クロードの夕食の用意をしている最中だったことを思い出し、急いで謝る。

「すみません！」

「ぼんやりしてどうしたのですか？　陛下がまもなくお見えですよ」

　アベルの言葉のあとに、扉が開きクロードが颯爽と入ってきた。今日はいつもより一時間ほど遅い夕食だ。クロードは料理がのったテーブルに近づき、椅子に腰を下ろした。

「これを陛下に」

　アベルはワインの瓶をミシェルに渡す。

「はい！」

（気をつけなきゃ。今は考えちゃダメ）

　ミシェルはワインの瓶を受け取り、静かにテーブルに向かう。

　食事の席に着いたクロードは、ミシェルの様子を見ていた。そこへワインの瓶を持ったミシェルが近づいてくる。

　丁寧な仕草でグラスにワインを注いだミシェルに、クロードが口を開く。

「フランツ、そこに座れ」

　クロードは斜め前の席を顎で示す。

「えっ？　こ、ここにですか？」

「そう言っている」

　クロードの鋭い瞳で見られると、なにもかも見透かされてしまいそうで、座りたくなかった。しかし、クロードの言葉は絶対だ。

　ミシェルは静かに着席した。

「お前も飲め」

　この国の飲酒の許される年齢は、十五歳だ。

　クロードの言葉にミシェルの目が大きく見開く。

「ぼ、僕もいただくのですか？」

「そう言っている。腹を空かせたままでは、酔いも回るだろう。料理も食べろ」

　クロードは少し離れたところにいるアベルに視線を向ける。

　アベルはすぐさまやってきて、ミシェルの前に皿とグラスを置いた。それからアベルはワインをミシェルのグラスに注ぐ。

「飲め」

「は、はい。いただきます」

　ミシェルは極上のワインを口にした。ワインを飲み慣れていないミシェルは、ほんの少し口にする。家で滅多に飲まないワインより、はるかに美味しいのだろうが、味はさっぱりわからない。酔っぱらってしまったら大変だ。一度、ワインを一杯飲んで正気をなくしたことがある。

　翌日、起きてフランツにバカにされ、母が息子を叱ってくれたことを思い出した。

（……おじいちゃんはわかってくれたかな……お母さんを連れて、家を早く出て……）

　ロドルフは家族のためにミシェルを男装させたわけだが、どうやらそれが仇あだになってしまったようだ。

「なにを考えている？」

「な、なにも考えていません」

　つい物思いにふけってしまったミシェルの顔が一瞬強張る。

「そうか？　思い悩んでいる顔をしているように見えるが？」

　自分が女で、パスカルに脅おどされていると、今話すのが一番なのかもしれない。しかしそれでは祖父と母が逃げる時間がない。パスカルとクロードから……。

（まだ話せない）

　ミシェルは無理に笑みを浮かべた。

「陛下のお近くなので、緊張をしているだけです」

「緊張などしないでいい。お前の喜怒哀楽を見るのがおもしろい。そのままでいろ」

　クロードは身体を椅子の背もたれに預け、くつろいだ様子でワインを飲む。

「僕はそんなに表情に出していますか？」

「ああ。出している。今まで私の周りには、お前のような者はいなかった。料理も食べろ」

　自分の前にある肉料理をナイフとフォークで切り、ミシェルの皿に置く。

「陛下、もったいないことでございます。陛下がお召し上がりください」

　クロードのしたことに、ミシェルは目を見張る。それは、少し離れたところにいるアベルも声も出せないほど驚くことだった。

　ミシェルが来てから、アベルはクロードの知らなかった一面をたくさん見ている。

　クロードはなおも別の料理を取り分けており、思わずミシェルは手を出した。指が彼の手に触れる。

（私ったら、なにをしているのっ？）

　急いで手を引っ込めて俯く。そんなミシェルにクロードは口元を緩ませた。

「しっかり食べているのか？　顔色も悪いし、元気もないようだ」

「はい。ちゃんといただいています……」

「ならば今も、私を気にせずに口にしろ」

　そのあともクロードはミシェルに食べさせようと、自ら料理を取り分けるのだった。




　舞踏会の日から五日が経った。ベアトリスが翌日に祖父に手紙を渡したと報告してくれ、胸が少し軽くなっていた。だが、そのあとの祖父の行動はわからない。そのことにミシェルはやきもきしていた。

　もうすぐ約束の一週間だ。パスカルからはなにもなく、あのときのことは夢だったのではないかと思いそうだった。

　だが、破られたシャツの間に、毒の入った小瓶はちゃんとある。小瓶を見るだけでも、身体が震えてくる。

（おじいちゃんとお母さんは村を出たと信じて、今日陛下に告白しよう）

　どんな罰でも受け、祖父はなんとか許してもらおう。パスカルが告げた一族皆殺しだけは絶対にあってはならない。

（陛下は助けてくれるだろうか……パスカルさまの企たくらみを、信じてくれることを祈るしかない）

　毒の入った小瓶を受け取ったと話しても、パスカルが否定したら罪に問われないだろう。パスカルがミシェルに渡した証拠がないのだ。

　そんなことを考えながら談話室の床を磨いていたミシェルの元へ、アベルがやってきた。

「フランツ、バラ園へ行って、花を摘んできてくれませんか？　陛下が居間にご所望です」

「わかりました！」

　ミシェルは屈めていた身体を起こして、にっこり笑う。

「あ、くれぐれも棘には気をつけてください」

「はい。大丈夫です。ここを拭き終わったら摘んできます」

「よろしく頼みます」

　アベルが談話室から出ていった。




　ミシェルは籠とハサミを持って南棟を出た。

（心を込めてバラを飾ろう……）

　侍従見習いは大変なことが多かったが、楽しかった。こんなことがなかったら、侍従見習いを辞めたあと、侍女や下働きの身分として働きたかった。クロードを欺く男装のミシェルではなく、女のミシェルとして。クロードの近くでは働くことができないが、滅多に見られなくてもそばにいたかった。

（そんなのは、もう無理だわ……）

　自分の罪はよくわかっている。しかし、家族だけは守りたかった。




　色とりどりのバラが放つ、うっとりするくらいの香りの道を進んでいく。ここはパスカルに会った嫌な場所でもあるが、クロードと歩いた素敵な時間の思い出のほうが大きく、ここへ来ると幸せな気分になる。

　侍従見習いのフランツではなく、村娘のミシェルとして出会った伯爵の子息クロードが恋しい。けれど彼は、自分が仕えているクロード陛下と本当は同じ人。

　最近のミシェルはクロードと接するたびに、偽りの伯爵の子息として振る舞っていたときの彼を思い出している。

（私、いつの間にか陛下を好きになっちゃったんだ……）

　なおさら好きな人を窮地に陥れることなんてできない。

　ふと薄紫色のバラが目に留まった。

「この色も素敵……これと、薄いピンク色のバラを飾ったら、居間が華やかになる」

　バラの美しさに、思わずミシェルの口から感嘆の声が漏れる。

　咲き乱れる薄紫色のバラの茎に手を伸ばしたとき――。

「ずいぶんと悠長なことだな。期限は明日までだぞ」

　ミシェルはハッとして振り返る。すぐ後ろにパスカルが腕を組んで立っていた。

　驚いた拍子に、棘がミシェルの手の甲に当たった。かすり傷ができ、傷口からみるみるうちに血がにじんでくる。

「それくらい、なんでもないだろう？　もっとひどいことだって私には可能だ」

　茫ぼう然ぜんとするミシェルに、パスカルは数歩歩き、距離を縮める。

「もう時間がないぞ？　わかっているな？」

　彼は念を押すようにミシェルににじり寄る。小刻みに震えてくる足で、ミシェルは立っていた。

（どうしよう……ここはなんとか切り抜けないと……）

　怖じ気づきそうな心を強く持とうと、下唇を噛む。

「どうした？　声が出せなくなったのか？」

　今のパスカルは茶色い瞳に、猟奇的な色を浮かべていた。

「まだ決心できないのなら、させてやろうか？」

　静かな口調が余計に恐ろしさを感じさせる。パスカルはミシェルに腕を伸ばした。硬直して動けないでいるミシェルの首をがっちり掴む。

「細い首だな。力加減をしなければ折ってしまいそうだ」

　ミシェルの喉の奥から「ひっ」と小さな音が漏れる。それから息ができなくなった。パスカルの手が彼女の首を強く締めつける。

（私、ここで死ぬの……？）

　目の前がかすみ、身体の力が抜けていく。

　意識が遠のき始めたミシェルの両手が、身体の横にだらんと垂れた。

　しかし、不意にミシェルは自由になり、その場に倒れ込む。呼吸が苦しく、身体を丸めて咳をしながら、肺に息を取り込もうと喘あえぐ。

「ゴホッ、ゴホッ……」

「明日中に必ず殺せ。さもなくば、お前の一族は皆殺しだ。どこへ逃げても探し出す。わかったな。クロードを殺せ」

　パスカルが非情な声色で告げ、立ち去ろうとしたそのとき――。

　彼の仮面のような顔が崩れた。

　そこにクロードとヴァーノン、第一騎士団の騎士らが現れたのだ。

「ヴァーノン、異母兄上を捕まえろ」

　クロードの声で、地面に伏せていたミシェルは驚いて顔を上げた。そして慌てて身体を起こすが、足元がおぼつかない。

「ミシェル！　大丈夫かっ!?」

　クロードは、陶磁器のような肌の色が、さらに紙のように白くなっているミシェルを支える。

　少し離れたところで、ヴァーノンがパスカルの両腕を後ろ手に拘束した。

「放せ！　なぜ私を捕まえる!?」

　パスカルは押さえつけられている身体を思いっきり動かし、ヴァーノンの手から逃れようとしている。

　しかし、屈強で鍛錬を毎日しているヴァーノンに、社交界にしか興味のないパスカルのひ弱な身体では太刀打ちできない。

「くそっ！　放せ！　私は第一王子だぞ！　そいつを捕まえろ！」

　パスカルは、今にも倒れそうでクロードに支えられているミシェルを指差す。

「そいつは女だ！　国王を騙していたんだぞ！　死罪にしろ！」

　もはやプライドもなく叫ぶパスカルに、クロードは冷静な眼差しを向けている。

　パスカルに女だと正体をバラされたミシェルは息を呑んだ。先ほどクロードがミシェルと呼んだことに気づいていない。

　クロードに支えられていたミシェルは、弾かれたように離れ、地面にひれ伏す。

（女だと知られてしまった。こんな形で知られたくなかった……）

「ミシェル、なにをしている？」

　クロードの口から『ミシェル』と名前を呼ばれ、ハッと顔を上げて食い入るように見つめる。

「どうして……」

　ミシェルには、なにがなんだかわからなかった。

　パスカルは捕まったが、家族が心配だった。パスカルの手の者に家族が殺されると思うと、背筋が凍る思いだ。

「家族が……」

　力なく呟くミシェル。クロードは地面に片膝をつき、パスカルに絞められて痕が赤くなっている首に指で触れる。

　その瞬間、ミシェルの身体がビクッと跳ねた。

「ヴァーノン、異母兄上を連れていけ」

「御意」

　ヴァーノンは逃げようと暴れるパスカルと共に、立ち去った。衛兵ふたりを残し、第一騎士団らも去っていく。

　クロードは、困惑した表情のミシェルに手を添えて立たせた。

「家族は無事でいるから安心しろ」

　不安そうなミシェルに微笑む。

「お前が女だと知っていた」

「ええっ？　い、いつからですか？　ゴホッ……」

　その声は掠れていた。

「侍医に診せよう。顔色もまだ戻っていない」

「だ、大丈夫です」

　断るミシェルを無視し、クロードは抱き上げた。まるで王子が姫を抱き上げたような姿だ。

「陛下！　下ろしてくださいっ！」

「黙っていろ。声を出すな」

　国王に何度も抱き上げられる侍従見習いなど、いまだかつていない。

「侍医に診せて、落ち着いたら説明してやる。だから今はなにも話すな」

　クロードに抱き上げられたのは、これで三度目だ。美麗な顔を近くで見ていられなくて、ミシェルはぎゅっと目を閉じた。

（陛下の表情は柔らかい気もするけれど……これからどうなってしまうのだろう……）

　ミシェルは早く侍医室に着くことを願った。




　侍医室のベッドに寝かされたミシェルは、ベアトリスの父であるマティアス侍医に喉を診てもらっていた。ベアトリスが優秀だといっても、やはり経験豊富なマティアス侍医には及ばない。クロードが、マティアス侍医に診させるように指示したのだ。

　幸い、すぐによくなるとのマティアス侍医の診立てで、クロードは安堵した。

　舞踏会の日の夜、パスカルがミシェルに近づいたのは報告を受けていた。そしてそのあと、ミシェルの様子がおかしく、ベアトリスに手紙を頼んだこともわかっていた。クロードはヴァーノンに、内密に行動するよう指示をして、ベアトリスと共にロドルフの元へ行かせた。そこでミシェルが送ったロドルフ宛の手紙を確認し、ブロンダン家を安全な場所へ移動させたのだった。

　パスカルの企みの決定打を待っていたため、ミシェルを大変な目に遭わせてしまった。首を絞められたとき、バラの茂みから飛び出ようとしたクロードだが、ヴァーノンに止められたのだ。証拠として、どうしてもパスカル本人の口から『国王を殺せ』と言わせなければならなかった。

　クロードがパスカルに命を狙われていたのは即位の頃からで、今まで決してしっぽを出さなかった。

　パスカルを失脚させるには、この機会を利用する他なかったのだ。

　ミシェルの状態が安堵するもので、クロードは愁眉を開いた。

「さあさ、薬をお飲みなさい。喉の痛みが和らぐ」

　マティアス侍医は黒い粉をミシェルの口の中へ入れ、水を飲ませる。とても苦い薬だが、今のミシェルはこれからのことが心配で、それどころではない。

　マティアス侍医の後ろにベアトリスがいる。ミシェルが薬を飲むのを見守ったマティアス侍医は振り返り、クロードに頭を下げる。

「二、三日でよくなるかと思われます」

「わかった。では明日また診るように」

　クロードはベッドに座るミシェルに近づき、驚くことにまた抱き上げた。

「へ、陛下っ、歩けます！」

「お前は黙っていろ」

　だいぶ顔色も戻っており、ひとりで歩ける状態になった。それなのに、クロードにお姫さま抱っこをされて、ミシェルの頬は色づく。

「こうしたほうが、お前の顔の血色がよくなる」

　クロードは当惑しているミシェルに微笑み、扉へ向かう。

「あの、陛下」

　口を開くとクロードの宝石のような瞳でジロリと見られ、ミシェルは押し黙る。

　クロードは私室に向かっていた。

　ところどころに立っている衛兵らも、国王が侍従見習いを抱き上げて歩いていると驚いていたが、かろうじて顔に出すことはせずにいる。

　私室の扉が衛兵によって開けられると、中にいたアベルがふたりを見て、ホッとしたような顔をして頭を下げた。

　ミシェルには、どうしてアベルの顔がそんな風になるのかわからない。

「陛下、ご無事で」

　そのひとことで、ミシェルは今回の件をアベルも観取していたのだと悟る。

「お茶が飲みたい。ミシェルの分もだ。談話室にいる」

「かしこまりました」

　アベルはうやうやしく頭を下げた。

　談話室に入り、ミシェルはようやくソファに座らされた。クロードが隣に腰をかけると、ミシェルは即座にソファから下りて床に膝をつく。

「陛下、騙して申し訳ありません！　祖父と家族はお助けくださいっ！」

「知っていたと言っただろう？　膝をつく必要はない。ここへ来い。それから、ロドルフと母親は、別の場所で安全に過ごしている」

　それでも動かないでいるミシェルに業を煮やしたクロードは立ち上がり、彼女を無理やりソファに座らせた。

（陛下はお怒りではないの……？）

　クロードは執務机の引き出しから髪飾りを手にして、ミシェルの隣へ行く。そしてミシェルの膝の上に髪飾りを置いた。その髪飾りにミシェルの目が大きく見開かれる。

「これは……川でなくした……陛下っ、どうして……？」

　ミシェルは髪飾りを宝物のように持って、クロードに首を傾げる。

「お前がマーサの店から消えたあと、ヴァーノンらを招集して探させたのだ。あのとき、侍従見習いのフランツがミシェルと同一人物だと知った」

「陛下……」

（知っていて、侍従見習いをさせていたって、どういうこと……？）

　クロードの考えがわからず、困惑しているミシェルは、空色の瞳で見つめる。そこで扉が叩かれ、アベルがお茶を置いて出ていった。

「あとで、見ていた町人から、その髪飾りが川に落ちた経緯を聞いた。貴族の女が投げ捨てたと」

「……私が馬車の近くに飛びだしてしまったせいなんです。それに……こんなに高価な髪飾りは、私に相応しくありませんでした」

　ミシェルはクロードにそっと髪飾りを差し出す。

「なにをしている？　それはお前のものだ」

　クロードは形のいい片方の眉を上げて、差し出された髪飾りを受け取らない。

「見れば見るほど、これは私などがつけられない高価な髪飾りです」

　頑として、髪飾りを差し出す手を引っ込めようとしないミシェルから、クロードは渋々受け取る。わかってくれたのだと、ミシェルは安堵した。だが、クロードは彼女の耳の上に髪飾りをつけた。

「陛下っ！」

　クロードは笑いながら、今度はミシェルの後ろでひとつに結ぶリボンを、スルリと外した。艶やかなプラチナブロンドの髪がサラリと背に流れる。

「見事な髪だ。サファイアの髪飾りがよく似合っている。これは母のものだった」

　クロードに褒められてミシェルの頬が赤く染まるが、戸惑った表情は変わらない。

「王妃さまの!?　それならなおさら、私がいただくわけにはまいりません！」

　ミシェルは大きく頭を左右に振った。

　それほど大事なもので、見つかってよかったと、ミシェルは胸を撫で下ろす。

「私がお前に身につけてほしいのだ。そんなに心配する必要はない。気を楽にして喉を潤せ」

「私が女だと、あのときから知っていたなんて……」

　クロードの考えていることがわからないミシェルは、胸のつかえが取れたわけではない。

「お前が去っていくとき、フランツの顔とお前の顔がダブったのだ。それが、お前の高熱で確信に変わった。ベアトリスには、私はお前が女だと知らないように振る舞わせた」

　クロードの説明にミシェルは首を傾げる。そんな仕草ひとつ取ってもクロードには可愛い。

「どうして……私が女だと知らないフリをしていたのですか？　アベル侍従は？」

「アベルもそのとき知った。私はお前に惹かれ、手放せなくなっていた」

　クロードは大きな手で、ミシェルの両頬を囲むように触れる。初めて見る甘さを含んだ黒い瞳に、ミシェルの心臓がドクッと高鳴る。

「へ……いか……」

「ロドルフは罪だと知り、お前を侍従見習いにしたのは土地のせいか？」

　クロードの手のひらの中で、ミシェルは小さく首を横に振る。

「戦争で夫を亡くした、身体の弱い叔母がいて……薬は値段が高いので……。陛下っ、おじいちゃんは切羽詰まっていたんです……」

　祖父と自分のやったことは、許されることではない。ミシェルはシュンと視線を下に向けた。

「そんな顔をしないでいい。土地の件ではなかったのか。しかしお前に会うことができたのは、神の思し召しだろう」

　クロードはフッと笑い、ミシェルの唇に自分の唇を重ねた。

　キスをされたミシェルは、驚き過ぎて目が真ん丸になり、固まったままクロードを見つめる。

「こういうときは、目をつぶるもんだ」

　クロードは笑いながら、唖然となるミシェルを離す。

「いっ、今っ、キスを！」

「もう我慢できない」

　クロードの色気たっぷりの顔が、真正面から見られない。ミシェルは火が出そうなくらい、顔が熱かった。

（もう我慢できないって、どういうことなの……？）

「ミシェル、私を見ろ」

　クロードの長い指で、ミシェルの顎が持ち上げられる。英知ある黒い瞳に自分が映っていた。

「私が気持ちを抑えていたのが、わからなかったんだな？」

「ま、まったくもって……あ！」

　わからないと答えようとしたが、ベッドに引き込まれたことを思い出す。

「陛下？　いつもお目覚めがよかったのに、急に起きられなくなって……」

「そうだ。お前に触れずにはいられなかった」

　クロードはカップに手を伸ばし、ひと口お茶を飲む。

「私は、陛下が男好きなのかと――」

「ゴホゴホッ！」

　ミシェルの突拍子もない言葉に、クロードは口にしたお茶にむせる。

「陛下、大丈夫でございますか!?」

　咳をするクロードの背中に、ミシェルは触れようとした。だがその手が止まる。クロードは、ミシェルが馴なれ馴れしくできない高貴な人だ。

「……どうした？　背中を叩いてくれないのか？」

「私は陛下を……お慕いしています。最初は伯爵の子息としてのクロードに惹かれました……そしてお仕えしていくうちに……でも、あなたは国王陛下です……」

「キスをしたのに、まだそのようなことを言っているのか？　しかも伯爵の子息のフリをしていた私と、国王の私は同じだろう？」

　クロードは深いため息を漏らし、ミシェルの額にキスを落とす。

「……違います……伯爵の子息のクロードさまは、親しみやすかったです」

　ミシェルは首を左右に振った。

「だからあれも私の一部分だ。覚悟しておけ。もっと私を好きにさせる」

「ええっ？」

　思いも寄らないクロードの言葉に、目をパチクリさせる。

「なぜそんなに可愛い？　異母兄上に会わせたくなかったのだが……お前には大変な目に遭わせたな」

　そこでミシェルはハッとする。

「陛下、パスカルさまが毒の入った小瓶を、私の部屋に置いていったんです。取ってまいります」

　すっくと立ち上がると、クロードも腰を上げた。

「毒が入った小瓶など、危なくてお前に持たせられない。私も行く」

「私よりも陛下のお命が大事です」

　クロードは嬉しそうに口元を緩ませ、ミシェルを引き寄せる。

「陛下っ！」

「お前にはつい触れたくなる。行こう」

　クロードはミシェルの背に手を置き、談話室を出た。私室から廊下に出たとき、ヴァーノンがやってきた。

「陛下、パスカルさまは東棟の地下牢に」

「ちょうどいい。お前も来い。ミシェルの部屋にある毒がなんの毒か調べよ」

「御意」

　ヴァーノンは深く頭を下げ、クロードとミシェルの後ろからついてくる。彼はクロードから内密に動くように命令を受けたとき、ミシェルが女の子だと聞いてもいたが、リボンを解いた美しさに、内心驚いていた。




　ミシェルは部屋に入り、引き出しにしまった引き裂かれたシャツから小瓶を出した。シャツを見せるつもりはなかったのだが、クロードがそれを手にしてしまった。

「あっ！」

「なぜ引き裂かれている？　まさか!?」

　クロードは、パスカルが舞踏会の日にここを訪れたことは、衛兵から報告を受けていた。ほんの数分いただけで、危ない目に遭う時間はなかった、と。

　事後報告で、パスカルがミシェルの部屋を訪れたと知り、彼は憤った。自分が近くにいたなら、部屋に踏み込んでいたはずだった。

「だ、大丈夫です！　シャツを引き裂かれただけです」

　リボンを下げられ、胸を見られたことは言えなかった。

「ヴァーノン、報告がなかったぞ。確認しろ」

「かしこまりました」

　ヴァーノンは小瓶を持って立ち去った。

「陛下、本当にシャツを引き裂かれただけなのです」

「ミシェル、巻き込んでしまい、すまなかった。異母兄上の目に触れさせるつもりはなかった」

「あ！　だから東屋で陛下のジュストコールが私の頭に……」

　ずっとクロードに守られていたのだ。ミシェルは嬉しくなり、笑顔がこぼれる。

「お前にはずっと笑っていてほしい。可愛過ぎるぞ」

　再びクロードはミシェルを腕の中に閉じ込め、プラチナブロンドの髪に唇を押し当てた。




　そのあと、横になってゆっくり休むようにとミシェルを部屋に残し、クロードは出ていった。

　扉が閉まり、ミシェルはへなへなとベッドに座る。

　いろいろあり過ぎて、クロードが出ていった今は緊張感が解け、ひどい疲れを覚えていた。

「おじいちゃんたちが助かってよかった……陛下のお怒りもなかったし……」

　元々は楽天家であるミシェルだ。

（一時はどうなることかと思った。でも……侍従見習いはできなくなるから、陛下とお別れ……）

　そう思うと、切ない思いと共に涙が出てきた。

　ベッドに横になったミシェルは、髪飾りを髪から取って、手の中に収める。そこで眠気に襲われ、目を閉じた。




　ミシェルに夕食を持ってきたアベルは、扉の外から声をかけて入室する。廊下のランプと月明かりを頼りに中へ進み、机の上にトレイを置いて隣のランプに火を灯す。

　部屋の中が温かいオレンジ色に包まれた。

「食事を持ってきましたよ」

　ベッドに近づき、起こそうとしたアベルは驚く。ミシェルが額から汗をにじませ、ぐったりしていたのだ。

　アベルは慌てて部屋を出て、侍医室へ行った。クロードへの報告は今はできなかった。クロードはパスカルの件で、東棟の地下牢へ行っている。

　急いでマティアス侍医にミシェルを診てもらい、ベアトリスが看病に付き添う。

　アベルはクロードの私室へ向かった。

　クロードはなかなか戻ってこなかった。彼にとって母違いの兄を詰問するのはつらいことだ。

　愚異母兄だったが、パスカルの日頃の仕事の怠惰さには目をつぶり、温情をかけていた。パスカルに取り入り、娘を嫁がせようとしていた上流貴族たちも、今回捕らえられたことで離れていくだろう。




「陛下、お疲れのこととお察しします。今日は早くお休みください」

　ヴァーノンは数歩前を歩くクロードに声をかける。

　パスカルが収監されている東棟の地下牢を出てから、クロードは一度も口を開かなかった。

　ヴァーノンの言葉から少しして、深いため息がクロードから漏れる。

「……酒に付き合ってくれ」

「はっ」

　酒で気を紛らわしたいのならば、とことん付き合おう。そう思ったヴァーノンだ。

　廊下を進み、南棟の出入口が見えるところまでふたりは戻ってきた。そこに、出入口に立っている衛兵の前を行ったり来たりしているアベルがいた。

「ああっ、陛下！」

　アベルはクロードの姿を目にして飛んできた。

「フランツが、いえ、ミシェルがひどい熱でございます」

「なんだと!?」

　クロードはブーツの踵を響かせて、南棟へ入った先の螺ら旋せん階段を駆け上がった。

　ミシェルの部屋へ入ると、立っているベアトリスには目もくれず、ベッドへ大股で近づく。

　愛おしい娘は苦しそうに眠っていた。

「アベル侍従が食事を持ってきたときにはこういう状態でした。熱は高いですが、二、三日で下がるかと思われます。前回のような風邪ではなく、今回は疲れからなので、休養すれば元気になりましょう」

「首を絞められたのが原因ではないのだな？」

「心労がたたったのかと……」

「この華奢な身体で、いろいろ耐えていたのだろう。しっかり看病を頼む」

　クロードはミシェルに近づき、頬に手を滑らせる。

「早くよくなれ。ミシェル」

　それから額の熱を手のひらで確かめ、部屋を出ていった。




　まだ外が暗い早朝に目を覚ましたクロードは着替えを済ませ、ミシェルの部屋へ向かう。ひと晩中心配で、よく眠れなかったクロードだ。

　廊下はまだ厚いカーテンが閉じられ、ランプが灯されている。明るくなるのは一時間後くらいだ。まだアベルも眠っている時刻である。

　あまりにも早い時間に姿を見せた国王に、王城を守る衛兵らは驚きを隠せない。

　静かにミシェルの部屋へ入ったクロードに、ベッドの近くでウトウトしていたベアトリスが気づく。

「陛下っ……」

　ベアトリスは慌てて立ち上がり、膝を折り、お辞儀をする。

「楽にしろ。ミシェルの容態は？」

　身体を起こし、背筋をピンとさせたベアトリスだ。

「まだ熱が下がっておりませんが、呼吸は楽になったようでございます」

「お前は戻って少し休め。私がそばにいる」

　そう話すクロードの瞳は、眠るミシェルしか見ていない。

「それでは少しここを離れさせていただきます」

　ベアトリスはもう一度お辞儀をしてから、部屋を退出した。

　枕元にサファイアの髪飾りがあった。ミシェルが握りながら眠ってしまったのを、ベアトリスが邪魔にならないように枕元に置いたのだ。

　長いまつ毛が頬に影を落とし、ミシェルは静かに眠っている。クロードは彼女の隣に身体をそっと横たえた。

　肘をシーツにつけ、頭を上げた状態でミシェルを見つめる。触れられずにはいられなくなり、頬にかかるプラチナブロンドの髪のひと房を優しく払う。

　クロードはしばらく見守っていた。そのとき、不意にミシェルの目がパチッと開く。最初はぼんやりした瞳だったが、隣にいるのがクロードだと認識すると、飛び跳ねるようにして身体を起こす。

「あ……」

　上体を起こしたミシェルはめまいに襲われた。頭がフラフラしている。

「まだ起きるのは無理だ」

　クロードは額に手を置いているミシェルの肩に手を添え、もう一度横にならせる。

「陛下……私……」

（この感じは熱があるのは間違いない。どうして陛下が横に……？）

「つらくはないか？」

　ミシェルを見つめる黒い瞳は、温かみがあり優しい。

「大丈夫です。私、あの、また……ご迷惑をおかけしてしまったみたいで……」

「疲れたようだ。ずっと気を張っていたせいだろう」

　添い寝をする状態でいるクロードに、ミシェルはどうしていいのかわからない。添い寝など、小さい頃に母マリアンヌがしてくれたくらいだ。

　フランツとは仲がいいが、男女の差があるせいか、一緒のベッドで眠ったのはその差がわからなかった小さい頃まで。

　クロードのベッドに引き込まれ、後ろから抱きしめられたことはあるが、相手は国王陛下だ。慣れることはなく、ミシェルはいつでも胸をドキドキ高鳴らせてしまう。しかもクロードは長い指で、彼女の頬をゆっくり撫でている。

「へ、陛下、ずっとここにいらしたのですか？」

（どうしよう……そんな風に撫でられていたら、愛されているように思ってしまう）

　ミシェルは戸惑いの瞳をクロードに向ける。

「先ほどまでベアトリスがいた。まだ夜明け前だ。私が見守っているから、その大きな目を閉じて眠れ」

　クロードは上体を横にして、ミシェルの首の下に腕を差し入れ、抱き寄せた。

（う、腕枕っ？　これが、腕枕……？）

　ミシェルは異性がどうやって愛情表現をするのか、マーサから聞いたことがあった。

　まだ彼女が恋を知らないときのことだ。母親にはそんなことは聞けなかった。

　なぜそんな話になったかというと、ミシェルは美少女だから、いつか上流貴族に見初められるかもしれないとマーサが言ったことからだ。

　そのときミシェルは、好きになった人ではなければ、上流貴族でも結婚はしないと言いきった。

　自分が好きになり、相手も愛情をたっぷり注いでくれる人が理想だ。形ばかりの夫婦では嫌だった。上流貴族同士の婚姻では愛情がないことも多いと、マーサは教えてくれた。村娘の自分を好きになってくれる貴族の男性がいるわけないと、そのときは笑っていたミシェルだったが。

　隣で腕枕をしてくれる人は上流貴族どころか、この国の国王陛下だ。ミシェルは今だけ、このあり得ない幸せを心に留めておこうと思った。

　まるで小さい頃に読んだおとぎ話のようだった。

（でも私はお姫さまじゃない……）




　それから三日後、ミシェルの熱が下がり体調もよくなった。その間、空いている時間を見ては、クロードはミシェルの部屋を訪れていた。

　夕方、熱が下がりやることがないミシェルは、退屈しのぎにクロードから借りた本を読んでいた。侍従見習いを辞めるミシェルには必要がないのだが。

　そこへ扉が叩かれ、アベルが顔を覗かせる。

「アベル侍従」

　ミシェルは椅子から立ってアベルを出迎える。

「体調はどうですか？」

「もう大丈夫です。ひとりで陛下のお世話をさせてしまい、すみません……」

「いえいえ、陛下は元々自分のことは自分でするお方です。私を気遣ってくださっていますよ」

　アベルは申し訳なさそうなミシェルに笑いかける。

「ミシェル、陛下が一緒に夕食を、とのことです」

「えっ、あ、あの……」

　ミシェルは戸惑い、アベルと目が合うと顔を赤らませた。

「食事の前にまずやることがあります」

「やることですか……？」

「ええ。ついてきてください」

　アベルは先に部屋を出て、廊下を奥へ進む。ミシェルはキョロキョロしながらついていく。侍従部屋は階段から近く、二階のその先へは足を踏み入れたことがない。

　たくさんある扉のひとつをアベルが叩いて開ける。促されて入ったミシェルは、「あっ！」と驚く。談話室のような部屋のソファにイヴォンヌが座り、侍女ふたりが控えていたからだ。

　イヴォンヌはミシェルの姿に立ち上がると、親しみを込めた笑顔で近づいてくる。

「やはり女性でしたのね？　男性にしてはお肌が綺麗過ぎると思っていましたの！」

「申し訳ありません。フランツではなくミシェルといいます」

　ミシェルが申し訳なさそうに頭を下げたところで、アベルが口を開く。

「イヴォンヌさまが、あなたにドレスを選んできてくれたんですよ」

「ドレスを……？　私が着るのですか……？」

　よく見れば、ミシェルの瞳と同じような水色のフリルとレースがたっぷりあしらわれたドレスを、ふたりの侍女が腕にかけて持っていた。

「ええ。陛下に頼まれましたの。さあ、お支度をしましょう」

　イヴォンヌはにっこり笑う。

「陛下に……」

　絶対に着ることはないと思っていた、夢のようなドレスだった。

（これを着て陛下とお食事……）

　ミシェルは一度も身につけたことのない高価なドレスに触れるのも怖い。

「それではあとで迎えに来ます」

　困惑しているミシェルに声をかけ、アベルが出ていった。

「さあ、着替えましょう」

　イヴォンヌは困惑顔のミシェルを促した。




　ミシェルがおそるおそる姿見の前に立つと、侍女ふたりの手によってあっという間に着つけられ、化粧もされて、鏡に映る自分に目を疑った。

「これが私……？」

　まるで貴族の令嬢みたいに見える。

　プラチナブロンドの髪はふんわりとそのまま垂らし、右耳の上のところにクロードからのサファイアの髪飾りをつけている。

　頬紅と唇がほんのり赤く、いつもより顔立ちがはっきりしている気がした。ドレスに至っては、コルセットで多少苦しい。だが、初めてのドレスに心が浮き立つミシェルだ。

　舞踏会の日、自分は絶対に着られないと思ったロマンティックなドレスを見下ろしてから、クルリと回ってみる。

「本当に美しいこと」

　イヴォンヌはミシェルの出来栄えに、にっこりと笑みを浮かべた。

「イヴォンヌさま、ありがとうございます。こんな綺麗なドレスが着られたなんて夢のようです」

「陛下が水色のドレスがいいとおっしゃられまして。陛下の反応が楽しみですわね。いつも侍従の姿でしたから」

　そこへ、侍女から支度を終えた連絡を受けたアベルが、ミシェルを迎えに来た。

「おおっ！　本当にミシェルなのですか？　美しい……」

　アベルは見違える姿になったミシェルに見とれる。褒められたミシェルは、はにかんだ笑みを浮かべた。

「では行きましょう。陛下がお待ちです」

　アベルに頷き、後ろにいるイヴォンヌを振り返る。

「イヴォンヌさま、行きましょう」

　着替えを手伝ってくれたイヴォンヌも当然、一緒だと思ったミシェルだったが――。

「いいえ。私は呼ばれていません。これで帰りますわ」

　首を横に振って微笑むイヴォンヌは寂しそうに見えた。

（確かイヴォンヌさまは陛下のことを……それなのに私の支度を手伝ってくれて……）

　ミシェルは申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「……イヴォンヌさま、ありがとうございました」

　クロードに聞かずして、ミシェルが食事に誘うことはできない。ミシェルは丁寧にお辞儀をして、アベルのあとに部屋を出た。

「イヴォンヌさまのことは、気にすることはないですよ」

　少し歩いたところでアベルが言う。

「……お手伝いだけさせてしまいました。てっきりご一緒するものと……」

　自分の支度だけを手伝いに、王城へ足を運んだイヴォンヌの気持ちを考えると、クロードとの食事に気が進まなくなる。

「陛下はあなたとふたりだけの食事をご所望です。そんな顔をしてはダメです。せっかくの、陛下とのお食事なのですから」

「はい……」

　イヴォンヌに気を取られて、これからクロードとふたりきりの食事だということを意識していなかった。

　ふたりだけだと思うと、ミシェルの心臓はドキドキし始めてくる。

　ミシェルの部屋を通り過ぎ、いつものように三階のクロードの私室へ向かう。

　階段ではつま先まで隠れるほどのドレスを踏みそうになって、堪えるミシェルだ。

（転ばないでよかった……貴族の令嬢たちは、不便なドレスで毎日過ごしているのね）

　クロードの私室に一歩近づくたびに、足の震えが大きくなったミシェルだった。




　私室の前に立っている衛兵ふたりは、プラチナブロンドの髪の令嬢は誰なんだ？と考えながら扉を開ける。

　彼らは侍従見習いのフランツだとわかっていないようだ。それほど今のミシェルは変身していた。

　ミシェルが入室すると、深みのある藍色のジュストコールを身につけたクロードが、ソファから立ち上がった。

「本当にミシェルか？　信じられないくらい美しい」

「はい。陛下……」

　ミシェルは膝を折り、返事をすると視線を下げた。面映ゆくてクロードの目をまともに見られないミシェルだ。

　貴族の令嬢のように着飾ったミシェルは気恥ずかしい。

「まるで女神のようだな」

　クロードはミシェルに近づき、細い腰に手を置きテーブルへエスコートする。

　席に着いたあとも、まともにクロードの顔が見られない。

　そんなミシェルの様子に、クロードは首を傾げる。

「どうして私の顔を見ない？」

「……こんなことは初めてで、恥ずかしいのです。美しいドレスを着たこともなくて」

「恥ずかしがらずにいろ。お前は上流貴族のどの令嬢より美しい」

　クロードはミシェルの美しさから目を離せないでいた。

　陶磁器のような白い肌に高揚した頬。瞳は宝石のようで、唇はみずみずしい果実のように艶やか。

　その唇に今すぐ触れたくなるクロードだ。

　アベルがグラスに葡萄色したワインを注いでいると、料理長が温かい料理を運んできた。極上のワインを飲み、美味しい食事を食べ、ミシェルの緊張はしだいにほぐれてくる。

　こうしていると、町で出会った伯爵の子息クロードみたいに思えてくる。

「お前は双子だったな。似ているのか？」

　クロードは以前、ロドルフから孫は双子だと聞いていたのを思い出した。

「はい。フランツは私の双子の兄です。顔は似ていますが、性格は似ていないと言われます。今は国境近くに住んでいる病気の叔母のお見舞いで不在なんです」

「フランツが不在で、私は幸運だったな」

　クロードは上機嫌にワインを口にしてから微笑む。

「え……」

「お前と会うことができたからな」

　クロードがそう思ってくれていて、ミシェルはホッとする。そう思っていると言われていたが、何度も言われるとクロードの心からの言葉だと安心できた。

　食事が済み、クロードはミシェルを隣の談話室へ連れていく。

　アベルもふたりのあとで入室し、観音扉の窓を大きく開けた。そこはバルコニーへ通じている。

　窓から爽やかな緑のにおいと、ほのかにバラの香りも漂ってくる気がした。

（素敵な夜だわ。今日のことは一生の宝物）

　ミシェルは今日の出来事を心に刻み込む。

　そのとき、ロマンティックなワルツの曲が滑らかに聴こえてきた。

「陛下っ、音楽が聴こえてきます！」

　ミシェルはドレスに気をつけながら窓辺へ進む。そうすると柔らかい音色はもっと大きく聴こえてきた。

　バルコニーへ出たミシェルは、手すりに手を置いて下を覗き込む。

「あっ！」

　下に、楽器を持った四人の男性が音楽を奏でていた。

「ミシェル、あまり覗き込むと落ちる」

　背後からクロードの腕がミシェルのウエストに回り、抱きしめられる。力強く抱きしめられて、ミシェルの身体が予想もしていなかったことにビクッと跳ねる。

「へ、陛下っ、落ちませんから……」

　心臓がドクンドクンと波打ち始め、クロードに伝わってしまいそうだ。

「私が渡した本のダンスの章に目を通したか？」

「は、はい」

　耳元で心地いい低音の声がして、クラクラしてしまいそうだ。

「では、私と踊ってくれるか？　ミシェル」

　クロードはミシェルを自分のほうへ振り向かせてから、その場に片膝をつきダンスに誘った。

「よ、読んだだけで、踊れません……」

　部屋でワルツを聴きながら踊ったあのときは、でたらめに過ぎない。

「私に任せておけば大丈夫だ」

　クロードは立ち上がり、あわあわ狼狽えているミシェルの手を取り、談話室へ戻る。そこからでも充分に素敵な音色は聴こえた。

「私だけを見るんだ」

　緊張しているミシェルは、クロードにホールドされる。そうされると姿勢がよくなって、クロードの顔に空色の瞳が向く。黒い瞳は、優しくミシェルを見つめていた。

　ミシェルは特別な女性になったように感じ、少し大胆になれる気がした。

　クロードが曲に合わせて動きだす。ミシェルの身体が、クロードのリードで踊り始める。夢見心地で足を運んだ。

（ダンスって、こんなに楽しいものなのね）

　緊張していたミシェルの顔は、いつの間にか笑顔になっていた。

　楽しそうに踊るミシェルに、クロードは目を逸らせない。愛おしい娘の笑顔をもっと見ていたいと思うクロードだった。

「もうこのくらいにしよう。お前は病み上がりだ」

　二曲踊ってから告げられ、残念だと思うほど、ミシェルはダンスを楽しんでいた。

　クロードは談話室のソファにミシェルを座らせる。すぐにアベルが冷えたワインを運んで、グラスに注ぐ。

　一度談話室から立ち去ったアベルだが、すぐに姿を見せクロードに近づく。

「陛下、失礼いたします。イヴォンヌさまが王城からの帰り道、何者かに襲われたと連絡が」

「襲われただと？」

　クロードは持っていたグラスを大理石のテーブルに置く。

　ミシェルも驚き、息を呑んでアベルの次の言葉を待つ。

「馬車の中におられたので、御者の怪我だけで済んだ、とのことです。しかし恐ろしい目に遭い、イヴォンヌさまは早々に床につかれたようです」

　ミシェルは自分のために王城へ来て、そんな目に遭ってしまったイヴォンヌが気懸りだ。

「陛下……心配でございます」

「ああ……アベル、執務室にヴァーノンを呼べ。私もすぐに行く」

　アベルは頭を下げて出ていった。

「ミシェル、イヴォンヌは心配いらない。今日はここまでだ。ゆっくり休め」

　クロードはミシェルの額にキスを落とし、一緒に扉へ向かった。




　部屋に戻ったミシェルはイヴォンヌが心配で、なにも手につかない。しばらくしてアベルがやってきた。

「陛下はブノア団長と共に、ブラッサンス公爵邸へ行かれました」

「町は安全だと思っていたのですが……」

　ミシェルは不安そうな表情だ。

「貴族はよく狙われるんです。しかし、陛下が即位してからは警備も強化され、そういった輩は我が国から出ていったと思っておりました」

「イヴォンヌさまに、お怪我がなくてよかったです。陛下がお見舞いに行かれたら、イヴォンヌさまは喜びますね」

　ミシェルは小さく微笑む。そんな彼女にアベルは心の中でため息をつく。

「陛下に、あなたの様子を見るように言われたのです。もう寝てください」

「はい。本当にアベル侍従には負担をかけてしまい……」

「いいんです。これはこれで楽しんでいます」

　どういう意味なのだろうかと、ミシェルは首を傾げるが、アベルは笑って部屋を出ていった。




　ブラッサンス公爵邸では、イヴォンヌが二階にある豪華な自室の中を行ったり来たり、落ち着きなく動いていた。

「王城には連絡をしたのでしょう!?」

　立ち止まって、扉の横に控えていた侍女に言葉をぶつける。

「は、はい。イヴォンヌさまの乗られた馬車が暴漢に襲われたことは、連絡いたしております」

　侍女の言葉は気休めにもならず、悔しそうに下唇を噛む。

（村娘の支度をした私が、食事に呼ばれないなんて！）

　近くにあった花瓶に怒りをぶつけようと握ったとき、開けていた窓から、馬のいななく声が聞こえてきた。

　イヴォンヌは窓辺に近づき、そっと外を窺う。

　部屋から見える前庭が、にわかに賑やかになった。数人の騎士団の中にクロードの姿を目にし、イヴォンヌの表情が明るくなる。

「クロードさまだわ！　お見舞いに来てくださったのね！」

　即座に窓から離れてベッドに向かった。

「お前、鏡を持ってきて」

　扉の横にいる侍女に命令するイヴォンヌの顔は、満面の笑みを浮かべている。

（クロードさまは、私を気にかけてくださっている）

　イヴォンヌは侍女から渡された手鏡で、自分の顔を見つめる。手鏡の中の顔に満足すると、横になった。

（きっと来てくださると思っていたわ。それでなければ自作自演をした意味がないですもの）

　王城の帰りに暴漢に馬車が襲われたというのは、嘘だった。クロードの気持ちを自分に向けるために妄語したのだ。

　イヴォンヌは、クロードが部屋まで見舞いに来てくれるのを待っていた。しかし、かなりの時間が経っても、クロードは部屋に姿を見せない。そうしているうちに、前庭から話し声が聞こえ、すぐに馬の蹄の音が消えていった。

「いったいどういうことなの!?　お部屋に来てくださらないなんて！」

　苛立ちを誰にともなくぶつける。

「おそらく、遅い時間に淑女の部屋へ伺うのは礼儀に反すると思い、国王陛下はいらっしゃらなかったのですわ」

　侍女が、憤慨しているイヴォンヌをなだめる。

「……そうよね。こんな時間に部屋に来られるはずがなかったわね。訪問してくださっただけでも、嬉しく思わなくては」

　そう考えを改めると、イヴォンヌの気持ちは少し落ち着いた。




　翌日。町の警備体制の見直しや議会でクロードは忙しく、ミシェルは会えなかった。

　まだ外へ出る許可をもらえていないミシェルは、アベルと昼食を食べ終えてから、クロードの私室の掃除をしたいと言った。しかし、いい返事はもらえなかった。

　自分の処遇が決まっておらず、決まるまでアベルを手伝いたかったのだ。

「まだ体調が戻っていないはずです。陛下からはしっかり休ませるように言われています。あなたが手伝おうものなら、私がお叱りを受けてしまいますよ」

「……では陛下に会ったときに、お話ししてみます」

　クロードはもうミシェルに掃除をさせないだろうと思いながら、アベルは曖昧に頷いた。




　二日後、クロードがミシェルの部屋を訪れた。やることがないミシェルは、クロードから借りている本を読んでいた。

「ミシェル、外で食事をしよう。バラ園は嫌か？」

「外に出られるのですか!?　バラ園へ行きたいです！　あ、でも陛下はお忙しいのでは……？　イヴォンヌさまは……？」

「イヴォンヌは大丈夫だ。ミシェル、それでは男のようではないか。ドレスをそろえさせよう」

　今のミシェルは侍従服を身につけていた。

「い、いいえ。ドレスは必要ありません」

　もうすぐ家へ帰るだろうと思っているミシェルは、首を横に振る。

「お前はやはりドレスのほうが似合う」

「ありがとうございます。でも、これで大丈夫です。あ、昼食を運ぶのを手伝ってきますから、陛下は先に――」

　廊下に出たミシェルは、お辞儀をして厨ちゅう房ぼうへ行こうとした。腕を背後から掴まれ、グッと引き寄せられる。

「はぁ……お前は動かないでいい。私のそばにいろ」

　後ろから抱き込まれるようにして、ため息がミシェルの耳に触れ、胸がドキドキしてきた。

「で、でも……」

　階段のところに衛兵が立っている。こんなところを見られたら大変だと、ミシェルはクロードから離れた。

「黙れ。いいから行くぞ」

　クロードはミシェルの手をがっしり握って歩き始めた。

　ミシェルが女だということを衛兵は知らない。今は侍従服を着ているミシェルだから、衛兵たちにとっては男同士が手を繋つないでいることになる。

（陛下ったら……手を放してくれないと……陛下は男色なのかと噂がたってしまうかもしれない……）

　何気なく手を抜こうとしてもダメだった。俯きながらクロードの半歩後ろを歩くミシェルだった。




　バラ園の奥まったところにある一画に到着したとき、料理長や侍女がテーブルに料理を並べている最中だった。

　肉と野菜が挟まったパンや、パイ生地に包まれたトロリとしたチーズ料理など、美味しそうな料理がテーブルの上に並んでいる。

　クロード自ら、ミシェルのために椅子を引く。それを目にした周りの者は目を見張る。そういった世話をする侍従のアベルの姿は見えない。

（絶対に男が好きなのだと噂されそう……）

　ミシェルが心配する中、クロードはまったく気にしていない様子。

　青空が広がり天気がよく、バラの香りが漂い、気持ちがいい日だ。

「外での食事は食が進む。ミシェル、たくさん食べなさい」

　母鳥が雛ひなにエサをあげるように、クロードはミシェルの皿に料理を置いていく。

「陛下、そんなに食べられないです」

　外で食べる食事は美味しく、いつもより食が進むミシェルだが、気づけばもうお腹がいっぱいだ。

（もう侍従見習いができないのだから、お城にはいられない。私から切りださないと……けじめはちゃんと……）

「陛――」

　ミシェルが話そうと口を開いたとき、席を外していたアベルが誰かと共に現れた。

「陛下、ロドルフ侍従頭が参りました」

　アベルの後ろにいるのは、祖父ロドルフだった。ミシェルは驚いて椅子から立ち上がる。足を怪我していたロドルフはステッキをついており、松葉杖を使っていたときより、病状は少しよくなったようだ。

「おじいちゃん!?」

　ロドルフは神妙な面持ちで、クロードのテーブルの前で両膝を置き、地面につきそうなくらい頭を下げた。

「陛下、このたびは……弁解の余地もございません……私の一存でやったことです。孫は巻き込まれただけでございます」

　真摯にクロードに謝る。

（どうしてここに……？）

　ミシェルはオロオロしながら、ロドルフの元へ行こうとする。

「ロドルフ、立っていい。ミシェルは椅子に座りなさい」

　クロードはアベルに頷いた。アベルはミシェルが先ほどまで座っていた椅子の後ろで、彼女を待つ。ミシェルは仕方なく席に戻り、椅子に座った。

「お前を呼んだのは叱責するためではない。土地の件だ」

　いつの間にかヴァーノンがおり、立ち上がったロドルフに近づき、クルクルと丸められた書状を開いて手渡す。

「と、土地でございますか……？　こ、これは……」

　書状の内容に、ロドルフは驚愕した顔になる。

「王室に百年仕えたあかつきには、村の土地を譲渡する約束だっただろう？」

　クロードの言葉に、良心の呵か責しゃくに耐えきれないロドルフの目に涙が光る。

「私は最後までお仕えできませんでした……お気持ちだけを受け取らせてください」

　嗚お咽えつが出そうになるのを堪えるロドルフは、書状をヴァーノンに渡すと口を開く。

「私は陛下を欺いたのです。首をはねられる覚悟でまいりました」

　再びロドルフは地面に膝をついた。

「おじいちゃん！」

　ミシェルは椅子から立ち上がりロドルフに抱きつく。その様子にクロードはヴァーノンへ視線を向ける。

「ロドルフを椅子に座らせろ。ミシェルも席に」

　ヴァーノンはロドルフを立ち上がらせ、クロードの前に腰かけさせた。今まで同席などしたことがないロドルフは、狼狽した様子で頭に手をやる。

「今回の件は不問にする。私は欺かれたわけだが、それによって解決したこともある」

「陛下……」

　ロドルフは、ただただ頭を下げるばかりである。

「ミシェルの双子の兄はどうしている？　侍従としてお前の跡を継がせないのか？」

「ありがたきお言葉。ですがこのようなことをしてしまい、そんなに厚かましくはなれません」

「それもそうだな。我が妃になる者の兄に、侍従をやらせるわけにはいかない」

　クロードは口元を緩める。そこにいたアベルを除いて全員が驚いた。

「ええっ!?」

　ミシェルは呆気に取られ、声を出してからはクロードを食い入るように見つめる。

「陛下、い、いったい……どういうことなのでしょうか……？」

　ロドルフは生唾を飲み込んで冷静になろうとするが、頭の中は混乱している。

　ひとり驚かなかったのはアベルだ。クロードが以前ミシェルに渡した本は、妃になる者が読む教本だ。あのときからミシェルを妃にしようとクロードが考えていたのは、アベルには一目瞭然だった。

「私はお前の孫、ミシェルを愛している」

　ロドルフは目を大きく見開き、卒倒しそうなくらい口をパクパクとさせた。

　ミシェルはクロードの言葉に動揺を隠せない。ロドルフは今にも倒れそうだ。

「アベル、ロドルフに水を」

　クロードの指示により、アベルはロドルフに水を飲ます。ロドルフは水を飲み終えて、大きく息を吐く。

「陛下、私の心臓が一瞬止まりました……年寄りを驚かせるにはおふざけが過ぎます」

　ロドルフは冗談だと思っている様子。まさか自分の孫が国王陛下に愛されるはずがない、と。

「私はふざけていない。ミシェルを愛している。この気持ちは他の女には抱かないものだ」

　クロードは唖然としているミシェルに視線を向け、微笑む。

「ミシェル、私の妃になってくれるだろうか？」

　自らの手をミシェルに重ねて問いかけた。大きな手に包まれたミシェルは、視線を落とす。

（私が陛下の妻に……？）

　ミシェルは答えられないでいた。そこへ少し落ち着きを取り戻したロドルフが口を開く。

「陛下、孫娘はあまりのお話に驚いている状態です」

　国王からの求婚だ。ミシェル側からは断ることはできない。

「それもそうだ。あまりにも突然だったからな」

　クロードは椅子から立ち上がり、ミシェルの元へ行く。そして彼女を立たせた。

「少し歩いてくる。お前たちはついてこなくていい」

　護衛兵に命令し、クロードはミシェルの手を握り、歩きだす。

　ミシェルは茫然自失のまま、足を動かした。それほど彼女にとってもショックであった。

　バラの道を進み、誰にも声が届かないところまで来て、クロードは立ち止まる。

「陛下……」

「クロードと呼べ」

　ミシェルはクロードの胸に引き寄せられた。

「突然のことで驚いたか？　侍従服ではなくドレス姿のお前に求婚したかったが……。ロドルフが今回のことで心痛しているだろう？　この機会に話し、元気を取り戻してやりたかったのだ」

　クロードが生まれる前から、父王に仕えていたロドルフだ。ミシェルよりも一緒にいた時間は長い。それゆえ、祖父のような感覚もあった。年も取っており心配をかけさせたくなかった。

　ロドルフを思いやるクロードの気持ちが、ミシェルの心に染みていく。

「陛……クロードさま、なんと言っていいのかわかりません……私たちは出会ってそれほど経っておりません。そのように性急に決める必要はないかと……」

　出会ってまだ一ヵ月も経っていない。婚姻の話は極端に早過ぎて、ミシェルは怖かった。

「私たちの世界では、結婚が決まるまで会わないこともある。最近では社交界で見初めることもあるが。私はそういった出会いよりも、直感を信じる。お前は私の妃になるために生まれてきたんだ」

　クロードはミシェルの顎に手をかけ、上を向かせる。ミシェルの瞳が揺れていた。

「どうしてもお前に惹かれる。どう責任を取ってくれるのだ？」

　クロードはピンク色の唇にそっとキスをした。

「お前の唇はここにあるバラの花びらのようだ」

　ミシェルの唇を親指の腹でゆっくり撫でる。

「私の妃になってくれ。ミシェル。愛している」

　ミシェルもクロードとの出会いは神さまの思し召しだと思う。しかし、国王陛下の横に立つのは、上流貴族の令嬢か他国の姫が適任で、村娘の自分が妃になってはいけない。

「私はクロードさまの世界をまったく知りません……そのような者は相応しくありません」

「なにも知らないのなら貪欲に学べ。私がすべて教えてやる」

　ミシェルに結婚を決めさせるのは、容易ではないと思っていたクロードだ。不安が多大なものであることも承知している。しかしミシェルを手放したくない。

「……クロードさま……ありがとうございます。このお話、お受けいたします」

　国王妃になるのは不安が大きいが、それよりもクロードへの気持ちが、ミシェル自身でも抑えきれなくなっていたのだ。

　物憂げだったクロードの口元が緩む。

「愛しています。クロードさまと幸せになりたいです」

　ミシェルは心の中で大いに葛藤しながらも、気づけばそう答えていた。この先、困難が降りかかるかもしれない。しかし、愛するクロードを少しでも支えることができたら……と思ったのだ。

　満足げに微笑んだクロードは、ミシェルを抱きしめキスをした。




　ふたりが仲睦まじく戻ってきたのがわかり、ロドルフは椅子から立ち上がった。ロドルフの顔はまだ困惑したままである。

「クロードさま、おじいちゃんと話をしたいのですが」

「もちろんだ。私は政務に戻るとしよう。先に失礼する」

　クロードはミシェルの額に唇を落とすと、ロドルフに視線を向ける。

「ロドルフ、ゆっくりしていくといい。アベル、お前はここで世話をしてくれ」

　クロードはロドルフとアベルに声をかけて、ヴァーノンと共に去っていった。

「ミシェル、陛下とは……」

　ロドルフの皺しわのある顔は、孫娘への心配を表している。

「私、陛下を愛しているの」

「こんな短期間で……」

　先ほどミシェル自身がクロードに似たようなことを言った。自分でもそう思っているのだから、祖父もそう思うのは当たり前だ。

「まさか、無理強いを……？」

　声を落としたロドルフだ。そう言ってから控えているアベルを見る。

「おじいちゃん、バカなこと言わないでっ」

　見当違いのロドルフを安心させるように、ミシェルは声を出して笑った。

「クロードさまは私を大事にしてくださっているわ。無理強いされたわけじゃない。私もいつの間にか愛してしまったの」

「……そうか……お前が妃になるとは……」

「大変なのはわかっている。ううん、本当はなにもわかっていないけれど、クロードさまがそばにいてくだされば、頑張れる」

　ロドルフは男装のままのミシェルを感慨深げに見て、深いため息を漏らす。

「どうしてこんなに綺麗なお前が男に見えると思ったのか……あのときの私は狂っていた」

　ミシェルはロドルフに抱きついた。

「おじいちゃん、私、幸せよ」




　ロドルフはまだ心配そうだったが、ひとりで村へ戻っていった。家に戻ったロドルフから話を聞くマリアンヌは、きっと腰を抜かすほど驚くだろう。

　時期を見て、ミシェルも一度家に戻ると約束した。

　そして数日後、ミシェルはマリアンヌから今回のことに関しての手紙を受け取った。

　話をロドルフから聞いてもいまだに信じられず、心配であるという内容がつづられていたが、最後の一文に【ミシェルの幸せだけを願う】とあった。
















第五章　身分の差に悩める乙女













　ブロンダン家が、貴族しか許されない侍従として王室に長年仕えた功績で、ロドルフ・ブロンダンは伯爵の爵位を授けられることになった。

　そして伯爵の孫となったミシェルは、国王妃になることが議会で許された。

　王城で働く者たちにとっては、ミシェルは伯爵令嬢で国王陛下の婚約者。今後は、国王陛下に次ぐ礼儀を重んじるように告げられていた。

　寒くなる半年後までに結婚式を挙げる予定で、それまでにミシェルは妃としての勉強をする。




　談話室のソファで、ブロンダン家に爵位が授けられた話をクロードから聞いたミシェルは、目を真ん丸くして驚く。

「おじいちゃんが伯爵に!?」

　隣に座るクロードの指は、ミシェルのプラチナブロンドの髪を弄もてあそんでいる。

「ああ。ブロンダン家は代々王室に仕えてくれていた。爵位を授けるのが遅かったくらいだ」

　ミシェルは少し複雑な思いだ。自分がただの村娘だから、妃になるには身分不相応だ。それならばと、祖父に爵位を授けられ、相応しい身分で嫁ぐことは、自分の生い立ちを否定された気分だった。

　クロードのせいではない。ミシェルが国王に嫁ぐ条件に合っていなかったからだ。

　公になった今でも、ミシェルにとって自分がクロードの妻になることは、信じがたいことだった。

「伯爵家に相応しい屋敷も建てる予定だ」

　クロードは彼女を見つめたまま、指で絡め取ったプラチナブロンドの髪のひと房に口づける。

「お屋敷ですかっ!?　そこまでされなくても――」

「ミシェル、ロドルフも年だ。これからは侍女もつけて、一家に楽をさせてやりたい」

　クロードの計画は、ミシェルにとって思いがけないものだった。

（やっぱり私の生い立ちは、妃に相応しくない……）

「ミシェル？　なにを考えている？」

　クロードの指で俯くミシェルは、顔を上げさせられる。

「クロードさまにご迷惑をおかけしている気がして……」

「迷惑？　そんなことを考える必要はない。お前は私の愛おしい娘だ。遠慮はするな」

　クロードはミシェルの唇を食はむように口づける。この数日でキスにもいろいろあるのだと、ミシェルは知った。

　クロードの舌が、無防備に開いたミシェルの口こう腔くう内ないに侵入する。ミシェルの舌は生暖かい舌で絡め取られた。

「んっ……」

　何度も舌を吸い上げられ、歯列をなぞられ、ミシェルの口腔内は愛撫されていく。

　そこへ扉が叩かれ、クロードはミシェルへのキスを止めた。舌打ちをしそうなくらい口元を歪めている。そんなクロードにミシェルはふふっと笑う。

「入れ」

　アベルが温かいお茶を持って入ってきた。ミシェルの好きな焼き菓子もある。夕食を食べたあとだが、ミシェルは喜ぶ。

「そういえば、クロードさま。なぜ伯爵の子息のフリをして、町に行かれていたのですか？」

　ミシェルは焼き菓子をひと口頬張り、お茶を飲んでから聞いた。前から疑問だったのだ。

「国王として町へ出ても、本当の生活が見えてこないだろう？　伯爵の子息であればある程度一目置かれるが、町人から話も聞ける。旅人も多く、いろいろな話が飛び交うマーサの店が好きだった。女店主も気さくで楽しい人だ。お前も親しげだったな」

「はい。マーサは母の友人なんです。私を幼い頃から知っている人です。滅多にありませんでしたが、町に泊まるときはマーサの宿に」

　その頃が懐かしく感じられる。

「それで納得だ。マーサはお前の母親のようだった」

「あ！　まだ荷物が置きっぱなしでした。近いうちに行ってもいいですか？」

「荷物？」

　クロードは首を傾げてミシェルを見る。

「かつらと着ていた服です」

「茶色の髪をした女の子が懐かしいな」

　ミシェルは軽々とクロードの膝の上に横抱きに乗せられた。

「ク、クロードさまっ！」

　クロードは膝の上であたふたしているミシェルの鼻にちょんとキスをする。

「本当にお前は可愛い」

「……私も伯爵の子息のクロードさまに会いたいです」

　ミシェルは顔を赤らめる。

「近いうちにふたりで行こう」

　アベルによって中断されたキスを、クロードは再開させた。




　数日後、ミシェルのドレスの採寸をするため、王室御ご用よう達たしの仕立て屋がやってきた。妃として学ぶことも多くあり、ミシェルには数人の専門教師がつけられた。

　部屋も移動になった。同じ階にある、以前ドレスに着替えた談話室と、その続きの寝室に。

　新しいことを身につけなければならないミシェルは、毎日ほとんどの時間を勉強に費やしていた。

　唯一の楽しみは、政務で多忙なクロードがときどきミシェルをバラ園に連れ出してくれることだ。




　テーブルマナーを兼ねた昼食後、ミシェルは部屋で刺繍を習っていた。約五ヵ月後の挙式の際、花嫁が刺繍をした婚礼衣装をクロードが身につけることが、この国の風習だ。

　しかし、今まで凝った技法の刺繍をしたことのないミシェルは、悪戦苦闘していた。

「ミシェルさま、そこに針を刺しては、花びらの形にはなりません」

「あ……すみません。いたっ……」

　年配の女教師に頭を下げた拍子に、針で指をチクリと刺してしまう。

「そのようなことでは、五ヵ月間で仕上がりませんよ」

　メガネの端を持ち上げて、小言を言う女教師だ。

「はい。頑張ります」

　針で刺した傷口からは、血がぷっくり浮き出ている。ミシェルはハンカチを傷口に当てた。そのハンカチは何ヵ所も血がついている。

「慣れない刺繍は大変でしょう？」

　知っている女性の声が、出入口のほうから聞こえた。

「イヴォンヌさま！」

　慌てて立ち上がったミシェルの元へ、優々たる足取りで近づくイヴォンヌだ。侍女ひとりが付き添っている。

「ごきげんよう。ミシェルさま」

　イヴォンヌは微笑み、ドレスの端を少し持ち上げて膝を折る。優雅なイヴォンヌにミシェルは見とれる。

「イヴォンヌさま、こんにちは。お身体は大丈夫なのですか……？　おかけになってください」

　どうしてイヴォンヌがやってきたのか不思議に思いながら、表情には出さずにまず身体を心配した。

「ええ。怖い思いをしたので、少し体調を崩してしまいましたが、動けるようになりましたわ。クレマン夫人、お久しぶりね。少し休憩してもよろしい？」

　イヴォンヌはミシェルの対面のソファに腰を下ろす。刺繍の教師・クレマン夫人とイヴォンヌは知り合いだった。

「イヴォンヌさま、このたびのことはご心労お察し申し上げます。ミシェルさま、今日はここまでにいたしましょう。明日までに一輪完成させてくださいまし」

「はい。明日お見せできるように頑張ります」

　ミシェルと約束したクレマン夫人はふたりに挨拶をして出ていった。扉がピタリと閉まってからイヴォンヌは口を開く。

「クレマン夫人は口うるさいから大変でしょう？」

「そんなことありません。私が下手なので……」

　上流貴族の令嬢は幼い頃から刺繍を習い上手にできるが、ミシェルには初めて見る刺し方で、戸惑うばかりだった。

「慣れたらすぐにできるようになりますわ。それより、なぜ私が来たのか不思議でしょう？」

　イヴォンヌは微笑み続ける。

「私、ミシェルさまとお友達になりたくて来ましたの」

「えっ……私なんかと友達に……？」

　ミシェルは驚いて空色の目を丸くする。

「私なんか、などと言ってはダメですわ。ミシェルさまはクロードさまのお妃になるのですから」

　イヴォンヌにやんわりと窘たしなめられ、ミシェルはさらに困惑してしまう。

（アベル侍従の話では、イヴォンヌさまは妃の一番の候補だった……イヴォンヌさまはクロードさまに好意を抱いていて……）

「……イヴォンヌさまがお友達になってくれたら、心強いです」

　ミシェルは素直に思ったことを口にした。

「お妃教育は大変なのね？　最初に会ったときより、疲れたお顔をしていますもの。ミシェルさまのお力になりたいわ」

「ありがとうございます。嬉しいです」

「いいのよ。だって私たちはふたりで、クロードさまを支えていかなくてはならないのですから」

（えっ……？）

　ミシェルが言葉を聞き間違えたのかとイヴォンヌを見たとき、彼女はソファから静かに立ち上がった。

「もうおいとましなければ。では、今度はゆっくりお茶の時間を楽しみましょう」

「は、はい……」

　イヴォンヌは侍女を連れて部屋を出ていった。

「ふたりって……？　クロードさまのご友人だから、きっと言葉のあやよね」

　ミシェルは閉じられた扉を見て呟き、刺繍の道具を膝に置く。

　クレマン夫人の宿題はイヴォンヌなら二時間もあれば終わってしまうだろうが、習いたてのミシェルはひと晩かかってもできるかわからない。

　指の血は止まっている。ミシェルは白い布にピンク色の糸でひと針ひと針、丁寧に刺していった。




　陽が落ち、ランプが灯される。

　今夜クロードは出かけており、ミシェルひとりの夕食だった。食事を終えたミシェルはランプの明かりの元、刺繍をしていた。

　扉が叩かれアベルが入ってきた。お茶と焼き菓子がトレイに乗っている。

「アベル侍従、お茶を持ってきてくださったんですか。ありがとうございます」

「侍女からずっと刺繍をしているとのことだったので。少しお休みください」

　アベルはテーブルの隅でポットからカップにお茶を注ぎ、焼き菓子と共に刺繍の邪魔にならないように置く。

「慣れない刺繍は大変でございましょう」

「はい。全然進まなくて……」

「おおっ、指が傷だらけではありませんか」

　バラの棘にも勝る、刺繍で負傷した指にアベルは驚く。

「ひどいですね。すぐに傷薬をお持ちいたしましょう」

「平気ですっ」

「いえいえ。それでは陛下が嘆かれましょう」

　アベルは部屋を出ていき、少ししてからベアトリスを伴って戻ってきた。

「ミシェルさま、指をお見せください」

　ひざまずいたベアトリスに言われ、ミシェルは左手を出した。

「ベアトリスさん、わざわざ来てくれてありがとうございます」

「とんでもございません。まあ、何度も刺してしまった痕が……」

　ベアトリスは念入りに左手の親指と人差し指を見て薬を塗った。

「不器用だから……」

「誰でも最初はうまくいきませんわ」

　ベアトリスは落ち込む様子のミシェルに微笑み、刺繍の邪魔にならないように薄い布を巻いた。

「これなら刺繍に差し支えないと思います。気をつけて刺繍をしてくださいませ」

「はい。ありがとうございます」

「それでは失礼いたします」

　ベアトリスが出ていくのを、扉横に控えていたアベルが見送る。まだ残っているアベルにミシェルは尋ねる。

「アベル侍従、クロードさまがもうそろそろお戻りなのでは……？」

　二十一時を回った時刻だ。

「いえ、まだかと。本日はブラッサンス公爵邸で開かれている夜会へ。あっ！」

　そう言ってしまってから、アベルは気まずそうな顔になった。

「ブラッサンス公爵邸……イヴォンヌさまのお屋敷……」

「陛下はブラッサンス公爵に話があるとかで。なに、政務のことですよ」

　ミシェルはにっこりと頷く。

「はい。政務のことだけではなく、夜会もお楽しみになられるといいのですが。いつもクロードさまは、お忙し過ぎますもの」

「お茶のお代わりはいかがですか？」

「いいえ。もう結構です」

　ミシェルは首を左右に振って微笑む。

「それでは失礼させていただきます」

　アベルは頭を下げて退出した。

　扉が閉まり、ミシェルの口から小さなため息が漏れる。

（イヴォンヌさまは夜会があることを、なにも言っていなかった……）

「いけないっ！　早くやらなきゃ」

　明日の午前中に約束している、クレマン夫人の課題の刺繍に集中した。

　ミシェルが刺繍を完成させ、就寝したのは、空が白み始めた頃だった。




　翌日、クレマン夫人がやってきて刺繍のレッスンを終わらせた午後、クロードからの伝言を受けたミシェルはバラ園に向かおうと部屋を出た。

　バラ園に向かう足取りは弾んでいる。しかし寝不足で、時折あくびを噛み殺しているミシェルだ。

　ドレスの裾に気をつけながら、階段を下りる。もう少しで一階に足が着くところで、話し声が聞こえてきた。ミシェルから見えない角を曲がったところにいるようだ。

「陛下、昨晩はかなり遅かったみたい。昨晩の舞踏会でお楽しみだったのね。やっぱりお妃さまになるのは、イヴォンヌさまよね」

　イヴォンヌの名前が出て、ミシェルの足が止まる。

　侍女三人が立ち話をしていた。侍女たちはミシェルに気づかずに話を続ける。

「うんうん。おふたりが並ぶと絵に描いたように美しいし。お妃さまになるには教養も家柄も必要だわ」

「ミシェルさまは美しいけれど、お妃さまとしては失格よね」

「ええ。いくら伯爵令嬢になっても、育ちが悪いもの」

　ミシェルは彼女たちの話を聞きたくなかったが、その場を動けなかった。

「どうして陛下はミシェルさまがいいのかしら」

「あのプラチナブロンドの髪じゃない？　もしかしたら魔女だったりして。魔法をかけて陛下を虜とりこにしたのよ」

　侍女たちが自分のことをどう思っているのかを知ってしまい、ミシェルの心臓がズキッと痛んだ。

（快く迎えてくれているとは思わなかったけれど……）

　茫然としていると――。

「ミシェル？」

　背後からクロードの声がした。ミシェルはビクッと肩を跳ねさせてから振り向く。

　階段を下りてくるクロードがいた。グレーのジュストコールの凛とした姿だ。後ろにアベルもいる。

「立ち止まって、どうしたんだ？」

「あ……いいえ。なんでもないです」

　クロードは来たばかりのようで、侍女たちの話が聞こえていなかったことに、ミシェルはホッと安堵する。

　クロードは階段を数段下りてミシェルの隣に立ち、抱き寄せると、こめかみに唇を落とす。

「針傷はどうだ？」

　昨日のことは、アベルが報告していた。

　クロードに左手を持ち上げられ、指先を見られる。昨晩巻いた布はもう外しており、数ヵ所の傷痕はそれほど目立たない。

　その指先にクロードはそっと口づけた。

「針を刺さないように気をつけてくれ。お前が怪我をするくらいなら、結婚式の風習も撤廃する」

「そんなっ！　そんなことはダメです。大丈夫ですから」

　ミシェルは驚いて首を左右に強く振り、長年の風習をなくさないように慌てて言う。

「今日クレマン夫人に褒めていただいたんです。ちゃんと仕上げられますから」

「わかった。頑張るのもほどほどにしろよ。では行こうか。バラもそろそろ見頃が終わる」

　クロードはミシェルの腰に腕を回した。

「はい！」

　侍女たちの心ない言葉に傷ついてはいたが、ミシェルは明るい笑顔をクロードに向けた。




　クロードの言った通り、バラはあと少しで終わりのようだ。ミシェルは寂しく思いながら、たくさんのバラを愛でていく。

『陛下、昨晩はかなり遅かったみたい』

　ふと侍女たちの会話を思い出し、隣を歩くクロードをチラリと見てしまう。

（イヴォンヌさまとダンスを……？）

　いろいろな女性とダンスをするのは夜会では当たり前のこと。わかっていても胸にモヤモヤを抱えてしまう。

「どうした？」

　視線を感じたクロードはミシェルに向き直る。ミシェルがぼんやりしている間にナイフで摘んだのか、クロードの手に一本の真紅のバラがあった。

　その真紅のバラの茎を短めに切り、ミシェルの髪にそっと挿し入れる。

　プラチナブロンドの髪に真紅が映えて、その美しさにクロードは目を細めるが、ミシェルの表情が心に引っかかる。

「ミシェル、どうして不安そうな顔をしている？」

「そ、そんなことないです。クロードさま、ありがとうございます」

　ミシェルは微笑み、髪に飾られた真紅のバラへ手を動かし、外れないようにふんわりと触れる。

「さては、勉強ばかりで疲れたか？」

　ミシェルを見つめるクロードの目は、気遣わしげだ。その気持ちだけでミシェルは胸がいっぱいになる。

「いいえ。疲れていません。こうしてクロードさまと息抜きができていますから」

「ミシェル、嘘をつくのではない。無理は禁物だ。そうだな……私たちには気分転換が必要だ。明日、町へ遊びに行こう」

「えっ？　本当にっ？」

　町と聞いてミシェルの顔が途端に明るくなる。そんな彼女にクロードは笑う。

「ああ。出かけよう。お前の髪は目立つからマーサの店に寄って、茶髪のかつらをつけるといい」

「はい！　楽しみです。マーサにも会いたかったんです。あ、クロードさまが国王陛下だということは……？」

　マーサはクロードを伯爵の子息だと思っている。

「それはまだ言わないでおこう」

「わかりました。楽しみです」

　ミシェルは茶目っ気たっぷりに笑った。




　翌日、ミシェルはたくさんの衣装を前にして困っていた。

「豪華過ぎるドレスばかり……」

　数日前から少しずつ、王室御用達の仕立て屋から、ドレスが運ばれている。だがそれは王城ならばごく普通のドレスだが、町では浮いてしまうだろう。

　馬車ではなく今日はクロードの馬で町へ行く。以前のミシェルとクロードに戻って町で楽しむつもりだった。

　煌びやかなドレスから目を離し、隣の引き出しを開けた。




　待ち合わせの中庭へミシェルは走った。

（悩んでいたら遅くなっちゃった……）

　まだ約束までに十分ほどある。しかし、クロードを待たせたくなかった。

　王城へ初めて来たときの格好をして走っていた。

（ズボンに低い靴というのは、走りやすいわね）

　クロードより先に待ち合わせの場所へ到着できると思いながら、中庭へ続く角を曲がった。

　誰もいないと思っていたミシェルだが、すでにクロードが黒馬のそばに立っており、背を向けてヴァーノンと話をしていた。

　近づく足音でクロードが振り返る。

　男装のミシェルを見て、クロードは絶句した顔になる。隣にいるヴァーノンもだ。

「まさか、その格好で来るとは思わなかったな」

「おかしい……ですか？　ドレスでは動きづらいと思って……」

　ミシェルは自分の姿を見下ろしてみる。

（クロードさまは、着飾った私と出かけたかったの……？）

「いや、なかなか似合うが、マーサの店で着替えるんだろうな？　村娘のミシェルが見たい。さあ、馬に乗ろう」

「え？　今日はこのままで過ごそうかなと……」

　本当は着替えるつもりだったが、少し冗談を言ってみたかった。

　途端にクロードの眉が上がる。

「ダメだ。私はあのときのミシェルと出歩きたいんだ」

　即座に却下されて、ミシェルはクスクスッと笑った。

「ご安心ください。着替えますから」

「ミシェル、からかったのか。まったく可愛いやつだ」

　クロードはミシェルの頭に手を置いて、くしゃくしゃっと髪を乱した。

　楽しそうなふたりの話をそばで聞いていたヴァーノンは、あてられた。今日は遠くから見守る予定のヴァーノンだ。

　黒馬の背に軽々と乗ったクロードはミシェルに手を差し出す。明らかに自分の前に座らそうとしている。

「私は男の格好なので、クロードさまの後ろに」

「前でかまわない」

「でも……」

　男が男を抱いた形で馬に乗るのを見られたら、いい笑い者だ。しかしクロードはかまわず、ミシェルを自分の前に座らせた。

　背後からクロードに抱かれるようにして座るミシェルの心臓は、町に着くまでドキドキと暴れていた。




　マーサの店に着いたのは、お昼前だった。

「ミシェルじゃないか！　この前は風邪をひかなかったかい？　心配していたんだよ」

　出入口に姿を現したミシェルに気づいたマーサは、嬉しそうに出迎えた。それから、後ろにいるクロードを見て、鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔になる。

「あら、ふたりで……？」

　女の姿のミシェルならわかるが、今は男装中だ。マーサは首を傾げる。

「あ！　ちょっといろいろあって……クロードさまは事情を知っているの。着替えたいのだけど」

（別々に入ればよかった……マーサ、変な風に思っていない？）

「マーサ、腹が空いているんだ。食事をくれないか」

　クロードはマーサに考える暇を与えずに昼食を頼む。

「はいよ！　ミシェル、服は洗ってあるよ。着替えてきなさい。食事を用意しておくから」

　前回、びしょ濡れの服を持って帰ろうとしたミシェルに、マーサは洗っておくからと言ってくれたのだ。

「うん。マーサ、洗ってくれてありがとう。お腹ペコペコよ」

　マーサは快く承諾し、店の奥へ向かう。ミシェルは二階へ行った。




　ミシェルは急いで着替えを終わらせた。

　マーサが服を洗ってくれていたことに感謝し、清潔な石せっ鹸けんの香りに包まれてクロードの元へ行った。

　クロードはマーサと話をしていた。マーサはクロードが国王だと知らず気軽に笑い、話をしている。

（クロードさまが国王陛下だと知ったら、マーサは卒倒しちゃうかも……）

「ミシェル、早かったね。料理も今持ってきたばかりだよ」

　木のテーブルの上には、トマトと豆のスープ、丸いパンが置かれている。

「マーサ、綺麗に洗ってくれてありがとう」

「わけのないことだよ。早くお食べ。クロードも」

　マーサはミシェルがクロードの対面に座るのを見守ってから、口を開いた。

「ミシェル、まだ、その侍従見習いっていうのをやっているのかい？」

「え？　う、うん」

「こんなに綺麗な子が女の子だって気づかないなんて、国王さまの目はどうかしているね」

　マーサの口から国王のことが出てきて、ミシェルは目をパチクリさせる。

「クロード、そう思わないかい？」

「そうだな。国王の目は節穴に違いない」

　クロードは口元に笑みを浮かべて、マーサの言葉に同意する。楽しそうなクロードにミシェルは安堵して、目の前のスープを口にした。

「ふたりが会っているなんて嬉しいね。クロード、ミシェルは本当にいい子だから悲しませないでくれよ」

　マーサはクロードの肩を叩きそうな雰囲気だ。

「ああ。ミシェルは素敵な子だ。彼女の新しい面を知るたびに好きになる」

「クロードはやっぱりミシェルが好きなんだね！」

　よかったとばかりに、マーサはクロードの肩をバシッと叩いた。その光景にミシェルの肩が跳ねる。

（絶対に、クロードさまが国王さまだとは言えない……）




　マーサの店に黒馬を残し、ふたりは町へ繰りだした。王城の中と違う景色にミシェルの胸が躍る。

　肉屋、魚屋、菓子屋と、店頭に立っている店主たちに、石畳の通りを歩いているふたりは手招きされる。

「いつにも増して賑やかだな」

　クロードは浮き立つような町の雰囲気を見ながら言う。

「活気があっていいですね。あ！　お菓子を買っていいですか？」

「もちろんだ。ミシェル、今日は髪飾りを買わせてくれるだろう？」

　前に、自分には高価だからと高級髪飾り店へ入らなかったときのことを、クロードは持ちだした。

「髪飾りなら――」

　衣装部屋にたくさんあるからいらないと言おうとしたのだが、クロードに手を掴まれ強引に、立派な店がまえの扉へ進まされたミシェルだった。

　そして店に入ったクロードは、店内にあるものすべてを買いそうな勢いだった。ミシェルの髪にあててはなんでも似合うと、目尻を下げる。

「店主、これと、あれ、それももらうぞ。あとは――」

「クロードさまっ、もういいですっ。充分ですから」

　ミシェルは慌ててクロードを止める。

　王室御用達の店ではないが、どれも宝石がつけられた美しい髪飾りで、かなり値が張るものだ。

「お前は欲がないな」

　クロードは苦笑いをし、形のいい唇からため息が漏れる。

「私はこうしてふたりでいられるだけで幸せです」

　そう言ってしまってから、店主に聞かれていることに気づき、ミシェルの顔が真っ赤になる。

　口くち髭ひげをたくわえた細身の店主は、そんなミシェルに微笑む。

「とても可愛らしい娘さんだ」

　ミシェルを褒める店主に、同意するクロードだった。

　店を出て歩いていたふたりの背後から、困惑気味の女性の声がした。

「クロード……さま……？」

　少し後ろに純白の日傘を差したイヴォンヌが、驚いた顔で立っていた。彼女の周りには、付き添いの侍女や護衛もいる。

「イヴォンヌさま」

　偶然の出会いにミシェルが驚いていると、イヴォンヌがふたりの前へやってきて優雅にお辞儀をする。

「まさかこのようなところでお会いするとは、思いませんでしたわ。まあ、ご一緒にいらっしゃるのはミシェルさま」

　茶髪のかつらをかぶっているミシェルに、初めて気づいたイヴォンヌは驚いている。

「お忍びでいらっしゃっているのですね」

　イヴォンヌはすぐに状況を把握した。

「クロードさま、先日の夜会ではありがとうございました。本日はバスティア公爵家の夜会でございますね。ご出席は……？」

「顔だけ出す予定でいる。ではイヴォンヌ、失礼する」

　クロードは簡単に話し、ミシェルの腰に手を置いて歩きだした。

「あっ、イヴォンヌさまにご挨拶がまだ……」

　不満げな声を漏らすミシェルに、クロードは「長居すると正体がバレる」と小声で諭した。

　ふたりを見送るイヴォンヌの美しい顔が歪んだ。不意にミシェルが振り返り、そのイヴォンヌのつらそうな顔を見てしまった。




　クロードは、以前待ち合わせをした川辺に連れていき、平らな石の上にミシェルを腰かけさせる。彼もすぐ隣の草の上に座り、片膝を立てた。そして、草むらに咲いている小さな黄色い花を一輪摘んで、ミシェルに渡す。

「ありがとうございます。可愛いです」

　村でミシェルが頻繁に摘み、テーブルに飾る小花だ。甘い香りがしてマリアンヌが好きな花である。そして『この花はミシェルみたいだ』とよく言われたものだ。

　小さな黄色い花を鼻のところまで持ってきて、においを嗅ぐ。

　甘い香りを吸い込みながら、ミシェルはイヴォンヌが気になっていた。

（悲しそうな顔だったわ……イヴォンヌさまは、クロードさまをずっと好きだったみたいだから、私たちのことはショックだったに違いない）

「なにを考えている？」

　黙り込んでしまったミシェルの両頬にクロードは手を当てて、自分のほうへ向かせた。考えを読み取ろうと、黒い瞳で空色の瞳をじっと見つめる。

「母がこの花は私みたいだと言っていたのを、思い出したんです」

「この花がお前みたいだと？」

　クロードはミシェルのほうへ顔を乗り出し、花の香りを吸い込む。

「確かにお前はこの花のような香りがする。バラでもなく、ユリでもない。心が癒いやされるような香りだな。そうだ。この花を中庭にたくさん咲かすようにさせよう」

「王城でも見られるのですね！　嬉しいです！」

「すぐに自生するだろう」

　笑みを深めたミシェルの唇にクロードはキスをした。




　翌日の午後、ミシェルは東屋でお茶のマナーレッスンを受けていた。

「そうでございます。カップを持つ手は優雅に、優雅に」

　マーガレット・シャプリエ公爵夫人は三十代と若いが、王室の親戚ということもあり、ミシェルのマナー教師に抜ばっ擢てきされた人物だ。

「ミシェルさまは呑み込みがお早い方ですわね」

「いえ、そんなことは……刺繍や他のことはまだまだで」

　ミシェルは美しいシャプリエ公爵夫人に褒められて、頬を赤くする。

「刺繍は大変ですもの。ところで昨晩の夜会は陛下だけのご出席でしたのね？　皆さま、ミシェルさまをひと目見たいと、楽しみにしていましたのよ」

「シャプリエ公爵夫人、夜会はどんなところですか？」

　特に夜会へ行きたいと思わないが、どのようなところなのかは気になっている。

「素晴らしい食事とお酒、そしてダンスでしょうか。会話も楽しみますわね。陛下はいろいろな女性と踊ったりしますから、ミシェルさまは見たくないかもしれませんわ。昨晩もイヴォンヌさまと……」

「イヴォンヌさまと……？」

　ミシェルは首を傾げてシャプリエ夫人を見つめる。

「ダンスはイヴォンヌさまとしか、陛下はされませんでしたわ。他のご令嬢方は羨ましそうで。ご結婚が決まっても、陛下の妻になりたいご令嬢はたくさんおりますから」

　ミシェルの瞳が不安げに揺れる。

「陛下はミシェルさまのご身分が低いので、イヴォンヌさまも娶るおつもりではないかと思いますの。大臣たちからいろいろと言われているようですし」

「えっ……？」

「あらっ！　噂をすればイヴォンヌさまですわ」

　侍女を従えて、イヴォンヌが東屋へやってきた。オレンジ色のドレスを着たイヴォンヌは、バラのような色香を漂わせている。

「ミシェルさま、今日もレッスンでしたのね。お忙しいこと。ご機嫌いかが？　シャプリエ公爵夫人」

　イヴォンヌは優雅に膝を折って、ふたりに挨拶する。

「イヴォンヌさまこそ、昨晩は遅かったのでは？」

　シャプリエ公爵夫人は口元を隠して小さく笑う。

　ふたりの会話を聞きながら、ミシェルは上の空になった。

（クロードさまが……イヴォンヌさまも娶る……？）

　我が国の国王は三人まで娶れることになっている。シャプリエ公爵夫人の話を、世間知らずのミシェルは事実のように信じてしまう。

「――さま、ミシェルさま？」

　イヴォンヌの呼びかけに、ぼんやりと考え事をしていたミシェルはハッとする。

「あ……申し訳ありません。なんの話を……？」

「ミシェルさま、陛下に夜会へ行きたいと、甘えてみたらよろしいかと」

　シャプリエ公爵夫人がイヴォンヌに同意を求めるように、彼女に視線を向ける。

「ほら、噂をすれば。陛下がいらっしゃいましたわ」

　颯爽とやってくるクロードの姿があった。シャプリエ公爵夫人とイヴォンヌは椅子から立ち上がり、ミシェルも慌てて彼女たちにならう。

「陛下」

「クロードさま」

　シャプリエ公爵夫人とイヴォンヌがドレスを持って、優雅に膝を折る。

　クロードは挨拶するふたりに軽く頷き、ミシェルの前まで来る。

「ミシェル、順調か？」

　優しい眼差しをミシェルに向けるクロードだ。

「はい。楽しくレッスンを受けていました」

　クロードがミシェルの隣の席に座ると、シャプリエ公爵夫人とイヴォンヌも腰を下ろす。

「ミシェルも座りなさい。それとも私の膝の上に来るか？」

　手を差し出され、ミシェルは目を丸くしてびっくりする。

「い、いいえ……」

「まあ、陛下はとてもミシェルさまに甘くていらっしゃいますのね」

　シャプリエ公爵夫人が上品に微笑む。

「そうだわ。ミシェルさま、陛下に夜会へ行きたいと、おねだりされたらいかがでしょう？」

　そんなつもりがなかったミシェルは言葉に詰まる。

「夜会？　ミシェル、夜会へ行きたいのか？」

　少し驚いた表情になったクロードは、ミシェルに尋ねる。ミシェルは返事に困った。どういうものなのか興味はあるが、マナーもダンスも満足にできない自分が行って楽しめるとは思えない。

「私は――」

「夜会に興味があると、おっしゃられたではないですか」

　恥ずかしくないダンスやマナーを習得してからでいいと言おうとしたのだが、イヴォンヌに遮られる。

「確か、今日はドローヌ伯爵のところで夜会がありますわ。陛下が行かれたら、さぞかしお喜びになることかと」

　ドローヌ伯爵は位こそ公爵より劣るが、田舎に広大な領地を所有しており、かなりの資産家だ。ドローヌ伯爵の子息はパスカルと旧友で、クロードもよく知っている。娘はパスカルの妻の座を狙っていた。普段は田舎の領地で暮らし、社交界シーズンになると、町の屋敷に滞在する一族だ。

　ミシェルは今日夜会があると聞いて、即座に首を横に振る。

「クロードさま、興味はありますが、私はダンスもマナーもまだまだです。クロードさまが恥ずかしいと思われないようになってから、ご一緒したいと思います」

　そう言ってからミシェルはハッとする。

（クロードさまは私が恥ずかしいから、これまでも誘わなかったんだ……）

　そう思ってしまい、顔を上げられなくなる。

「わかった。今夜は出かけるつもりはなかったが、お前を自慢しに行こう」

「えっ!?」

　驚いて顔を上げたミシェルに、クロードは微笑む。

「お前を恥ずかしいなどと、まったく思っていないぞ。夜会も経験しておくといい。天使のようなお前を、男たちに見せたくなかったのだが」

　クロードは困惑しているミシェルの頬を優しく撫でる。

「まあ！　私たち、あてられてしまいましたわ」

　シャプリエ公爵夫人は、イヴォンヌに微笑む。常にミシェルを気にかけ、甘い言葉をかけるクロードに、イヴォンヌの心の中は苛立っていた。




　ミシェルはクロードのために、恥ずかしくないよう念入りに支度をした。

「ため息しか出ないくらい素敵ですわ」

　支度を手伝う侍女がうっとりした表情でミシェルを褒める。彼女は廊下で噂話をしていた侍女ではなく、ミシェルを好意的に見てくれているようだ。

　光沢のある生地で作られたサファイアブルーのドレス。クロードからもらった王妃の髪飾りで、緩くアップにしたプラチナブロンドの髪を留めている。

　華奢な首元を彩るサファイアのネックレスと、耳元で揺れるイヤリング。

　鏡に映る自分が美しいとは思えない。どこかあか抜けない感じを受けてしまう。

（最高のドレスと宝飾品なのに……）

　そこへ扉が叩かれ、クロードが姿を見せた。

　ミシェルのサファイアブルーのドレスの色に似た、胸元を飾るクラヴァットを着て、純白のジュストコールを上に羽織るという姿で颯爽と近づいてくる。

「ミシェル、今お前を連れていくのをやめようと考えてしまった」

「えっ……？　これでは相応しくないのでしょうか……？」

　動揺するミシェルは自分の姿を見下ろす。

「そうではない。お前があまりにも愛くるしく、美しいから、誰の目にも触れさせたくなくなったんだ」

　クロードは俯くミシェルの顎に手をかけ、上を向かせる。

「まるで天使のようだ。いや、本当に天使なのではないか？」

　真面目な顔でクロードは言う。

　落ち込みそうになっていたミシェルだが、安堵してクスッと笑った。

「ホッとしました……着慣れていないせいか、似合っていないような気がして」

「前にも言っただろう？　誰よりもお前は美しい」

　ミシェルが嬉しくて笑顔をクロードに向けた途端、唇がそっと塞がれた。




　王室専用馬車にはクロードとミシェルだけではなく、今日はアベルとヴァーノンも同乗していた。

　今日のアベルはミシェルの世話係である。ヴァーノンは正装をしているが、護衛役として、腰にはレイピアを提げている。彼は日増しに綺麗になっていくミシェルに目を見張った。

　隣同士に座るクロードとミシェルは、楽しそうに話をしている。柔らかい表情で女性と話しているクロードの姿を見るのは初めてだと、ヴァーノンは驚きを隠せない。

「アベル、ミシェルに虫がつかないよう、しっかり付き添え」

　クロードが目の前に座るアベルに命じる。

「はっ、肝に銘じます」

　アベルは緊張した面持ちで返事をし、ヴァーノンが口を開く。

「陛下のご婚約者に近づくのも恐れ多いかと思われますので、大丈夫かと思いますが」

「いや、念には念をだ。わかったな？　アベル」

「かしこまりました」

　そんなやり取りを、初めての夜会で緊張しているミシェルは聞いていた。




　ドローヌ伯爵の屋敷は、町から少し離れた場所にあった。

　国王が婚約者を連れて出席する旨は、あらかじめ使者を出しており、ドローヌ伯爵邸に到着すると、上流貴族たちがずらりと並んで待っていた。

　ミシェルは先に降りたクロードの手を借りながら、馬車から出る。その好奇心いっぱいの無数の目に驚き、怖じ気づいてしまうミシェルだ。

　手の震えがわかったのか、クロードは馬車から降りたミシェルを不意に抱きしめる。それを目にした女性たちは小さな悲鳴を上げた。

「堂々としていればいい」

　クロードに抱きしめられ、大好きな香りに包まれたミシェルは落ち着きを取り戻す。

　この屋敷の主ドローヌ伯爵がふたりの前に立ち、歓迎のお辞儀をする。ドローヌ伯爵は、口髭と顎髭をたくわえた、恰かっ幅ぷくのいい五十代の男だ。

「陛下、私の夜会にご出席くださり光栄でございます。お美しいご婚約者さまもご一緒で、感激の至りでございます。今宵はごゆっくりお楽しみください」

　へつらうような笑みを浮かべ、ドローヌ伯爵は国王一行を屋敷の中へ案内した。

　大広間は上流貴族の屋敷よりも広く、豪華な料理に楽団もおり、羽振りのよさが窺える。

　貴賓席に座った途端、貴族たちが挨拶にやってくる。誰もがミシェルと話したがるが、余裕のない彼女はやっとの笑みを浮かべ、会話はクロードに任せた。

　ようやく挨拶の人が途切れると、クロードはダンスに誘う。

「ミシェル、踊るか？」

「まだダンスは……」

　大広間の中央フロアに出たら、さらに注目を浴びてしまうだろう。貴族たちはミシェルがどんな人物なのか見極めようとしており、終始視線を感じている。

　そしてもうひとり注目されている女性がいた。イヴォンヌだ。イヴォンヌが数々の求婚を断り、国王を慕っていることは周知の沙汰で、村娘にかっさらわれて哀れな女性と噂をたてられている。

「では、もう少し場に慣れたところで踊ろう」

　ミシェルが微笑んだところで、ヴァーノンがクロードに耳打ちした。クロードはヴァーノンに頷き、アベルを見る。

「アベル、ミシェルを頼む。少し席を外す」

　クロードは椅子から立ち、ヴァーノンを伴い、席を離れた。

　残されたミシェルは不安そうな顔になり、後ろに立つアベルを見上げる。

　そこへシャプリエ公爵夫人がミシェルの元へやってきた。ミシェルは椅子から立ち上がる。

「ミシェルさま、輝かんばかりにお美しいこと。楽しんでおられますか？　主人を紹介させてください」

　落ち着いた深緑色のドレスを着たシャプリエ公爵夫人の隣に、茶色のジュストコール姿の五十代くらいの男性がいる。

「ミシェルさま、妻から聞いていた通り可憐なお方でございますね」

「ミシェル・ブロンダンです。よ、よろしくお願いいたします」

「可愛らしくて、見事な髪ですな」

　シャプリエ公爵は目尻を下げて、ミシェルから目が離せない様子。

「ミシェルさまを友人たちに紹介したいの。アベル侍従、いいかしら？」

　シャプリエ公爵夫人は後ろで見守るアベルに声をかける。

「では私も」

「アベル侍従、大丈夫です。ここにいてください。すぐに戻ります」

　ミシェルはアベルに大丈夫だというように笑みを向けて、シャプリエ公爵夫妻と席を離れた。

　すぐにシャプリエ公爵夫人の知り合いが挨拶にやってくる。なんとか話をしていると、見覚えのある女性が取り巻きの女性を引き連れて、ミシェルの前で立ち止まる。

「マーガレット、紹介してくださいな」

　シャプリエ公爵夫人を親しげに呼ぶ女性は、ミシェルの髪飾りを川に捨てた人物だった。

「ミシェルさま、彼女はアリス・ドローヌ嬢です」

　その女性は、この夜会の主催者ドローヌ伯爵の娘アリスだった。

　ミシェルが彼女を見るのはこれで三回目。髪飾りを捨てられたときは、茶髪のかつらをつけていた。

（気づくはずがないわ）

　そう思ったミシェルだが、アリスはふとプラチナブロンドの髪にある髪飾りに目を留めた。

「あら？　それは……どこかで見たことがあるわ……」

　アリスは小さく眉根を寄せて考える。そうして「おかしいわ……」と小さく呟く。

「おかしくはない」

　そう言ったのは、いつの間にかそばに来ていたクロードだった。

「陛下！」

　その場にいた女性たちはドレスのスカート部分を持って、慌ててお辞儀をする。

「クロードさま……？」

　ミシェルの愛する人は、いつになく厳しい目でアリスを見ていた。

「それはお前がミシェルから奪い、川に捨てたものだ」

「ええっ!?　そ、そんなことはありません」

　アリスの顔は一気に青ざめ、首を横に振りながら思わず口にする。

「あのときの娘は、娘は……茶色い髪でっ！」

「それは私がミシェルにプレゼントしたもので、亡くなった母のものだ」

「お、恐れ入ります。わ、私の馬車の近くに飛びだしてきた娘は、茶色の髪でございました」

　アリスは少しでも落ち着きを取り戻そうと必死だ。

「町で目立たないように、この美しいプラチナブロンドの髪を隠していたのだ」

「そんな……」

　顔が青ざめたアリスは茫然とする。

「よくも母の髪飾りを川に捨てたな」

　このときのことはヴァーノンに調査させており、誰がやったかはクロードに報告されていた。

「も、申し訳ございません！」

　非を認めたアリスの横に、泡を吹きそうなくらい慌てたドローヌ伯爵がやってきた。

「陛下、何事でございましょうか？」

「お前の娘は、私の大事な婚約者から母の髪飾りを奪い、川に捨てたのだ。そのせいで川に入り、探したミシェルは数日高熱に浮かされた」

　クロードはさらに厳しい眼差しでドローヌ伯爵を見つめる。

「な、なんてことを……申し訳ございません！」

　ドローヌ伯爵は磨かれた床に膝をつき、詫わびる。

　そんな光景にいたたまれなくなったミシェルは、クロードの袖をそっと引っ張る。

「クロードさま……」

　招待客の貴族たちは興味津しん々しんで注目していた。

「ミシェルは黙っているんだ」

　ジュストコールに触れるミシェルの手を数回優しく撫でるクロードだが、ドローヌ伯爵に冷たい視線を向けている。

「ドローヌ伯爵、娘を甘やかし過ぎたようだな。一年間、娘は王都に戻ることは許さない。明日、領地へ送れ」

　アリスは喉の奥から「ひっ！」と小さな悲鳴を漏らす。父親であるドローヌ伯爵は「は、はいっ！　そのようにいたします！」と言って、受け止めた。

　ミシェルは困惑していた。

（王室のものを粗末にしたせいだけど……）

　力なく頭を垂れるアリスにミシェルは同情してしまう。

「ミシェル、先に馬車へ行っていなさい。すぐに行く」

　クロードはミシェルをアベルに任せて離れていく。

「ミシェルさま、行きましょう」

　アベルに促されミシェルは出口のほうへ向かう。

　考え込みながら歩くミシェルは、若い女性にぶつかってしまった。

「きゃっ！」

　ミシェルとさほど年が変わらないであろう女性の持っていた赤ワインが、サファイアブルーのドレスのスカート部分にかかり、みるみるうちに吸っていく。小さな声を上げ、汚れてしまったドレスに愕然とするミシェル。

「あら、ごめんなさい」

　女性は心から謝っているようには見えないが、ミシェルは動揺していたせいで、「気になさらないでください」としか言えなかった。

　アベルがハンカチを差し出そうとしたとき――。

「そこのあなた！　淑女ならもっと丁寧に謝るべきではないこと？」

　強い口調でその女性を叱責するのはイヴォンヌだった。ミシェルは驚いて口を開く。

「イヴォンヌさま、私が悪いのです」

「いいえ。私は見ていましたわ。わざとぶつかったのです」

　イヴォンヌはみるみるうちに顔色が悪くなっていく若い女性を、きつく見つめる。

「た、大変申し訳ございませんでした。ドレスは弁償を――」

　若い女性はイヴォンヌに問いつめられ、慌てている。

「あなた、なにをおっしゃっているの？　このお方は国王のご婚約者よ？　弁償できるドレスではないわ」

　イヴォンヌの痛罵に、若い女性は目に涙を溜めている。ミシェルは回避できなかった自分も悪いと思っていた。

「イヴォンヌさま、もう大丈夫です。弁償も気になさらないでください。陛下がお待ちなので、失礼いたします」

　お辞儀をして歩き始めるミシェルに、アベルが声をかける。

「ミシェルさま、化粧室へお連れします」

「そ、そうですね」

　このままでは馬車の座席が汚れてしまいそうだ。

　ミシェルはアベルに伴われて化粧室へ向かった。

「ここでお待ちしております」

　化粧室の前の廊下でアベルはミシェルにハンカチを渡した。

「ありがとうございます。すぐに戻ります」

　ミシェルは弱々しい笑みを浮かべて、化粧室へ足を踏み入れた。静かに扉を閉めたとき、奥のほうから女性たちの声が聞こえてきた。

「やっぱりお妃さまになるのは、イヴォンヌさましか考えられないわ」

「そうよね。ミシェルさまはただの村娘だから、お妃さまになっても威厳が感じられないわ」

　化粧室の奥にあるソファで話をしているふたりの声に、ミシェルは足を止める。

「陛下にお似合いなのはイヴォンヌさまよ。先ほどの叱責も堂に入ったものだったわ」

「それに引き換え、ミシェルさまはおどおど。先が思いやられるわね」

　ミシェルが入ってきたとも知らずに、ふたりは話をしている。

（この世界は噂話に花を咲かせるしかやることがないの……？）

　気にしないように思いながらも、そこにいられずドレスに軽くハンカチを当てて化粧室を出た。

「ミシェルさま、大丈夫ですか？」

　疲れきった様子のミシェルにアベルはサッと近づき、ワインで赤く色づいたハンカチを受け取る。

「はい。クロードさまをお待たせしてしまいます。行きましょう」

　ミシェルは今度こそ出口に向かった。




　ドローヌ伯爵邸の大広間から扉を出てすぐのところに、王室の馬車が待っていた。まだクロードとヴァーノンの姿が見えず、ミシェルはホッとした。

「中へお入りください」

　アベルに促され、ミシェルは馬車の中へ入る。席に腰を下ろしたミシェルは先ほどのことを思い返していた。

（私にだってわかっている……イヴォンヌさまがお妃さまに相応しいと）

　馬車の扉が開き、クロードが身体を軽く折り曲げて入ってきた。ヴァーノンとアベルが着席したところで、馬車が動きだす。

「ミシェル、ワインがかかったそうだが、大丈夫か？」

「はい。私の不注意で……」

「イヴォンヌが窘めてくれたそうだな」

　クロードの口元が緩む。

「はい……」

（イヴォンヌさまはさすがだと思っているのかも……）

「私が助けてあげられなかったが、イヴォンヌがいてよかった。元気がないな？　夜会は思ったところと違ったか？」

「……いいえ、煌びやかで、華やかで……」

（隙あらば人を陥れようとする醜いところ……）

　そう思ったミシェルだが、口にはできなかった。

「ミシェル、正直に言えばいい。お前にはあのどす黒い一いち物もつを持った貴族たちを見せたくなかったが、これも勉強だ」

「クロードさま……」

　肩に手が置かれ、クロードの唇がミシェルのこめかみに触れる。

「お前は純粋だ。今日のことは気にするな」

「……はい。クロードさまのご用はお済みになりましたか？」

「ああ。問題ない。疲れただろう？　着くまで少し眠れ」

　クロードは自分の肩にもたれるように、ミシェルの頭を引き寄せた。




　ゆっくりゆっくり、ミシェルは浮遊感を感じて眠りから覚める。

「クロードさま……」

　目の前に、クロードの眉目秀麗な顔がある。ミシェルはクロードに抱き上げられ、廊下を進んでいた。いつものミシェルであったら、驚いて飛び下りたくなるであろう。だが、今のミシェルの瞳はぼんやりしながら、クロードの黒い瞳を見つめている。

「起きたか」

　そう言うクロードはミシェルを抱き上げたまま下ろそうとはせずに、私室へ向かっていた。

「お前の部屋へ運ぼうと思ったが、できなかった」

　クロードは歩きながら、ミシェルの額にやんわりと口づけた。目覚めたばかりで頭がはっきりしないミシェルは、唇へのキスを受け入れる。

　この先に起こることをまったく認識せずに。

「クロードさま……」

　クロードのひんやりとした唇は、ミシェルの上唇と下唇を柔らかく吸い上げていく。

「お前の唇は甘いな」

　唇から喉元にも移動するクロードの舌。

「いや、どこもかしこもお前は甘い」

　クロードは寝室に入り、ベッドの端にミシェルを抱えたまま座る。

「ミシェル、愛している。可憐な花のようなお前に、抑制ができなくなった」

　再び唇が重ねられた。クロードの舌はまるで味わうように動く。ミシェルの吐息と共に薄く開いた唇の間から、クロードは舌を入り込ませた。

「ん……っあ……」

　驚いて身を引こうとしたミシェルの後頭部が、クロードの大きな手に阻まれる。プラチナブロンドの髪を結い上げていたピンが引き抜かれ、ふんわりと広がった。

「クロードさま……？」

「お前が欲しい。愛していいか？　ミシェル」

　熱い視線で見つめるクロード。

（私は……クロードさまに愛されたい）

　この先にある行為は未知であったが、欲しいと言われ、心の底から嬉しかった。

「……はい」

　恥ずかしさで顔が熱くなるのがわかる。

　唇を重ねながら、クロードは大事なものに触れるようにミシェルを横たえた。




　先日の夜会から、ミシェルはぼんやりすることが多くなった。クロードに愛され、幸せいっぱいのはずなのだが、本当に自分は彼に相応しいのだろうかと、頻繁に考えている。

　自分とクロードを取り巻く周囲の考えが、ミシェルの心に針のようにチクチク刺さるようだった。その痛みの感覚は日増しに大きくなっている。

　クロードに愛されれば愛されるほどに……。




「ミシェルさま、そのようなことは私共の仕事でございます。おやめください」

　自室の床を這はうようにして磨いているミシェルに、侍女ふたりがオロオロしながら言葉をかける。

「いいの。綺麗にしてくれているけれど、身体を動かしたくて。気にしないで」

　ミシェルは手を止めて顔を上げると、にっこりする。

「そう言われましても……」

　素直に『はい。そうでございますか』とは頷けない侍女だ。

　そのとき――。

「まあ！　ミシェルさまっ、なにをなさって!?」

　ミシェルはその声にビクッとなり、慌てて立ち上がる。唖然としているイヴォンヌ。

「イヴォンヌさま、お掃除を……」

「そんなことは侍女にさせておけばいいの。あなたが動くと、侍女の仕事を取り上げることになってしまって、侍女がなにをすればいいか困りますわ。ミシェルさまはお妃さまになるのですから、掃除なんてしてはいけません」

　イヴォンヌは整った顔を顰めて、ミシェルを窘める。

「はい……」

　ミシェルはシュンと肩を落とす。

「あら、私としたことが。クロードさまのご婚約者に。申し訳ございません」

「い、いいえ。周りの者の気持ちを考えていませんでした。手を洗ってきます。おかけになっていてください」

　ミシェルはその場を離れた。




　その夜、一日中領地を回り、ようやく戻ってきたクロードはアベルから報告を受けていた。

「ミシェルのやりたいことをさせてやりたいが……」

　今夜はもう遅く、ミシェルは眠っているだろう。

　クロードの就寝の支度を手伝いながら、アベルは大きく頷く。

「イヴォンヌの半分でも威厳を持てるといいのだが、私は今の純粋なミシェルを愛している。あのままでも充分だ」

　クロードは今すぐミシェルの元へ行き、愛したくなる気持ちを抑える。

「ミシェルさまは最近、塞ぎ込んでおられるようなのです」

「塞ぎ込んでいる？」

　クロードと会っているときは明るいミシェルだ。無理に笑顔を作っているのかもしれない。そう思うと、ミシェルが心配で胸が痛くなる。そんな気持ちは今まで初めてだった。

「家が恋しいのもあるのかと……」

　アベルの言葉にクロードは頷く。

「ミシェルと話してみよう。明日の昼食を東屋で一緒にとれるように手配を」

　クロードはアベルに約束した。




　翌日、クロードの伝言をアベルから受け、ミシェルは東屋へ赴いた。東屋へ到着したとき、クロードはまだ来ていなかった。

（お忙しいのに、こうして時間を作ってくれる。私も頑張らなきゃ）

　ミシェルは席に着かず、東屋の周りに咲く花をしゃがみ込んで愛でていた。

（クロードさまの足を引っ張らないように……私を妻にしてよかったと思ってもらえるように努力をしよう）

　心の中で誓ったミシェルの肩に、後ろからふわりと腕が回る。

「私のミシェル、だいぶ待たせたか？」

「クロードさま。いいえ、私も今来たばかりです」

　振り返りながら微笑んだミシェルは、胸の辺りで組まれた手をそっと握る。

「それはよかった」

　艶やかな髪にクロードは唇を落とすと、ミシェルを立ち上がらせる。

「食事にしよう」

　ミシェルの腰に手を置いてエスコートし、東屋の中へ進ませた。




　クロードは食事をしながら、ミシェルを観察していた。

　花に向かって屈み込んでいる姿を見たとき、アベルの報告通り、ミシェルの元気がないように思えた。

（やはり一度家に戻し、休ませよう）

　ミシェルが不意にスープを飲む手を止めて、顔をクロードに向ける。そして目と目が合うと、彼女は首を小さく傾げた。

「どうしたのですか……？　あ、もしかして、お掃除のことを怒っていらっしゃるのでしょうか……？」

　ミシェルの空色の瞳が不安げに揺れる。

「そんな顔をするな。私は怒っていない。お前のやりたいことをさせてやりたいと思っている。それが掃除でも。しかし、ミシェル。その滑らかな手が痛むのは見ていられない」

「クロードさま……」

　寛大な心で自分を見てくれるクロードに、良心の呵責をひしひしと感じる。

「勝手なことをして、申し訳ありません。クロードさまにご心配ばかりかけてしまって――」

「ミシェル、私の心配は、お前がここで幸せであるかどうかだ」

　町で出会ったミシェルはもっと明るかった。本来の彼女らしさが今は失われている気がするクロードだ。

「家族に会いたいだろう。どうだ？　数日戻るか？」

「いいえっ！」

　ミシェルは首を左右に振った。髪につけているリボンが揺れる。

「私はクロードさまのおそばにいられることが幸せです。お妃になるための勉強に励みます」

　空色の瞳に、今までと違う力強い光が見えた。クロードは口元を緩ませる。彼とて、ミシェルを家に帰したくない思いがあった。

「ミシェル、わかった。お前の気持ちが嬉しい。愛おしい娘だ」

「はいっ。立派なお妃を目指して頑張ります」

　クロードの目には町で出会ったときのような明るいミシェルに映り、安堵した。

「立派な妃か。お前なら民衆の気持ちがよくわかる偉大な妃になると確信している」

「えっ？　そ、それは言い過ぎです」

　ミシェルは戸惑いながら、鈴の音を転がしたような明るい笑い声を上げた。




　その日からは、クロードの期待に応えようと、何事も一生懸命に取り組むミシェルだった。

　教師たちからは素晴らしいと口々に褒めてもらえるようになって、日々の努力が報われる思いだ。

　ミシェルがクロードの婚約者になってから一ヵ月が経とうとしており、外は日差しが眩しい季節になってきている。

　涼しい風が運ばれる自室のテラスで刺繍に励んでいるミシェルの元へ、お茶会の招待状を持ったシャプリエ公爵夫人が現れた。

「ミシェルさま、ごきげんよう。婚礼の刺繍をされていたのですね。精が出ますこと」

「はい。どうぞおかけになってください」

　ミシェルはシャプリエ公爵夫人にソファを勧めた。シャプリエ公爵夫人は対面のソファに優雅に座ると、付き添いの侍女に合図をして招待状を受け取り、ミシェルに渡す。透かしの入ったとても美しい招待状だ。

「我が家で開きますお茶会ですの。ぜひミシェルさまにいらしていただきたくて。上流貴族のご婦人方とお知り合いになるのも大切ですから」

「ありがとうございます。ぜひ伺わせていただきます」

　お茶会は初めてのことで嬉しい。しかも、シャプリエ公爵夫人がいれば心強い。そして未来の妃として、貴族の女性たちとの懇親は願ってもないことだ。夜会では嫌な目に遭ったが、これまで努力をしており、今のミシェルは自信が出てきたところだ。

　そして帰りに町で母のマリアンヌにプレゼントを買って、贈る手配をしたかった。マリアンヌの四十歳の誕生日が近く、お祝いに行けるかどうかわからないからだ。

「本当にミシェルさまは日増しに輝き、美しくなっていきますわね。これも陛下に愛されて幸せいっぱいだからなのでしょう」

　シャプリエ公爵夫人は、頬をポッと赤らめるミシェルに微笑んだ。




　お茶会当日。ミシェルは侍女の付き添いの元、馬車に乗り込んだ。馬車は一度、侍女と共に王城へ戻る手はずになっている。

　念入りに選んだドレスは、クリーム色で喉元までレースがあしらわれた、慎ましやかでいて初々しいもの。ミシェルによく似合っており、同じ布で作られた大きなボンネットをかぶっていた。

　シャプリエ公爵邸までは馬車で三十分ほど。王城と町の間にある、緑に囲まれた静かな邸宅だ。

　今日招待されているのはシャプリエ公爵夫人が選んだ五人で、その中にイヴォンヌも入っている。




　開け放たれた窓から涼しい風が入るお茶会の部屋は、邸宅の一階にあった。

　ミシェルが着いたとき、すでに招待客三人が到着しており、まだイヴォンヌの姿はなかった。

　初めて会った女性たちは、二十代と三十代の既婚者。それぞれおとなしい女性たちで、夜会に出席していた貴婦人たちとは異なり、ミシェルを優しく受け入れてくれてホッとする。

　会話を楽しんでいると、イヴォンヌがやってきた。

「遅くなりまして申し訳ありません」

　イヴォンヌは上品にお辞儀をするも、いつものような華やかな笑顔がない。

（どうしたのかしら……）

　ミシェルはイヴォンヌの表情が気になった。

「イヴォンヌさま、先に始めていましたよ。遅れるなんて珍しいわね？」

　シャプリエ公爵夫人がにっこりと断り、侍女にお茶を淹れるように指示を出す。

「はい。出がけに、お父さまに大事な話があると呼ばれてしまいまして」

「そのような浮かない顔をされているのは、お小言でも……？」

　そこにいるみんながイヴォンヌに注目するが、彼女は「その話は後ほど」と言って、出されたお茶をひと口飲んだ。そんな歯切れが悪いイヴォンヌに、ミシェルは嫌な予感に襲われていた。気になって、美味しい焼き菓子も喉を通っていかない。

「ミシェルさま、このムースも味わってくださいな。我が家の自慢の一品ですのよ」

　ピンク色をしたムースを、シャプリエ公爵夫人が勧める。

「ありがとうございます」

　ミシェルは微笑み、失礼にならないようにムースをひと口食べて「とても美味しいです」と褒めた。




　少し経ってシャプリエ公爵夫人が、庭を案内したいとミシェルに申し出た。

「私もご一緒していいかしら？」

　そう聞くのはイヴォンヌだ。

「はい。もちろんです」

　他の三人は「おしゃべりと、お茶を楽しんでいますから」と、そこに残り、ミシェルたちは庭へ出た。

　公爵家の庭はきちんと管理されており、歩いている途中も庭師を数人見かける。

「こちらに噴水がありますの。ときどき森の小鳥たちが飲みに来て、それはそれは可愛いんですのよ」

　シャプリエ公爵夫人の言葉に、ミシェルは世話をしていた鶏を思い出す。

　一緒についてきたイヴォンヌは、まだ浮かない顔をしている。

　気になっていたミシェルは声をかけてみた。

「イヴォンヌさま、なにか悩み事でも……？　浮かない表情をしています」

「ミシェルさま……」

　イヴォンヌは弱々しい笑みを浮かべる。

　そこへシャプリエ公爵夫人が口を開いた。

「差し支えなければ、お話しされたほうが、お気持ちは軽くなるのではなくて？」

「ええ、ええ。そうですわね……」

　イヴォンヌはミシェルへ視線を向けてから話し始める。

「私、クロードさまと結婚の話が……」

　驚いたミシェルは息を呑むが、なにも言えない。

「ですが、私は不安なのです。パスカルさまの件で余計に……」

　シャプリエ公爵夫人がミシェルの代わりに尋ねる。

「陛下はミシェルさまを溺愛しておられますわ。議会で決まったことなのかしら……？」

「父がそう申しておりました。ミシェルさま、こんなことを話してしまってごめんなさい。私はクロードさまが好きです。ですからこのお話はとても嬉しいのですが……」

「……イヴォンヌさまは……パスカルさまの件で不安に、と……。どうしてなのですか？」

　ミシェルはようやく口にした。

「私たちにクロードさまの子供ができたとき、今回のように世継ぎの問題で争うのだけは避けたいのです」

　イヴォンヌの考えにミシェルはハッとする。

（パスカルさまは身分の低いお妃さまの子供……今回の件で今は牢屋に入っている。もしかしたら、この先私が産む子供も……）

　イヴォンヌの示唆する問題は、ミシェルの心に重くのしかかった。そしてクロードがイヴォンヌを娶ることを考えると悲嘆してしまい、気分が悪くなってきた。




　お茶会はお開きになり、ミシェルがシャプリエ公爵邸を出ると、前庭に王室の二頭立て馬車が待っていた。アベルが背筋をまっすぐにした立ち姿でいる。

　美しい彫りがある扉から現れたミシェルの表情に、アベルは眉根を寄せる。

　ミシェルはアベルがいることに気づき、憂いを帯びた顔から花が咲いたような笑顔になった。

「アベル侍従、来てくれたんですね！」

　ミシェルの声はどことなくホッとしたように聞こえる。

「はい。陛下からお迎えに上がるようにと。どうぞお入りくださいませ」

　ミシェルは送りに出てきたシャプリエ公爵夫人にお辞儀をする。

「今日はお招きいただき、ありがとうございました。楽しい時間を過ごせました」

「またいつでもいらしてくださいね」

　シャプリエ公爵夫人はにっこり微笑み、ミシェルが馬車に乗り込むのを見守る。

　ミシェルが座席に落ち着き、対面にアベルが乗り込んだ。

　馬車がゆっくり動きだす。

「お茶会は楽しかったですか？」

　シャプリエ公爵夫人にはそう言っていたが、アベルには本心ではなかったように思え、聞いていた。

「はい。とても……」

　楽しかったという割にはミシェルの表情は浮かず、いつもの明るさがない。

　イヴォンヌの件が心を重くし、アベルに悟られてしまいそうになり、急いで笑みを向けた。

「あ！　町へ寄り道してもいいですか？」

「町でございますか……？」

　アベルは首を傾げる。

「母の誕生日プレゼントを。店主にお願いすれば、届けてもらえるので」

「お母さまの誕生日プレゼントでしたら、直接お届けしたらいかがでしょうか？　陛下にお話しすればすぐに――」

　アベルの提案に、ミシェルは首を横に振る。

「いいえ。今回は届けてもらいます。クロードさまがお気にかけないよう、このことは話さないでくださいね」

「わかりました。では町へ向かいましょう」

　アベルは後ろの窓から御者に町へ行くように指示した。




　ミシェルが母に選んだプレゼントは華やかなドレスではなく、町の女性が着る実用的な服だった。それと母が大好きな果物がたっぷり入った焼き菓子と、チョコレートを店主に頼んだ。

「もちろん届けさせていただきます」

　そう言って店主は快く引き受けてくれる。アベルが心づけを渡すと、さらに店主は笑顔になった。

「ミシェルさま、それでは帰りましょう」

　時刻は、もう少しで陽が落ちるところだ。

　ふたりが店を出たところで、やってきた馬車が停まり、イヴォンヌが窓から顔を見せた。

「ミシェルさま。お買い物でしたのね？　ご一緒したかったですわ」

「……イヴォンヌさまもお買い物があったのですね」

　ミシェルは先ほどの会話が尾を引いていて、いつものような笑みを浮かべられない。

　馬車からは侍女の次に、イヴォンヌが優雅な所作で降りて、ミシェルの前に立つ。

「陛下の婚約者さまが、このようなところにご用が……？」

　簡素な店に首を傾げて、ミシェルを見る。

　そのとき、どこからか「火事だー！」と叫び声が聞こえてきた。

「今、火事って……」

　アベルに困惑の瞳を向けたミシェルの耳に、今度は「助けて！　助けてー！」と悲痛な声が。

　ミシェルの目が大きくなる。

「あら……嫌ね」

　イヴォンヌはどうでもいいような表情だ。

「ミシェルさま、火事のようですね」

　アベルは馬車から離れて辺りを見回す。

　木材が焼けるにおいも風に乗ってきた。ミシェルはふたりから離れ、声が聞こえてきた方向へ走りだした。

「あ！　ミシェルさまっ！」

　アベルは慌ててミシェルを追いかける。

　角を曲がったところにある民家が燃えているのを、ミシェルは目にした。

　そこ一帯は民家が密集している場所で、隣の家にも火が燃え移り始めている。町の人たちは桶おけに水を汲くんできて、少しでも火を消そうと奮闘していた。

「大変っ!!　ひどいわっ！」

「ああっ、ミシェルさま、離れてください。危ないです！」

　少し離れたところにいても熱風で顔が熱い。

「誰かー！」

　追いつめられた女性の声が、どこからか聞こえてくる。

「まだ家の中に人がいるのよ！」

　出火元の家の火を消そうとして、町の人たちは隣家の叫び声がわかっていない。

　ミシェルはキョロキョロと辺りを見回し、近くにあった桶の水を頭からかぶった。

「なにを！　ミシェルさま!?　いけません！」

　事を察したアベルは引き止めようと手を伸ばした。しかし、その手は空を切った。全身を濡らしたミシェルは女性の声がした家へ走っていた。隣家よりは燃えていないが、その家もかなりのものだ。

「ミシェルさま！」

　アベルはゾッとして、全身の血の気が引く思いに襲われた。

　ミシェルが家の中へ入っていく。その姿は追ってきたイヴォンヌの瞳にも映る。

（戻ってこなければいいのに）

　イヴォンヌの脳裏によぎったのは、その思いだった。そして町人らが必死に火消しを行っているのを、遠巻きに見物していた。

　ミシェルは口に手を当てながら、声が聞こえた家に躊躇なく入った。パチパチと火が燃える音がしている。

「どこにいますか！　ゴホッ！」

　居間と思われる部屋で叫んだ途端に煙が口に入り込み、咳が出る。まだ居間に火の手はなかった。

「こっちです！　赤ちゃんがいるんです！」

　隣から声が聞こえたあと、激しく咳き込んでいる。

　ミシェルは声のするほうへ向かった。扉を開けると、台所らしい部屋から煙が飛びだしてきて、ミシェルを襲う。

「ゴホッ！　ゴホッ、んんっ！」

　ミシェルは姿勢を低くして、けむたい部屋の中を進む。目が煙で痛み、涙が出てきて瞬かせる。

　女性の咳を頼りに、ミシェルは姿を見つけた。女性は片方の足を怪我しており、床に伏せていた。その下には赤ちゃんがいる。意識が朦朧としているようだ。

「っ！　しっかりしてっ、ここから逃げないとっ！　ううっ……ゴホ」

　喉が痛む。煙を吸い込むと、意識が飛んでしまいそうだった。火はすぐ近くまで来ていた。

（クロードさま……私……）

　もう会えないかもしれない。家の中に飛び込んだときは、そんなことも考えもせずにいた。意識を失わないようにするのが精いっぱいなのだが、ミシェルは力を振り絞って、女性の身体を起こした。

　女性を立ち上がらせると、ミシェルは布に包まれた赤ちゃんを抱いた。女性は片足を怪我していたが、朦朧としながらもなんとか歩く。

　女性を支えながら、赤ちゃんを抱いたミシェルは歯を食いしばって台所を出る。

「ミシェルさま！」

　隣の部屋までミシェルを追ってきたアベルが駆け寄る。

　ぐったりしている女性を引き受けたアベルは、ミシェルと共に外に飛びだす。

　外に出て悲鳴を上げていた肺にようやく新鮮な空気が取り込まれ、激しく咳が出る。

　町の人たちが、フラフラのミシェルから赤ちゃんを受け取る。安堵したミシェルは、その場に崩れるように座り込んだ。

「ミシェルさま！　大変だ！　大丈夫でございますか!?」

　アベルがミシェルのそばに膝立ちし、怪我をしていないか見る。

「だ、大丈夫……」

　無我夢中だったせいで、先ほどまで気が張っていた身体が、今は震え始めていた。

「マティアス侍医に、すぐ診ていただかなくては！」

　こんなことになってしまい、アベルはクロードの怒りが目に浮かぶ。

　アベルに腕を支えられて立ったとき、助けた女性の旦那だという男性がやってきた。彼の留守中の出来事だった。隣の出火元の家は柱を残し、ほぼ全焼してしまっていたが、鎮火しつつあるようだ。ミシェルが飛び込んだ家は半分ほど焼けていた。

「貴族のご令嬢さま、なんとお礼を申し上げていいのか……」

「ご無事でよかったです」

　喉が痛み、声が掠れていたが、ミシェルはホッとした笑みを向けた。

「あなたさまは天使です」

　周りの町人たちも、ミシェルの勇気を褒めたたえ、天使だと口々に言う。

「さあ、ミシェルさま、馬車へ」

　アベルは足に力が入らないミシェルを支え、その場を離れた。

　その姿と一部始終を、少し離れたところから見ていたイヴォンヌは、下唇をきゅっと噛む。無事に戻ってきたミシェルが、人々から天使だと感謝されていたことに、言いようのない憤りが込み上げてきていた。

　しかし、自分には怖くてできなかったことをやり遂げたミシェルに感心する心もあった。

（私はミシェルに敵かなわないの……？）




　馬車が王城に向けて走りだしたとき、すでに陽が落ちて辺りは暗くなっていた。

（こんなに遅くなってしまった。陛下は心配なさっていることだろう……）

　アベルはクロードの怒りを覚悟していた。溺愛している婚約者が命にかかわる危険を冒したのだ。しかしアベルにはそのことよりももっと危惧していることがある。

　目の前のミシェルが心配だった。

　びしょ濡れで、顔は煤すすけ、目を閉じて休んでいるミシェルを早く侍医に診せなければと気が急く。

　町を出たところで、馬車がいきなり止まった。その揺れにミシェルはハッと目を開ける。

「……どうしたの？」

「大丈夫でございますか!?　ただ今――」

　アベルが見てまいりますと言おうとしたとき、扉が乱暴に開かれた。ふたりは暴漢かと考え、瞳に恐怖の色を浮かべた。

「ミシェル!?」

　扉を開けたのはクロードだった。その表情は馬車の中にミシェルを認め、安堵したものであったが、彼女の煤けた顔やひどい姿に驚きの声を上げた。

「いったいどうしたんだ！」

　クロードは馬車に乗り込み、眉根を寄せてミシェルの顔をよく見ようとした。

「申し訳ありません！」

　ミシェルが口を開く前にアベルが座席から床に降り、膝をついて声を大きく平謝りする。

「アベル侍従、私が話します。クロードさま、お茶会の帰りに母への誕生日プレゼントを買いたいと無理を言って、町へ連れていってもらったんです。ゴホッ……、店を出たらすぐ近くで火事があって――」

「手伝ったのか……」

　クロードは愁眉を開き、ミシェルの濡れた髪に触れる。これで話が終わるのなら、とミシェルは頷いた。

「はい。遅くなってしまって申し訳ありませんでした……」

　しかし、忠誠心の塊のアベルはその先の話をしようと口を開く。

「クロードさま、ミシェルさまは――」

「アベル、ゴホ、ゴホ……侍従、早く着替えたいの」

　ミシェルはアベルの言葉を遮った。これ以上、クロードに心配をさせたくない気持ちで。

「そうだな。早く城へ戻ろう。アベル、私は先に行き、侍女と侍医を待たせておく。もう遅い時間だ。騎士団に護衛させよう」

　外に、ヴァーノンと第一騎士団の精鋭五人が馬に乗り、待機していた。

　まだ床に膝をついていたアベルは額が着きそうなくらい頭を下げる。

「ミシェル、城で待っている」

「はい。クロードさま、ありがとうございます」

　ミシェルは咳を我慢してお礼を口にした。クロードは頷き、馬車を降りた。

　馬の蹄の音が聞こえたあと、ミシェルの乗った馬車が動き始めた。

「ミシェルさま、陛下に本当の話をしなければなりません。命を落とす危険もありました」

　アベルの煤けた顔を見ながら、ミシェルは首を左右に振る。

「余計な心配はかけたくないのです。無事だったのだから、話す必要はないです」

　ミシェル自身、あのときは死ぬ覚悟もしたほど、煙に意識を持っていかれそうだった。今生きていられるのは、クロードに会いたかったからだ。

「ミシェルさま……」

　アベルは困ったように小さくため息を漏らした。




　王城へ到着してから、ミシェルは侍医に診てもらい、侍女の手伝いでお風呂に入る。

　喉の痛みに効く薬を飲み、パンをミルクで煮た食事をベッドの上でミシェルは食べていた。

　今になって火事の恐怖が蘇り、スプーンを持つ手が震えてきていた。

（女性と赤ちゃんが助かってよかった）

　お風呂に入っているとき、左腕にできたばかりの大きな痣あざを見つけた侍女にも、口止めしてある。

　無我夢中のことで、どこでぶつけたのかまったくわからない。

「ミシェル」

　クロードがベッドに近づいてきた。彼はまだ馬車に乗り込んだときのままのいでたちだ。

「クロードさま……」

　ミシェルは食べる手を止めて、クロードがベッドの端に腰を下ろすのを見守る。

「クロードさま、ご心配をかけてしまって……」

「夕刻に戻るはずがまだで、帰宅途中に襲われたのかと肝を冷やしたぞ」

　ミシェルはクロードの思案顔にそっと手を伸ばす。それが大きな手に包まれる。

「火事を見過ごせず、手伝ったのは素晴らしい行為だ。私はお前を誇りに思う」

　ミシェルは小さく微笑む。クロードの考えている手伝いが命の危険があったことではないから、後ろめたい気持ちがあった。

　クロードはミシェルの手の甲に唇を落とすと立ち上がった。

「食事を済ませたら、すぐに寝なさい。三日ほど留守にする。休養しているように」

　数日前にクロードが隣国へ出かけることは聞いていた。ミシェルは寂しそうにコクッと頷く。

「はい」

　小さく微笑むミシェルの額に口づけをして、クロードは寝室を出ていった。




　クロードは執務室に戻り、ヴァーノンを待っていた。彼に火事の詳細を調査させていた。

　扉が叩かれた。

「入れ」

　執務室へ姿を見せたのはヴァーノンではなく、アベルだ。

「クロードさま」

　執務机で書類を読んでいたクロードにアベルは近づき、深くお辞儀をする。

「アベル？　どうした？」

「火事の――」

　言いかけたとき、扉が叩かれヴァーノンが入ってきた。その顔は強張っている。

　クロードはふたりの顔つきからなにかを悟り、深いため息をつきながら椅子に背を預けた。

「アベル、話してみろ」

「は、はい！　実は……ミシェルさまはただ、火事の火消しを手伝ったのではなく、命の危険をかえりみず、燃え盛る家に入り、そこの女性と赤ちゃんを助けたのです」

「なんだとっ!?」

　怒号と共に、背もたれに身体を預けていたクロードは突として立ち上がった。

「申し訳ございません！」

　アベルはクロードの激高に床にひれ伏す。

「ヴァーノン、お前の報告もそれか？」

「はい。ミシェルさまは勇気のあるお方です」

　クロードは突如身体の力が抜けたように、椅子に座り、右手をこめかみの辺りに置いた。

「なんてことを……死んでいたかもしれない……」

「私がお止めできなかったばかりに！　お叱りは覚悟の上です！」

　アベルは必死に謝る。

「陛下、アベル侍従もミシェルさまを追って、家の中へ入ったのです。彼も疲労困こん憊ぱいしております」

「……ミシェルのことだ。引き止める前に行動に起こしたのだろう……お前の責任ではない。彼女は子供ではないのだから」

　川へ入り、髪飾りを探していたときのことが思い出される。

　クロードは理解を見せるものの、愛する女性にもしものことがあったらと想像し、身を震わせる思いだった。

「陛下、ミシェルさまがいなければ、女性も赤ん坊も亡くなっていたと、町の者が口々に言っておりました」

「そうか……わかった。この話は終わりだ。明日からの隣国への訪問、早朝に出る」

「はい。そのように指示しております」

　ヴァーノンに頷いたクロードは、頭を床につけているアベルに視線を向けた。

「アベル、いない数日、くれぐれもミシェルを頼む」

「しっかりと見守ります」

「ふたり共、休んでくれ」

　クロードの言葉に、ヴァーノンはアベルを立ち上がらせ執務室を出ていった。




　真夜中、クロードはミシェルの部屋を訪れた。大事な娘がフッと自分の手から消えてしまいそうな、胸をえぐられるような思いに駆られたのだ。

　足音をさせずにミシェルの寝室に入ったクロードは、ベッドに近づく。

　ミシェルは静かに寝ていた。月明かりが彼女のプラチナブロンドの髪に降り注ぎ、天使のようだ。

　火事の恐怖でうなされてはいないかと心配であったが、思ったより強い娘なのだと口元を緩める。

　クロードはミシェルの隣に身体を滑らせ横になった。それでもミシェルは気づかずに深い眠りについている。

（お前に心配をかけられるのはかまわないが、命だけはどうか大事にしてくれ……私の大事なミシェル……）

　抱きしめると、髪に唇が触れた。ミシェルは「……ん」と言いながら、クロードにぴったりと身を寄せてきた。

　愛おしい娘がようやく腕の中にいることを実感し、気持ちが落ち着いてきたクロードは目を閉じた。




　翌朝、食事をしていたミシェルはアベルの言葉に驚き、パンが手から離れて転がる。

「アベル侍従！　クロードさまに話したのですかっ!?」

　大きな声を出した途端、咳が止まらなくなる。アベルは水の入ったコップを差し出した。

「はい。陛下はブノアさまに調査を命令されたので、隠すことは無理でございました」

　アベルは昨晩のことを思い出しながら静かに言った。

「クロードさまはお怒りになった……？」

　明け方、クロードはミシェルの部屋を出ていき、抱きしめられて眠ったことを彼女は知らなかった。深夜にミシェルがときどき咳をしていたと、出立時にクロードは話し、侍医に診せるようにアベルに指示をしていった。

「激高なさいましたが、すぐに心配のほうが先に立たれ、そしてミシェルさまの性格なら致し方なかったと……」

「心配をかけたくなかったから隠したけれど、無駄だったのね……」

　ならば馬車のときに話せばよかったと、ミシェルは後悔した。

「アベル侍従、ごめんなさい。私のせいでお怒りを買ってしまったわ」

　ミシェルが心から謝ると、アベルは笑みを浮かべ、首を横に振る。

「陛下に叱責されても、ミシェルさまの行動で命が助けられ、本当によかったと思っておりますよ。それほど叱られたわけではありませんから、お心を痛めなくとも大丈夫です」

　アベルの言葉に、ミシェルはホッと胸を撫で下ろした。




　その日の午後、王城にたくさんの町人が訪れた。昨夕、火事で人を救った娘が国王陛下の婚約者であることが町人に知られ、お見舞いと感謝の印に果物や菓子、そして花が届けられた。

　火事の一件は瞬く間に国中に広がり、ミシェルは妃に相応しくないと言っていた貴族たちの耳にも入った。

　一方、ミシェルは町人たちの感謝の気持ちが嬉しかったが、シャプリエ公爵邸でイヴォンヌから聞いた話が、ずっと心を占めて落ち込むばかりだった。

（私は考えもせずに行動しちゃうし、イヴォンヌさまのように威厳はないし……クロードさまに相応しくない……）




　夕方、クロードが王城へ戻ったことを、アベルが知らせにやってきた。

「陛下がお戻りになられましたが、すぐに執務室へ行かれました」

「お留守だったから、お忙しいのですね……」

　会えずにがっかりするミシェルだ。

「本日のご夕食、陛下がご一緒にとおっしゃっておりました」

「今日はご用があると聞いていましたが……？」

「ええ。別の日になったようです。お疲れであれば陛下に伝えますが……？」

「そ、そんなことないです！　疲れていませんから。クロードさまに楽しみにしていますと伝えてください」

　気持ちを明るくしようとミシェルは、クロードとの夕食に着るドレスを赤にした。

　クロードと会うのは火事の日以来だ。




　部屋に現れたミシェルをクロードは抱きしめてキスをする。それから椅子までエスコートし、座らせた。

「体調はどうだ？　咳はよくなったか？」

「はい。クロードさま……あの、火事のこと、正直に話さないで――」

　ミシェルが神妙な面持ちで切りだすが、クロードは首を横に振る。

「謝らなくていい。お前が無事だったことに感謝している。もうこの話はやめよう。数日ぶりに会ったんだ。お前をよく見たい」

　クロードの黒曜石のような瞳でミシェルは見つめられ、頬がピンク色に染まる。

「今日のミシェルはバラの花のようだな」

　クロードは微笑み、褒められたミシェルは口元を緩ませる。

「しかし、お前にはもっと淡く、上品な色が似合う」

　ミシェルから笑みが消える。

「今……バラの花のようだと言ってくださったのに……私には似合わないのですね？」

（それなら褒めなければよかったのに……）

　クロードは首を左右に振ってから、食前酒を口にする。

「そうではない。その色を着たお前は美しく、手に触れがたい気がする。優しいお前が消されている」

「それは……似合わないとおっしゃっているのです」

「ミシェル？　どうした？　バラの花のように棘があるぞ？」

　クロードはグラスをテーブルに置いて、ミシェルの顔をじっと見つめる。黒曜石のような瞳で注視され、ミシェルは目を逸らしたくなった。

「なにか耳にしたのか？　それともシャプリエ公爵邸で、なにかあったのか？」

　尋ねられ、言葉が喉まで出かかった。

（話すなら今……よね……）

「ミシェル？」

　真剣な表情のクロードが問いかける。

「……イヴォンヌさまを娶るとお聞きしたのです」

　思いきって口にしたミシェルの声は震えていた。肩を落として俯く彼女に、クロードの口からため息が漏れる。

「お前はどう思う？」

　否定してくれると心の底で思っていたミシェルは、思いがけない言葉にハッとして、顔を上げる。

「ほ、本当のことなのですね……？」

「私はお前にどう思うか聞いたのだ」

　クロードは、ミシェルがもう少し自分の意見を言ってくれると期待していた。しかし、ミシェルは涙が出てきそうなくらいショックを受けていた。

　イヴォンヌは嘘をついている、と安心させてほしかったミシェルだ。

「ミシェル、お前の考えを教えてくれ」

　心が砕かれそうなくらいのミシェルに、クロードは追い打ちをかけてくる。膝の上に置いた両手が震えてきて、ぎゅっと握る。

　浅い呼吸をしてからミシェルは心に決めて口を開いた。

「私は……クロードさまの妻になれません」

　クロードの双そう眸ぼうが見開かれる。

「ミシェル！　なぜ逃げる!?　お前は言いたいことを言っていない！　イヴォンヌを娶るのが嫌だから、私の妻になりたくないのだろう？　頭を冷やす必要があるな。明日、実家へ戻れ」

「家に……」

　感情のない声でポツリと呟く。

「……はい。そうさせていただきます」

　ミシェルの返事にクロードは苛立ち、乱暴に椅子から立ち上がる。

「私が愛しているのはお前だけだ。よく考えるんだな。迎えに行くまでいろ」

　クロードは大股で扉に向かい、私室を出ていった。残されたミシェルは、扉が閉まると、力を入れていた肩がグッと落ちる。そこへアベルが近づく。

「ミシェルさま、すぐに陛下とお話をしなければいけません」

　アベル自身、こんなことになるとは思っておらず焦っていた。

「……アベル侍従……私はクロードさまの隣に立てる器ではないのですね……」

「そんなことはないですよ。自分を卑下してはいけません。陛下は本気で怒ってはいません。ミシェルさまの本当のお気持ちを知りたかったのです」

　今のミシェルは、アベルがなにを言っても聞いていなかった。

（家へ……戻る……頑張ると、誓ったばかりなのに……）

　ミシェルは自分に嫌悪し、力なく椅子から立ち上がった。




　翌日、ミシェルは王室の馬車に揺られていた。どんどん王城が遠ざかっていく。侍女や衛兵の手前、水色のドレスを着ていた。

　ロドルフに連れられてやってきたときの荷物は元々少ない。ミシェルはもうクロードの元へ戻ってこないのかも、と思いながらも、まだ途中の刺繍をしていた婚礼衣装を持ってきてしまった。

（着てもらうことがないと思っても、仕上げたい……）

　今朝、クロードに挨拶へ行ったが、領地の見回りで出かけてしまっていた。

　ミシェルはもう一度振り返り、小さくしか見えなくなってしまった主塔を窓から見つめた。

「すぐに陛下がお迎えに参りますよ」

　ミシェルの対面に座るアベルは、送り届けるようにクロードから命令されて馬車に乗っている。

「結婚前の息抜きだと思えばいいんです」

「……アベル侍従は……私がお妃になれると思っているのですか……？　クロードさまを怒らせてしまったのに」

「はい。間違いなく。昨晩陛下は落ち着かない様子で、何度も部屋を出ようとされていましたよ」

　アベルはミシェルに元気になってほしくて、気休めではなく、本当のことを話した。

「でも、来てくださらなかった……」

「それはミシェルさまに、お妃さまとしての自覚をしていただきたかったのですよ。もっと精神的に強くなってほしいのだと。いえ、ミシェルさまの優しさは陛下に必要ですし、それを損なってまで強くはなってほしくないと。あぁ……言っていることがこんがらがってきました」

　困った表情になったアベルに、ミシェルはクスッと笑みを漏らす。

「とにかくイヴォンヌさまのことは、議会がうるさく言っているだけです。陛下を信じて待っていてください。ご家族が楽しみに待っておりますよ」

　今朝早くに王城の者がミシェルの帰宅を知らせていた。




　町を抜け、しばらくすると、田舎道の森の中に家が見えてきた。

　まだ二ヵ月ほどしか経っていないのに、一年以上家を空けていた気持ちになる。

　馬車を降りる前に、家の中からマリアンヌが駆けつけてきた。双子の兄フランツも出てくる。

「ミシェル！」

　マリアンヌは美しいドレスを纏った娘に駆け寄り、抱きついた。

「お母さんっ！」

「ミシェル！　おかえりなさい。綺麗になって……火事では人の命を救ったそうね。誇らしいわ。怪我はないのね？　そうそう、プレゼントもありがとう」

　抱きしめた娘から少し身体を離し、見つめてからしみじみと言葉にする。

「お母さん、ただいま。うん……助けられてよかった」

　久しぶりに会えて、ミシェルは瞳を潤ませる。

「そんなに素敵なドレスを間近で見たのは初めてよ。まさか国王さまに見初められるなんて」

「お母さん……」

　喜んでくれているマリアンヌに本当のことが言えない。

「ミシェル」

　今まで母と妹の再会を見守っていたフランツが、ミシェルに近づき、抱きしめる。

「フランツ、久しぶり……」

　叔母のところへ行っていたため、三ヵ月は会っていない。

「驚いたぞ。お前がまさか国王のお妃になるなんてな」

　いつものように頬に唇を寄せるフランツだが、久しぶりに妹と会えて、普段以上に嬉しそうな顔をしている。

「ん……」

　戻ってきた理由が理由だけに、明るい表情になれないミシェルだ。そこへステッキをついたロドルフがやってきた。

「ミシェル、おかえり。アベル、ありがとう。中で休んでくれ」

　彼は、ミシェルのトランクを運んできたアベルに声をかける。アベルは丁寧にお辞儀をする。

「いいえ。もう戻らなくてはなりません。ではミシェルさま、後日に」

「……はい。ありがとうございました。お気をつけて」

　ミシェルは複雑な表情で、馬車に戻っていくアベルを見送った。

（もう戻れない気がする……）

　そんなことを思っていると、後ろからロドルフが呼ぶ。

「ミシェル、私の部屋へ来なさい」

　そう言われて、ミシェルはビクッと肩を跳ねさせてから振り返った。

「はい」

「お父さん、ミシェルは疲れているわ。お茶でも飲んでゆっくりしてから――」

「マリアンヌ、部屋にお茶を持ってきてくれ。フランツ、荷物を頼む」

　ロドルフは地面に置かれたトランクふたつを、フランツに運ぶように言う。先に家の中へ入るロドルフのあとを、ミシェルはついていった。




　一階の居間の隣にロドルフの部屋がある。小さな机に備えつけられてある椅子にミシェルは座り、ロドルフはベッドの端に腰を下ろしている。

　祖父の表情は厳しく、ミシェルは戸惑うばかりだ。

「おじいちゃん……」

「お前が家に戻ってきた理由は知っている。陛下からではなくアベルから報告を受けたんだ」

　ロドルフは重々しく口を開いた。

「お前は陛下との結婚を甘く見ている。お前の愛はそんなものなのか？」

「……甘くなんて」

　ミシェルの声は自信なさげに小さい。

「陛下のお気持ちは今の私にはわからないが、国の繁栄のために我が国の国王は三人まで娶れるんだ。もしお前に子供ができなかったらどうするんだ？」

「そんなこと……」

　ミシェルは困惑して呟くような声しか出ない。

「世継ぎができなかったら、次の国王は誰に？　陛下はお前だけの存在ではない。それが理解できなければ、結婚はさせられない」

　ロドルフの皺のある顔は厳しい。

「でもっ、今回のパスカルさまのように諍いさかいが起こるかも……」

「それは育て方が悪かったのだ。ひとえに母親のな。身分の低い妃はわきまえ、息子にもそう教育しなければならない。それが王室というものだ。パスカルさまのことは教訓になっただろう。お前は村娘だ。イヴォンヌさまには勝てない」

「勝つとかじゃないのっ。もちろんすべてにおいて私はイヴォンヌさまの足元にも及ばない。私はただクロードさまを愛しているだけなの」

「陛下の愛をひとり占めしてはいけない」

　その言葉はミシェルの胸を鋭く突いた。

「……クロードさまは私が独占欲を出したから、お怒りになったのね。おじいちゃん、私はお妃にならないわ。ううん、ならないのではなくて、なれないの。クロードさまは迎えに来てくれない……」

　ミシェルの目から涙が溢れ、ポロポロと頬を伝う。

「きついことを言ったが、お前のためだ。急がずに、ここで平凡な結婚をしてほしい」

　ロドルフはハンカチで、ミシェルの頬を伝う涙を拭いた。




　部屋に戻ったミシェルは、簡素なベッドの端に腰を下ろす。王城のベッドとは違い、座り心地のよさはなく、乱暴に座ったお尻に痛みが走る。

「私にはこれが合っている……」

　祖父の言葉について考える。

（イヴォンヌさまは、他のお妃を纏められる器だもの……）

　ふと自分が、この家とは不釣り合いなドレスを着ていることに気づき、ベッドから立ち上がってクローゼットを開ける。黄緑色の膝丈までのシンプルなドレスに着替えた。夏に向かってマリアンヌがドレスを衣替えしてくれていたようだ。広がり過ぎるスカートもなく、動きやすい。

　服を変えると、城のことは夢みたいに思えてきた。狭い部屋が以前は嫌だったが、今は心地よく感じる。

　扉が叩かれ、マリアンヌが顔を覗かせた。

「冷たいお茶を持ってきたわ」

「お母さん、ありがとう」

　部屋の中へ入ってきたマリアンヌは机の上にグラスを置くと、ベッドに腰を下ろす。

「ミシェルが愛した人はどんな人？　話してくれる？」

　自分の隣をポンポンと叩いて、ミシェルを座らせようとする。

「あ、衣替えをしてくれてありがとう」

「素敵なドレス、脱いじゃったのね」

「ここでは動きづらいし、あちこち引っかかっちゃうから」

　ミシェルは、かけた水色のドレスを見て微笑んだ。クロードと初めてダンスをしたときに着たドレスだ。

　あのときのことを思い出してしまい、ミシェルの口から小さくため息が漏れる。

「クロードさまは、それはそれは……驚くほど素敵なの。黒髪に黒曜石のような瞳で。優しくて……私が男装していたことも怒らなかったわ」

「陛下のお慈悲には感謝しているわ。お父さんはあなたのことで王城へ行くときは、悲痛な顔をして行ったけれど、帰ってきたときはとても嬉しそうだったの。陛下は私たちを幸せにしてくれた。里帰りさせてくださった陛下に感謝しているわ。それに、たくさんのお土産も」

　マリアンヌの感謝に、ミシェルはコクッと頷く。

「いつまでいられるの？」

「今クロードさまはとても忙しくて……落ち着いたら迎えに来てくれる予定で……」

　本当に迎えに来てくれるのかわからないが、そう言っておけば詮索されないで済むだろうと思ったミシェルだが、母親の優しい微笑みに涙が出てきた。

「お母さん……嘘なの……クロードさまは迎えに来てくれない……」

　頬に伝わる涙を何度拭いても止まらない。

「まあ……」

　マリアンヌは泣きじゃくる娘を抱きしめたまま、言葉を発せずに、背中を優しく撫でることしかできなかった。




　その夜、ミシェルの好きな料理がテーブルに並んだ。焼いたばかりの魚は、フランツがミシェルに食べさせたくて川で釣ってきたものだ。少しこげているが、美味しそうだ。

　食事中、ミシェルは家族に心配かけないように明るく振る舞い、真心を込めて作られた料理を口にした。

　夕食が終わり、部屋にひとりになると、クロードを想う。

「クロードさまは、私を愛していると言ってくれたのに……」

　泣きそうになってしまい、窓を開けて夜空を見上げた。美しい光を放つ月は、あと数日で満月になる。

「満月になるまでに……迎えに……来てほしい」

　月に向かって祈るミシェルの手元には、クロードの婚礼衣装があった。ランプの明かりを頼りに刺繍をしていると、気持ちが落ち着くミシェルだった。




　翌日の早朝、ミシェルは柵の中の鶏にエサをあげていた。身体を動かすたびに、後ろで結わかれたピンク色のリボンが揺れる。

「卵をありがとう。昨日も美味しくいただいたわ」

　鶏たちに感謝をしながら、産み落とされている卵を収穫させてもらう。

　そこへ馬の蹄の音が聞こえてきた。

「フランツが戻ってきたのね」

　今日も川へ魚釣りに出かけているフランツだ。町へ出て、ちゃんとした仕事をしなさいとロドルフに昨晩言われていた。今回のことがなければ、ロドルフの跡を継いで侍従見習いから始めていたはずだった。

　三ヵ月見ない間にフランツは少し身長が伸び、身体もたくましくなったようだ。町でいい仕事が見つかるようにと願いながら、ミシェルは笑顔で振り返る。

「おかえりなさい！　フラ――、ク、クロードさまっ！」

　そこにいたのはフランツではなく、凛々しいクロードだった。

「ミシェル、会いたくて我慢できなかった」

　城を出たのは昨日のことだ。まだ一日しか経っていない。

「クロードさまっ！」

　ミシェルは門に立つクロードに駆け寄り、抱きついた。持っていた籠から卵が飛びだす。

「ミシェル、迎えに来るのが早かっただろうか？」

　クロードの腕の中で、首を大きく振る。

「ずっと待っていました」

　クロードは愛おしい娘の唇に、唇を重ねた。クロードのキスを受けたのち、彼女はようやく周りを見る余裕が出てきた。

　門の外には王室の豪華な馬車と、さまざまなプレゼントを積んだ荷馬車が停まっていた。両方の馬車を引く馬には水色のリボンがかけられている。護衛の第一騎士団の精鋭たちと、彼らを率いるヴァーノンもいた。家の中から出てきたロドルフとマリアンヌ、そして魚釣りから戻ってきたフランツが目を丸くしていた。

　クロードの前に進み出たロドルフは、片膝をついて挨拶する。

「ロドルフ、気を揉ませたな。意外と私は我慢が足らないようだ。たったひとりの愛する娘をさらいに来た」

　クロードの茶目っ気たっぷりの言葉に、笑顔になるロドルフ。

「私には最高に幸せなお言葉です」

「お前にはいろいろ話すこともあるが、今はミシェルを王城へ連れ帰らせてくれ」

「はい。孫娘を幸せにしてくださり、心からお礼を言わせてください」

　昨日の表情とは打って変わり、満面に笑みを浮かべたミシェルに、心底安堵した。




　バラの時期が終わったバラ園だが、白や紫のクレマチスが咲き誇っていた。それはバラと同じように華やかだ。今まで椅子とテーブルだけだったそこは、屋根のある小さな東屋が建てられており、うたた寝でもできそうなソファが用意されている。ミシェルのために、ゆったりとくつろげる場所になっていた。

「いつの間に……」

　ミシェルは今までよりも素敵な空間に、感嘆の声を上げた。

「ここはお前のお気に入りの場所だからな。一年中花を楽しめるように東屋を建てさせた」

　クロードは美しい生地で作られた薄いグリーンの布張りのソファに、ミシェルを座らせた。そして自分もミシェルの隣に腰を下ろす。

「クロードさま、私が我がままでした。イヴォンヌさまを娶られても平気です。おじいちゃんから話を聞いて、クロードさまをひとり占めしようとした私はひどい――」

「ミシェル」

　彼は微笑み、いつもより饒舌なミシェルの口に指を置く。

「私はお前だけを愛している。イヴォンヌがよければとっくに結婚していた。あの娘を愛したことは一度もなく、これからもないだろう。お前がいれば充分だ」

　ミシェルの空色の瞳が大きく見開く。

「でもっ、子供が、私に子供ができなければ、クロードさまの世継ぎが……」

「ロドルフはいらない話をしたようだな。そのようなことは、そのときに考えればいいんだ。そんな問題は今の私たちに必要はない。それに、イヴォンヌを推していた貴族たちも心配はいらない」

「えっ……？」

　クロードは困惑気味のミシェルの唇にキスを落とす。

「火事でのお前の活躍を、上流貴族が見ていたようだ。自分の命を投げ打ってでも民衆のために動いたお前こそ、この国の妃に相応しいと、他の貴族たちを納得させたそうだ」

　ミシェルはポカンとした表情で、クロードを見つめていた。

「お前は優し過ぎるからな。イヴォンヌのような、物怖じしない、気位の高いところを身につけてほしかったんだ。そしてなにがあっても、私のことを求めてほしかった。しかし、お前は簡単に、妃にならないと言った。私がどれだけ傷ついたかわかるか？」

「……クロードさま」

　クロードの気持ちがわかり、花が咲いたような笑みになる。

「もう二度と離さない。私と生涯を共に。私を愛してくれ」

　両頬を大きな手で囲まれ、黒曜石のような瞳で真摯に告げられたミシェルは、コクッと頷いた。

「はい。私はクロードさまを愛し続けます」

「愛している。ミシェル」

　クロードは愛おしい娘に愛を誓い、唇を塞いだ。




　クロードの暗殺を計画したパスカルの処遇が決まった。クロードが異母兄に慈悲を与え、生母の住むブルーニ城で生活をすることになった。国王の命を狙ったため、死刑もあり得たことだったが、クロードは温情を施したのだ。

　王城内が落ち着きを見せた半月後、ミシェルはお気に入りになったバラ園の東屋でクロードの婚礼衣装に刺繍をしていた。そこへ――。

「ミシェルさま」

　イヴォンヌだった。今日はいつも連れている侍女がいない。

「こんにちは、イヴォンヌさま。どうぞおかけになってください」

　ミシェルはイヴォンヌを気遣うような微笑みを浮かべて、椅子を勧める。そんな顔になるのは、クロードが正式にミシェルしか娶らないと公表したからだ。

　イヴォンヌに会うのは、火事があったお茶会の日以来である。

　町では、あの火事で人を助けたミシェルと違い、ただ見物をしていたイヴォンヌの悪評が噂されていた。その噂はイヴォンヌ自身の耳にも入っており、ずっと屋敷にこもっていた。その間、彼女は冷静に、クロードやミシェルのことを考えられるようになっていた。

「……ミシェルさま、私の言葉で傷つけてしまって申し訳ありませんでした」

　イヴォンヌの言葉に、ミシェルの目が大きくなる。

　自分が傷ついたのも確かだが、小さい頃から王妃になるべく教育を受けていたイヴォンヌが悔しい思いをするのも仕方ないことだろうと、ミシェルは思っていた。逆に、自分のせいで彼女の将来を変えてしまったことが気になっていたくらいだ。

「私、ミシェルさまには、すべてにおいて勝てません。そのことにようやく気づいたのです」

「イヴォンヌさまっ！　私に勝てないだなんて！　私こそ、イヴォンヌさまの足元にも及ばないくらいなのに。クロードさまのことは、なんと申し上げたらいいのかわかりませんが……」

　ミシェルの言葉にイヴォンヌは微笑んで、首を横に振る。

「いいのです。クロードさまのお気持ちも思い返してみますと、私は一度も『好き』と言われたことなどありませんでした。私には一度も向けられなかった笑顔や、お言葉……昔から望みはなかったのですわ。おふたりを見ていると、ちゃんとした恋がしたくなりました」

「イヴォンヌさま……」

「ですからお気になさらずに、幸せになってくださいね」

　彼女は、迷いの吹っ切れたような清すが々すがしい笑みを浮かべた。

「では、失礼いたします」

　優雅な所作で椅子から立ち上がるイヴォンヌ。

「イヴォンヌさま、今度はゆっくりお茶をご一緒させてくださいね」

「ええ。ご招待、お待ちしております」

　ドレスの両端を持って膝を折ってから、立ち去っていった。その後ろ姿が見えなくなるまでミシェルは見送る。

　そして感慨深げにため息をつき、椅子にもう一度座ると、刺繍を再開した。




「ミシェル！」

　第一騎士団の服を着たフランツが現れ、刺繍の手を止めたミシェルは彼の姿にびっくりする。

「フランツ!?」

「驚いただろう？　俺、第一騎士団に入ったんだ！」

　ミシェルと同じプラチナブロンドの髪はバッサリ切られ、短髪になっていた。後ろにヴァーノンもいる。

「フランツが第一騎士団に……？」

　ミシェルに近づいたヴァーノンは礼をする。

「はい。まだ見習いですが、俊敏で筋がいいですよ。フランツを騎士団に入団させるのは、陛下が以前からお考えになっていたことです」

「驚きました。クロードさまが、そんなことを考えていらしたなんて……あ！　クロードさまっ」

　クロードがアベルと共にやってきた。ミシェルは嬉しそうな笑みを浮かべ、ドレスを少し持ち上げてクロードの元へ行く。

「刺繍をしていたのか。指は大丈夫か？」

　心配そうな色を瞳に浮かべるクロードに、周りの者は微笑む。どこまでもミシェルに甘い国王陛下だ。

「はい。とても上達したんですよ。もう指に刺しませんから」

　ミシェルは自慢げに指をクロードの目の前に差し出してみせる。その手を掴んだクロードは、ミシェルの指をパクリと口に入れた。

「ク、クロードさまっ！　みんなが見ているのにっ」

　ミシェルは慌てて手を引っ込めようとする。

「いいではないか。私の愛おしい娘は恥ずかしがり屋だな。みんな、目をつぶっていてくれ」

「な、なにを……？　きゃっ」

　戸惑う彼女はクロードにお姫さま抱っこをされた。そして歩き始める。

「そんな顔をするから、お前が欲しくなった。私の胸に顔を埋めていればいい」

　ミシェルは愛する国王陛下の言葉通りにはせず、形のいい唇にキスをした。

「お前はときどき大胆になる」

　不意打ちのミシェルからのキスに、クロードから笑みがこぼれた。





ＥＮＤ












あとがき




　こんにちは。若菜モモです。『男装したら数日でバレて、国王陛下に溺愛されています』をお読みくださり、ありがとうございました。

　この本で、何冊出版させていただいたのだろうと調べたら、他社さまを含め二十冊目でした！　こうして本を出させていただけるのも、皆さまのおかげです。ありがとうございます。感謝しております。

　ラブファンタジーは三作目で、一作目は異世界トリップ、二作目は海が舞台で、今回は男装ものです。

　こうして見ると、なかなかバリエーションに飛んでいるのではないかと思います。

　現代恋愛のお話を書くのも好きですが、ラブファンタジーは書籍作家デビュー前から大好きなジャンルです。現在執筆しているのも、異世界トリップです。早く皆さまに読んでいただきたいなと思いながら、楽しんで書いております。




　お話の中に食事風景や料理をよく出しますが、だいたい自分が行ったレストランなどで食べたものを参考に描写したりしています。今回はラブファンタジーなので、簡単な料理を出すことに。ヤギのバターで作った卵焼き。『マーサーズ』では、トマトやかぼちゃのスープとパン。お茶会では焼き菓子やムースなど。私の食いしん坊がバレちゃいますね。美味しそうだなと思ってもらえたら嬉しいです。




　最後に、この作品にご尽力いただいたスターツ出版の皆さま、いつも編集でお世話になっております、三好さま、矢郷さま、ありがとうございます。編集さんおふたりには、とても長いお付き合い、感謝しています。

　そして『砂漠の王と拾われ花嫁』に続き、二作目のカバーイラストを美しく描いてくださいました武村ゆみこ先生。先生の描かれるヒーローには、いつも胸を高鳴らせてしまいます。デザインを担当してくださった菅野さま、ありがとうございます。この本に携わってくださったすべての皆さまに感謝申し上げます。




　平成三十年八月吉日





若わか菜なモモ
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